















































俺たちは空気が読めない2




孤独ボツチな彼女の嫁ぎ方
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　Contents









プロローグ


第一章　裏切りの使徒・ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダス

　　　　山田作子

第二章　理論武装の正論ちゃん

　　　　高橋×××

第三章　ボッチが学園祭をプロデュース

第四章　ボッチと七夕学園祭

第五章　孤独な彼女の嫁ぎ方



エピローグ







　暑い夏といえば？　と聞かれれば、多くの人は海を想像するだろう。

　青い空。白い雲。波打つ海辺。楽しそうにはしゃぐ水着の女の子たち。

　それを盗撮して捕まる変質者たち。そんな、とても楽しげな光景を想像するだろう。

　もっとも、そんなイベントはボッチには縁がない。

　事実、俺おれも、そして彼女たちも、そんなイベントとは一切無縁の人生だった。

　空気が読めなくて、嫌われ者の俺はずっと独りだった。

　夏祭りや花火大会も、自分の部屋で机に向かいながら気づくイベントだった。遠くから聞こえる祭まつり囃子ばやしの音色や花火の炸さく裂れつ音おんを聞いて窓を見やり、そういえば今日だっけ、と。

　でもいまは違う。砂浜を歩いていると、遠くから俺を呼ぶ声がする。

　綺き麗れいな髪をなびかせながら、手を振って俺の名を呼ぶ彼女たちに、俺も手を振る。

　そして、彼女たちのなかのひとり、小さな子供がビーチボールを手に俺を呼んでいる。昔、誰だれよりもボッチだった俺も、いまでは所帯持ちである。

　これもすべては、愛すべきボッチ少女たちと出会ったおかげだろう。

　だから俺は、毎年夏になると思いだす。高校二年の、あの辛つらくも幸福に終わった夏を。







　六月半ば。夏も本格化がスタート。未いまだ梅雨時だというのに、気温は真夏日近くを記録しはじめた。高い湿度と暑さのダブルパンチはなかなかにキツイ。

　夏服移行期間も終わり、全校生徒が完全な夏服モードだ。

　俺おれも今日はブレザーを脱いで、半袖のワイシャツ姿で登校している。

　そうなると、去年と同じく朝から俗な光景が学校に見られる。女子たちの透けブラだ。

　この時期になると我が銀ぎん鉢ぱち高校の女子生徒の一部、というか、半分くらいの女子たちは白いブラウス越しにブラの存在を確認できる。

　ブラ、インナーシャツ、ブラウスという三枚重ねをするぐらいなら、ブラが透けてたっていい、と女子は考えるのだろう。不等号で表すと『羞しゆう恥ち心しん＜暑いの嫌』てな具合に。

　だが白はともかく、赤や黒といった派手な色のブラを着けてくる女子はどうかと思う。

　それともあれか？　見せたいのか？　見せるのが目的なのか？

　その要望に全力で応こたえるため、昼休みになると男子たちは、イヤホンで音楽を聞くフリをしながら横目で女子の透けブラを凝視したり、机に突っ伏して寝るフリをしながら薄目で女子の透けブラを凝視していたりする。

　男子の数だけ凝視のスキルがあった。

　男子の数だけ飽くなき執念があった。

　男子の数だけ軽犯罪の現場があった。

　そんな男子と女子に、俺はドン引きだった。

　男子たちよ、お前らどんだけ透けブラ見たいんだよ。

　女子たちよ、お前らどんだけ恥知らずなんだよ。

　我が家の隣には、喜き咲さき紗さ希きという名の露出狂が棲せい息そくしている。

　この露出狂は、学校では品行方正質実剛健文武両道の完かん璧ぺき超人であり、学校中の生徒から羨せん望ぼうと尊敬を集める一方で、俺の部屋に忍び込んでは俺に自らの肢体を見せつけることを無上の喜びとしている、第一級の危険指定人物である。

　そんな不健全生物である露出狂こと紗希姉ですら、頰ほおを染めながら『かー君以外に見せるのは恥ずかしい』と言ってくる。

　つまり、透けブラをしている女子共は全員、露出狂以下の羞恥心しかないと言ってしかるべきだろう。警察は早く仕事しろ。

　でも、俺のクラスに限っては警察でも解決不可能な問題がある。本日六時間目のＨＲホームルームは、来月七月七日に行われる学園祭、七夕祭の出し物を決める時間なのだが……。

「もうみんな、七夕祭まであと三週間しかないのよ。何かアイディアはないの？」

　そのＨＲホームルーム時間で、担任の苗なえ穂ぼ奈な江え、通称ナエちゃんは教卓に両手をついて、前のめりになりながら教室を回し見る。それでも発言する生徒は、誰だれもいなかった。

　そう、俺おれのクラスは、学園祭の出し物が決まっていない。なんて消極的なクラスだろう。

　ちなみに、うちの学校は校外からの客を増やすべく、珍しい催しをやろうということで、学園祭中に水泳大会を行う。その男女四人ずつのクラス代表は、先月すぐ決まった。

　クラスのリーダーである、樹き村むら和かず也やたち人気者派閥の男子は運動部揃ぞろいだ。目立つ役はすぐ決まる。女子の代表も、和也グループの女子の推薦ですぐ決まった。なのに、肝心のクラスの出し物は未定……。

　学園祭まであと三週間だというのに、やることが未いまだに決まっていないのはうちのクラスぐらいのものだろう。我がクラスながら、ぐだぐだで情けない。

　まぁ、やる気がないのは俺も同じだけどな。友達のいない俺にとって、学園祭とはステージ発表を独りで眺め続けるだけのものだった。楽しいと思ったことは一度もない。

　他のクラスは、妙にやる気のある生徒がひとりはいるようで、出し物はそいつを中心にすぐ決まったらしい。だが、俺のクラスにそんな熱意あふれる生徒はいなかった。

　体育館やグラウンドの使用許可、場所取りは他のクラスが予約済み。

　必然的に、自分たちの教室でできるものに限られてくる。

　教室での喫茶店、お化け屋敷、展示。まぁそんなところだろう。

　なのに、それらの意見すら誰も言わない。俺も言わない。

　発言したが最後、そいつが責任者にされて、あれこれと面倒な雑用を押しつけられるのは火を見るより明らかだからだ。

　あらゆる労を惜しむ昨今の若者は、そういった労を避ける危機管理能力には長たけている。

　または、リーダーである和也の発言を待っているのかもしれない。

　もっとも、男子たちに限っていえば、学園祭のことよりも、女子の透けブラを凝視したり、ケシゴムやペンを落とし、拾うフリをしてその動作のなかで女子のフトモモを凝視するのに忙しいだけかもしれない。昼休みより犯罪性が増していた。

　飽くなき執念ていうかもう呪のろいだよな？　前世にどこぞの魔女から恨みでも買ったか？

　脳内で、黒衣をまとった魔女が『貴方あなたは来世、女子の透けブラを常に凝視し続けなければ死ぬ呪いにかかるがいいのです。アブラカタブラなのです』と唱える姿が再生された。

　魔女の役は、我が部ＫＹ部の乳袋要員にして可愛かわいい白猫、里り緒お式しき詩し織おりに担ってもらった。

　素敵すぎるふくらみを持つ詩織は、その禁断の果実で乳袋を作りあげて俺を実験動物にすることをいとわない、イケナい美少女だ。

　けど、詩織の乳袋の観賞権と引き換えなら、ちょっと危険な実験はコスパが良いいだろう。

　でも詩織の乳袋ならともかく、有象無象の女子たちの透けブラに興味はない。いつも紗さ希き姉の下着姿を見ている俺を、透けブラ如ごとき出し惜しみで惑わせると思ったら大間違いだ。

　いま、男子でナエちゃん先生の話を聞いているのは、紗さ希き姉のおかげで透けブラに一切まったくなんの興味もない俺おれと、女に不自由していない和かず也やぐらいのものだろう。

　相変わらず誰だれも発言しない教室を見渡して、ナエちゃん先生が重いため息を吐きだした。

「誰か何かないの？　教頭先生からも、出し物が決まるまでこれは預かっておくって、先生のヒロイン二五一人コンプリートしたポケヒロ金銀のソフトを取られちゃったんだからね！　先生の思い出を取り返すためにも早く決めてください！」

　おぉ、こんなところにも同志が。先生にポケヒロバトルを挑んだら受けてくれるかな？　なんて俺が考えていると、女子たちが騒ぎ出す。

「そんなことよりナエちゃん。この前の彼氏とはどうなったの？」

「続き聞きたーい」

　おいおい、そんな関係ない話を振って乗るわけがないだろ。

「え？　聞きたい？　聞きたいかぁ、しょうがないなぁもう♥」

　乗ったよ。展開がベタ過ぎるぞナエちゃん先生。まぁ年代的に古い人だから仕方ないか。

「実はね実はね、先生ってばプロポーズされちゃった、キャッ♥」

　ナエちゃん先生は、両手を頰ほおに当てて身をくねらせながら舌を転がした。

「すごーい！　先生にもとうとう春が来たんだね♪」

「春だなんてそんな、でも善は急げって言うし♥　ジューンブライドの今月六月中に式を挙げようって、もう彼ってば気が早いんだからぁ、やんやん♥」

「ジューンブライド♪　憧あこがれるぅー」

「やっぱ結婚は六月だよね♪　ナエちゃんうらやましい」

　女子たちはテンションをどこまでも上げていた。まぁ、それは置いといて、だ。

「式場の人に聞いたら、今日中に決めれば六月三〇日に結婚式ができそうなの♥　もう決めちゃおうかしら♥」

　先生の今後を考えると、ジューンブライドはやめたほうがいいだろう。

　慈愛の精神を胸に抱き、俺はすっと立ち上がると、淡々と発言した。

「ジューンブライドは、六月に雨の少ないヨーロッパで、明るく晴れた日に結婚できるから、とはじまった習慣でゲン担ぎですよ。梅雨で雨の多くなる日本じゃゲン担ぎになりません。むしろ挙式当日に雨が降って思い出が黒歴史になるリスクが大きいですね」

　教室の空気が凍りついた。ナエちゃん先生のテンションも冷え切った。

「……うん……挙式は、来月にするね…………」

『小こ日向ひなた！』

　途端にはじまる女子たちからのブーイング。

『余計なこと言うな』『空気読め』『せっかく盛り上がってたのに』『あんた喋しやべるな』

　そんな言葉があちこちから聞こえてくる。

「外国の風習に合わせて雨の日に結婚式するよりはいいと思うけどな」

　俺おれはやれやれと席に座った。

「もう、刀かたな彦ひこ君てば……ジューンブライドは女の子の憧あこがれなのに台無しじゃない」

　そう言ってたしなめてくるのは、俺の右隣に座る、ハムスター園児こと小こ里り洲す莉り子こだ。

　可愛かわいらしい眉まゆ根ねを寄せて、高校生とは思えないくらい幼い呆あきれ顔がおで俺を見上げてくる。

　その背後には、相変わらずハムスターの幻が浮かんでいた。名前は小里洲（子リス）なのに、どうしてハムスターっぽく見えるんだろう？

「あっ、じゃあ先生、七月の七夕祭で先生の結婚式やろうよ！」

　偉そうに声をはずませたのは、清し水みず川かわ麻あさ美みだ。

　リア充でクラスカーストの一軍、いわゆるクラスのリーダーポジションの女子らしい。

　染髪ピアス着崩した制服の三連コンボをキメたいかにも頭の悪そうな女子で、ハムスターのように可愛く邪念の欠片かけらもない莉子をイジメていた眉なしトカゲである。

　あいつらのやる、眉毛を剃そってありもしない眉毛を描く、というのが未いまだに理解できん。

「それいい。麻美センスあるぅ♪」

「あたしも麻美に賛成♪　ねぇ先生そうしようよ」

「麻美頭いいよね」

「はん、あったり前じゃん」

　リーダー格の意思にキョロ充──リア充の太鼓持ち──たちが追従すると、麻美はもう得意げだった。その安っぽいやりとりに、俺は冷静にツッコむ。

「学校行事でそんな私的なことしていいのか？」

「はいはい、キモい小こ日向ひなたは口チャック」

「顔がキモい麻美には言われたくないな」

「刀彦君単語選びぃ！」

　莉子が俺の口に両手を当ててくる。俺がその手をはがすと同時に、麻美は額に青筋を浮かべて立ちあがった。

「あ、あんたさぁ、女子に顔がキモいとかマジ頭おかしいんじゃないの？」

「麻美は『キモい小日向』って俺の存在すべてにキモいって言ったけど、俺は顔にしか言っていないんだから、麻美のほうが酷ひどいだろ？」

「そういう話じゃないの！　だからあんたＫＹなんだよ！」

　売り言葉に買い言葉。ここで何も言わなければ、みんなは俺が負けを認めて黙り込んだと思うだろう。ガキの戯たわ言ごとに取り合わない大人の対応は、ガキには意味がない。

「うっせぇよ、この眉なし女」

　麻美の右口角がつりあがって、嚙かみしめた奥歯がむき出しになる。

「眉なしじゃありませんー！　こういうメイクなんですー！」

「麻あさ美み……噓うそを重ねても自分と周りが傷つくだけだぞ……」

「優しくなるなぁ！　ああもうあんたは昔からぁッ!!」

　顔を真っ赤にして震える麻美に『昔から』と言われて、昔の麻美を思い出す。

「ていうか麻美って、化粧する前のほうが可か愛わいかったのになんで化粧してんだ？」

「か、かわッ……!?」

　麻美は赤い顔のまま目を白黒させて、息を吞のみ込んだ。

「化粧の仕方が悪いのか？　小学校のときから整った可愛い顔（紗さ希き姉には遠く及ばないけど）だったのに、化粧するようになってからキツい顔になったよな」

　あといま気づいたけど、麻美はブラ透けてないんだな。

　麻美は、目を泳がせながら動揺して、なにかを叫ぼうとした、けど。

「まぁ落ちつけよ麻美」

　それはクラスのリーダーで、麻美が一方的に彼女宣言をしている樹き村むら和かず也やの声だった。穏やかな声で麻美をなだめながら、和也は持ち前のイケメンボイスでみんなに語りかける。

「俺おれも、麻美の案に賛成だな。七夕祭で先生の結婚式をしようよ。クラスの出しものは展示でテーマは『近年の結婚事情』にして、先生の結婚式に使う道具を一緒に展示するんだ。それなら、教室の展示物は少なくていいし、クラスの出しものと同時並行でできるだろ？」

「おお、和也冴さえてるじゃん！」

「オレもさんせー」

　俺と莉り子こを除いて、二年一組の全生徒が一丸となり、誰だれもが和也の案に賛成し、称賛の嵐あらしが巻き起こる。会社の接待でも、ここまでのヨイショはされないであろう持ち上げぶりに、正直ドン引きだ。

　ていうか、和也の野郎上う手まくやりやがったな……。

　展示。それは他の出しものと違い、とりあえずそれっぽいものを作っておけば良いいという限りなく低い努力ハードルに、当日はすべて自由時間という夢のような出しものだ。

　最初から展示を提案すれば、下心がバレたかもしれない。でも、先生のために、というおためごかしを言うことで、そしてその案を支持することで、二年一組の有象無象たちは夢のゴールデン切符を手にしようとしている。

　まぁ、それもこれもナエちゃん先生がＯＫしなければ水の泡なんだが……。

「みんな……先生のためにそこまで……なんていい子たちなの……」

　先生騙だまされているからね。こいつら全員先生をダシに使っているだけだからね。

　まぁ俺も楽だから反対はしないけどな。当日は詩し織おりやシェリーたちと遊びまわろう。

　そう考えると、ちょっと七夕祭が楽しみになる。つか、独りじゃない学園祭とかはじめてかもしれん。当日は俺史に残る、いい思い出になるだろう。ていうかする。

「じゃあ、先生の結婚式運営のリーダーはボランティア部の刀かたな彦ひこに頼むよ」

　和かず也やの言葉に、俺おれは一瞬素になってから『は？』と尋ね返した。

「何驚いてるんだよ。刀かたな彦ひここういうの得意だろ？　期待しているからな」

　いや、得意じゃないし、つかボランティア部だとなんで運営することになるんだよ。接点がわからねぇよ。そしておいクラスメイト共。なんでお前ら和也が名めい采さい配はいを振るったみたいに騒いでんだよ。どう見てもただ面倒な部分を他人に丸投げしただけだろ。

　ここはちゃんと断ろうと口を開くと、

「わたしも手伝うから頑張ろうね！」

　莉り子こがもの凄すごくやる気を出していた。まぁ莉子がいいならいいけどよ……。

　これもＫＹ部の活動の一環だと思うことにして、俺は渋い顔をしながら諦あきらめた。

　いつもつまらない学園祭だけど、今年はいつも以上に雲行きが怪しくなるのだった。


　　　◆



「莉子、今日も生徒会室に寄るのか？」

　そして放課後。俺が隣の席に座る幼よう女じよ（仮かり）もとい、我が部のマスコットハムスター、小こ里り洲す莉子に尋ねると、莉子は小さな頭で頷うなずいた。

「うん、先生の結婚式のことも会長に話さないといけないしね。刀彦君は部室で待ってて」

　そう言って莉子は席を立つと、小動物のようにちょこまか歩きながら教室を出て行った。

　その、ピンク色のベストに覆われた背中を見送りながら感心する。

　ブラが透けないよう、夏用の薄いベストを着用。これぞ大和やまと撫子なでしこ。

　小里洲莉子は、ハムスターはハムスターでもデキるハムスターだ。子リスは子リスでもデキる子リスだ、むしろ大人のリスだ。ハムスターなのかリスなのかハッキリしない宙ぶらりんの存在だけど、そこは評価できる。

　他のＫＹ部員も、聖せい良らは黄色いベストを、シェリーは下にキャミソールを着用している。詩し織おりに至っては、冷却材入りのＵＶカバー黒衣をまとっているほどだ。

　俺は仲間たちの奥ゆかしさ、たおやかさに満足しながら、教室を出て部室へ向かった。

　部室に到着すると、まだ誰だれも来ていないようだ。

　てきとうな席に座って、聖良たちが来るのを待つと、一分もしないうちにドアが開いた。

　雪のように白い髪を、蝶ちよう形のリボンでツーサイドアップにした頭が、ひょっこりと入室。

　我が部の子猫系女子、里り緒お式しき詩織だ。体にメラニン色素のないアルビノ体質で、儚はかなげなほど白い肌に白い髪、そして吸い込まれそうな真紅の瞳ひとみが印象的な、黒衣の美少女である。

　今日も相変わらずの無表情で、お人形さんのように可愛かわいらしい。

「おや、まだ刀彦さんだけですか」

「ああ、一緒にゲームでもして待とうぜ」

　俺は鞄かばんからゲームボーイカラーを取り出した。一作目をクリアした俺は続編の金銀──ナエちゃん先生が没収されたのと同じソフト──をプレイ中だ。金銀は捕まえるヒロインの数が一五一人から二五一人に増えているので、やり込み甲か斐いがある。十年以上前のゲームで当時の流行から、冒険ファンタジーや宇宙作品の参戦が多く、追加されたヒロインたちは魔法使いや宇宙パイロットが目立つ。学園異能バトルの参戦は、五作目のＢＷからだ。

「刀かたな彦ひこさんとなら喜んで。でもその前に」

　無表情のまま、朴ぼく訥とつと喋しやべってから、詩し織おりは自身の黒衣に手をかけた。

　いつものように、乳袋を作るのだろう。

　文明人として、巨乳の魅力にむき出しの本能を浴びせるなど言語道断。だが、詩織自身が乳袋の観賞を推奨してくれているので、あくまでも詩織の期待に添えるべく、俺おれは乳袋をたっぷりと観賞させてもらう。そう、すべては詩織のためなのだ。

　詩織は上までぴっちりと閉めていたボタンを全部外して、胸を前に突き出し黒衣を横乳の付け根まで引く。途端、俺は乳袋ではないものに目を奪われた。

　詩織のブラが……透けている？

　夢や幻ではない。

　白いブラウス、その大きく膨らんだ部分は、下半分に淡いピンク色の影を落としていた。

「よっと」

　詩織はその真下、下乳のあたりで黒衣のボタンを閉め、キュッとおっぱいを持ち上げる。

　見事な巨乳がたわわに揺れると、ピンク色の影も、一〇〇パーセントのシンクロ率で跳ねはずむ。こんなことははじめてだ。詩織の乳袋なら何度も見ているが、下着が透けていることなんてただの一度もなかった。何かの見間違いではないかと思えた。

　でも、ブラウスが乳袋を形成し、巨乳のラインにぴったりと張り付くと、淡いピンク色はその輪郭を鮮明にして、これは現実だと俺に訴えてくる。

　勘違いじゃあない。あれはまぎれもなく……。

　俺のまぶたは自然と上がり、心拍数が跳ねあがる。

　そ、そうか……詩織は、ピンク色のブラをしているのか……。

　なにやら、国家機密にも匹敵する情報を手にした優越感と、達成感があった。

　詩織のブラは、詩織のおっぱいのあそこからあそこまでを支えていて、ヒモはあそこからあそこに向かって伸びていて……うわぁ、うわぁ……。

　頭がフル回転する。想像力を搔かき立たてられ、妄想に駆り立てられてしまう。

　あのブラウスのなかが、下着姿の詩織が、頭のなかでしっかりとした像を結んでいく。

「ではゲームをはじめましょう」

　顔が熱くて、炎天下にいる錯覚を起こしそうになる俺に気づかず、詩織は俺の対面側の席へ向かった。

　一歩ごとに乳袋が揺れる、はずむ、跳ねる、波打つ。ピンク色の影はそれに追従し、俺の視線もそれに付き従う。

　駄目だ。これじゃあクラスの男子たちと同じになってしまう。詩し織おりにも失礼じゃないか。

　自らを叱しつ咤たして、詩織の胸元から視線を外す。

　それからゲームボーイカラーの電源を入れながら、詩織に問いかける。

「なぁ、いまヒロイン何人まで集めた？」

「一九〇人くらいですね。いまラスボスの手前です」

「流石さすがに早いな」

「攻略サイトを使って効率よくプレイしているだけですよ」

　視点は胸ではなく、詩織の可愛かわいいくちびるに合わせる。すると視界の下端に、ピンク色も映る。視点は詩織の口元に、でも、意識はつい下に集中してしまう。

　詩織と和やかに会話しつつ、ほわほわとした頭で考える。

　不思議だ。詩織は下着も制服もあまつさえ黒衣まで着こなしている。露出度はゼロと言っても良いい。なのに、どうしてこんなにも幸せな気持ちで満たされてしまうのだろう。

　とか悩んでいると、詩織が俺おれの方を無言で見つめていた。

　ガタリ、と椅い子すを鳴らして、俺はのけぞった。

　バレた!?

　罪悪感が無尽蔵に湧わき出して、穴があったら入って埋めて舗装してほしい気分になる。

　けれど詩織は、無口無表情のまま、頭上に『♪』マークを浮かべた、ような気がする。

　わかっている!?　そうか、あの透けブラは俺用なんだ！　そもそも詩織は、普段は黒衣の前を閉じている。詩織がおっぱいを強調するのは、男が俺しかいないときだけだ。

　つまり今回も……俺のためなら、ちゃんと見ないと失礼だ。遠慮せず凝視しよう。

「ふっふーん。ところで刀かたな彦ひこさん、詩織のお願いを聞いて欲しいのですよ」

　満足げに、優越感を含んだ声音だった。

「実はいま、飲むだけで元気になれるクスリ、ではなくドリンクを開発中なのです」

　言いながら、詩織は鞄かばんのなかから小瓶を取り出した。なかを満たす黒い液体は泡立ち、怨おん霊りようの顔のようなものが揺らめいている。

「おお、何かに絶大な効果がありそうなドリンクだな」

「人体実験はしていませんが、マウスに投与しても平気だったので、きっと大丈夫ですよ。刀彦さんには栄誉ある試飲第一号になって欲しいです」

　詩織の胸元を凝視しながら、俺は上のそらで、

「そうか、マウスが平気なら人間が飲んでも平気だよな。マウスと人間なんて似たようなもんだしな」

　そう言いながらドリンクに手を伸ばすと、元気な足音が聞こえてくる。部室のドアを開けるのはアメリカ人とのクォーターで、金髪碧へき眼がんのツインテール美少女、入いり江えシェリーだ。

「ちゃっほーい♪　わお♪　しおりんてば大胆なんだからぁ♪」

「？　どういうことですか？」

　詩し織おりは、シェリーの指差した自分の胸を見下ろして、首を傾かしげた。

　詩織の胸は大きいので、本人からでは上半分しか見えないから、よくわからないらしい。

　体と首をひねり、詩織は部室の姿見に向かって……。

「にゃッ!?」

　ぼふんっ、と音がしそうな勢いで、詩織の顔が赤に染まった。

「シャツを忘れてる？　ということは、さっきも、あのときも、刀かたな彦ひこさんには全部……」

　寒さに震える猫のようにぷるぷるしながら、詩織は耳を澄まさないとわからない程度の声を漏らしている。

「詩織……もしかして、気づいていなかったのか？」

「いいえわざとです！」

　無表情をめちゃくちゃに崩しながら、詩織は必死に取り繕う。

「これは刀彦さんを私のモルモットにするべくわざとインナーのシャツを着ずにピンク色のブラをしてきたのです！　ブラが透けているなんて、ちゃんと気づいていましたよ！　噓うそじゃないんですからね！　本当なんですからね！　わざとなんですからね！」

　無理やり作った、ハリボテの無表情が痛々しい。

　ああ、本当に、なんて可愛かわいい娘なんだろう……。












　普段は無表情でドライアイスのようにクールな美少女が、必死に言い訳をしながら見せる赤面姿は、ドライアイスあらため、アイスクリームのように甘い魅力でいっぱいだった。

「う～」

　とか唸うなりながら、濡ぬれた瞳ひとみで見つめてくる詩し織おり。そのキュートな詩織の頭に、シェリーがネコミミカチューシャを乗せた。

「いやぁ～ん♪　やっぱりしおにゃんか～わ～い～い～」

　愛くるしい笑顔で、無邪気に詩織へ跳びつくシェリー。抱きしめられ、ほおずりをされ、詩織はされるがまま、ちょっと嬉うれしそうにしている。

「シャツ忘れて透けブラしちゃって恥ずかしくてすぐ隠したいのに、動揺を悟られまいと隠さず、ますます恥ずかしい泥沼にはまっていっぱいいっぱいのしおにゃんかわいい♪」

「いや、それは言ってやるなよ。詩織がますます赤くなっているじゃないか」

　ちなみに俺おれは、詩織の頭にネコミミカチューシャが乗せられたコンマ一秒後には、取り出したガラケーの動画撮影機能をオンにしていた。

　子猫のように可愛かわいい詩織と、子犬のように可愛いシェリーの夢の共演。しかも詩織は猫耳装備。これは静止画ではなく、動画で永久に保存せねば。

　ぐっ、このふたりがじゃれ合う姿が愛らしすぎて生きるのが辛つらい。

　クラスの女子たちと違って汚れのないふたりはじゃれ合っていても、百ゆ合りとかそういう性的な印象はない。なんていうか、本当に子猫と子犬がベッドのなかでたわむれているような、そんな美しい光景だ。

　ああ、この瞬間よ永遠に。

　そう願った直後、部室のドアが開いて、現実主義の女王リアリスト・クイーンこと第三の美少女来らい泉せん聖せい良らが顔を見せた。部屋の状況を見て、コンマ一秒後、その顔が怒りに燃えあがる。

「刀かたな彦ひこ！」

　聖良は猛然と歩み寄ってくる。その迫力に、俺はガラケーを床に落としてしまう。

　ガラケーはカメラレンズを真上にして、聖良がその上で仁王立ちになった。

「あッ!!!!」

「目を逸そらすんじゃないわよ！」

　聖良は、俺の顔を手で挟んで、無理やり正面を向けさせる。

　いやでも、ガラケーが……。

　俺の心配をよそに、聖良は戦女神のように美しい怒り顔で口火を切った。

「貴方あなた、ワタシのいないあいだに何かとても素敵なことがあったわね、そうなのね！」

　詩織とシェリーを見れば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　だが、俺としては聖良の股また下したにあるガラケーのほうが気になって仕方ない。

「詩織はワタシと貴方の共有財産！　という鉄の協定を忘れたの!?」

「いつ結んだんだよ！」

　そう叫ぶと、新たな声が部室に響く。

「ちょっ、この惨状はなんなの!?」

「あらハムスター園児、もといワタシと刀かたな彦ひこの共有財産その三」

「わたしの人権はッ!?」

　莉り子こはその三なのか……。

　莉子は聖せい良らのもとに駆け寄ると、小さな手で聖良の顔をぺちぺちと叩たたきはじめた。俺おれのガラケーの上で。

「な、おい、莉子……」

　いますぐそこから離れろ！　そこは、そこは駄目なんだ！

「えー、いいじゃないりこりん可愛かわいいんだから♪　あたしも共有したいなぁ♪」

　詩し織おりから離れて、シェリーが莉子の小さな頭を抱きしめた。俺のガラケーの上で。

「うわぁ、離してぇっ」

　莉子が、シェリーの顔をぺちぺち叩きはじめると、詩織までこっちに来た。

　詩織なりに空気を読んで、この流れに乗ったつもりなのだろう。詩織はふたつの手で、シェリーと聖良の肩をぺちぺちと叩きはじめた。俺のガラケーの上で。

　四人は俺のガラケーの上で抱きついたり、叩いたり、すり寄ったりして、押し合い圧へし合あうから、気が気じゃない。

「え、あの、ちょっ、いや、だからね、みなさま？」

　マズイよヤベェよ助けて紗さ希き姉！

　みんなのスカートのなかが……見えてはイケナい領域が保存されてしまう！

　ちなみに、俺のガラケーは一般的なスマホをはるかに超える、一六〇〇万画素のカメラ機能を誇る。撮影した画像や動画はパソコンの大きな画面で表示しても一切粗くならず、鮮明な映像をお届けしてくれる上に、自動で焦点を合わせるオートフォーカス機能と、明るさ調整機能がついている。『薄暗いところでも真昼のようにバッチリ』とＣＭで言っていたのが印象深い。

　湧わきあがる罪悪感が、俺の心臓でドラムロールをはじめる。事態が悪化する前に誰だれか助けてくれ、と心のなかで天に、いや、紗希姉に祈った。そのとき。

「なんだ莉子、お前まだ仕事の説明をしていなかったのか？」

　いつのまにか、開いたドアの前に赤いスーツ姿の女性が立っていた。

　野性味あふれる美女で、紗希姉並の爆乳に、男子の俺と変わらない長身。加えて、雄ライオンのタテガミを思わせる大ボリュームのロングヘアーと眉み間けんに刻まれた十字の傷跡が、より彼女の魅力を引き立てていた。その姿を目にして、

「きょ、教頭先生!?」

　と、莉り子こが女子にあるまじき素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　出会いがしらにアナコンダと遭遇したハムスターだって、もう少し上品な悲鳴をあげるだろう。確かに教頭は迫力あるけど、ビビリ過ぎだろ。

　ハムスターのように身を縮こまらせながら、莉子は声を震わせる。

「み、みんなのせいで忘れるところだったよ。はは、さぁお仕事お仕事……」

　わざとらしいセリフを口にしながら、莉子は腰を低くしてテーブルの前、教頭の横に並んで立った。上半身が教頭からやや引き気味なのが哀れさを誘う。

　するとみんなも、しぶしぶ席に座った。

　俺おれのガラケーは、奇跡的に誰だれにも踏まれることなく、無傷で仕事を完遂していた。微動だにせず、床に横たわるその姿は、仕事をやり遂げた男の表情に見えなくもなかった……。


　　　◆



「結婚式場の手伝い？」

「うん、今週の土曜日に、銀ぎん鉢ぱち市内のホテルでね」

　莉子から仕事の説明を受けた聖せい良らは、豊かな胸の下で腕を組む。

「なんだか、学校とは関係なさそうね」

　聖良の感想はもっともだと思うが、莉子は小さく首を振った。

「ううん、そうでもないよ。だって依頼主は卒業生だもん」

　莉子の話だと、依頼主はこの銀鉢高校の卒業生で、いま、美人過ぎる女性フィギュアスケーターとして注目を浴びている大物らしい。

　教師や元在校生が多く出席する上に、式場はこれまた卒業生が副支配人を務めるホテルで執り行われるようだ。

　ただ、式直前でスタッフの大幅な欠員が出てしまったので、雑用係として新生ボランティア部である俺ら、今日も良いことをする部、略してＫＹ部にお声がかかったとのことだ。

「でも本当に凄すごいラッキーだよね。スタッフとしてだけど、あの有名選手の結婚式を生で見られるだなんて」

　莉子は珍しく上機嫌で、うっとりと表情をゆるめる。

　ただ、俺はその美人過ぎるフィギュアスケーターのことをまったく知らなかったので、名前は右から左だった。とりあえずてきとうにフィギュ子とでも覚えておこう。フィギュ子さんとフィギュ男さん、結婚おめでとう。

「それに、奈な江えの結婚式の参考にもなるだろ？」

　すぐ横に立つ教頭に見下ろされると、莉子は縮みあがった。怖がり過ぎだろ。

　つっても、莉子に限らず、教頭を怖がる生徒は多いけどな。

　銀鉢高校教頭、鬼おに瓦がわら皇おう華か。正体不明のグラマー美女であり、やれフランス外人部隊のスパイだとか、カタギに身をやつした極ごく妻つまだとか、なかには宇宙人説を唱える生徒までいる。

　眉み間けんの十字傷になぞらえ、傷跡顔スカーフエイスの通り名で恐れられ、教頭がポケットに手を入れるたび、周囲の生徒たちは拳けん銃じゆうが出るかドスが出るかとヒヤヒヤするらしい。

　一応、生徒会顧問なので、莉り子こは結構な頻度で教頭と顔を合わせているはずだ。

　日々、教頭に怯おびえ続ける莉子の姿を想像すると、可哀かわいそうでならない反面、なんだか可愛かわいくも思えてくるから不思議だ。

「ナエちゃんの結婚式ってなになにー♪」

　シェリーが身を乗り出すと、聖せい良らに続き教頭も爆乳の下で腕を組み、壁にもたれかかる。

「小こ日向ひなたたちが七夕祭で、担任の結婚式をしたいと言うのでな。小こ里り洲すが生徒会顧問のあたしに相談に来たんだが、具体的な内容も決まっていないのではなぁ。せっかく他人の結婚式を見てくるんだ。結婚式がどういうものか勉強してこい」

「私たちは一組ではありませんが？」

　と、四組の詩し織おりが疑問符を付けると、

「ならあたしからお前らに依頼しよう。ＫＹ部全員で、奈な江えの結婚式をプロデュースしろ」

　組んでいた腕をはずし、教頭がドスの利いた声で俺おれらを指差した。

「いや教頭先生！　それだけは絶対やめたほうがッ、ひぃっ！」

　並のメロンよりも大きな、スイカ大の爆乳が揺れて、莉子は壁際まで引きさがる。

　確かに教頭の声は怖いけど、莉子はもっと、別ななにかに怯えた気がした。

「結婚式のプロデュース、面白そうですね。結婚式と言えば思い出写真のスライドショーは定番です。素材写真とスライドショーの用意は私に任せてください」

　詩織に続いて、シェリーと聖良も、

「ワタシとシェリーは新郎にお祝いの言葉をくれそうなゲストを探してくるわ。場所が学校じゃ、先生はともかく新郎さんがアウェイだもの」

「当日にいきなり紹介して、サプライズってのもいいよね♪」

「よし、じゃあ土曜日の依頼のとき、そのへんも注意して見ようぜ」

　そうやって俺らは話を進めるが、莉子は物理的に腰を低くしながら教頭へ近づいて、

「先生、引き返すならいまですよ。刀かたな彦ひこ君だけならまだしも、あの四人に任せたら絶対に取り返しのつかないことになっちゃいます」

　おいおい莉子。俺らは信頼と実績のＫＹ部だぞ。何がそんなに心配なんだ？

　莉子の忠告に、教頭は怪け訝げんそうな顔で眉間にしわを寄せる。

「あん？　報告によれば刀彦たちは数々の依頼をこなした優秀な部員なんだろ？」

「そ、それはそうですけどぉ……」

「なら問題ないだろ？　じゃああとは任せたぞ」

　そう言って、教頭は満足げに出て行った。莉子はしょんぼりと、可愛く眉を垂らした。

「じゃあ先生の結婚式は、その卒業生の結婚式のあとで考えるとしてだ。莉子、その卒業生のほうの結婚式は、当日まで俺おれらは何もしなくていいのか？」

「う、うん、わたしたちは当日に細かい雑用とかのお手伝いをするだけだから……」

「でもりこりん。大幅な欠員て、あたしたち五人で足りるの？　雑用って何するのか知らないけど、有名人の結婚式なら、いっぱい人手を使うんだよね？」

「それなんだけど、できれば、もう二、三人は人手が欲しいみたいなんだよね……」

「困りましたね。人集めをしようにも、頼める当てなんて……」

　詩し織おりが無感動にそう言うと、廊下のほうから慌てた足音が聞こえてきた。そして、

「里り緒お式しき先輩。ディベートの再戦を申し込みます！　もう乳袋ごときに動揺なんてッッ、にぎゃあああ！」

　教頭と入れ替わるようにして、突然部室に飛び込んできた茶髪の女子は、詩織の胸元を見て絶句。それから赤面して、爆発した。

「乳袋に透けブラとかバッカじゃないの!?　ちゃんと隠せよ！　女の子が男子に下着とか、見せちゃダメに決まってんじゃんバカバカバカァ！」

　茶髪女子は、真っ赤な顔を両手で隠しながら、指の隙すき間まから詩織の胸元を注視する。

　おや、なんだかデジャヴ。前にもこんなことなかったか？

「こ、これはこういう仕様なのです。私は色香で刀かたな彦ひこさんの正常な判断力を奪い、意のままに操る、魔性の女なのです……っ」

　と、下唇くちびるを嚙かみながら、はずかしそうに、弱々しい声で詩織は答える。

　随分可愛かわいい魔性の女だな。こんな魔性の女になら、いくらでも騙だまされたくなってしまう。

「うぅ、透けブラだらけの教室から逃げてきたのに、思わぬ伏兵がぁ……」

　その茶髪女子は身もだえながら、小動物のように唸うなった。随分とウブだなぁ。

　そんな茶髪女子に、莉り子こは涙目で握り拳こぶしを作った。

「わかるっ、わかるよその気持ち。わたしも教室のみんなの格好はダメだと思うもん。なんでみんな男の子もいるのに、ちゃんとシャツとかベスト着ないんだろうね」

「で、お前誰だれだっけ？」

「ディベートバトルでテメェらに負けた高たか橋はしだよゴルァッ！」

　尻尾しつぽを踏まれた猫みたいに叫ぶ高橋の姿を眺めながら、頭をひねる。

　詩織がディベートで負かした相手って確か……おお！

「思い出したよ。あの息巻いて詩織に再戦を仕掛けたけど詩織の乳袋姿に恥ずかしくなってさんざん動揺したあげく、詩織にブラのサイズが合っていないって指摘されてから悲鳴をあげて退散した、あの憎まれ口が多いけど初々しくて純情な巨乳の一年生高橋か」

「どういう覚え方だボケェッ！」

　前回で懲りたのか、いまは自分のおっぱいに合ったサイズのブラをつけているらしい。

　高橋が胸を抱き隠すと、豊かなふくらみが、むにゅりと大きく形を変えた。

　その姿に、莉り子こが眉まゆ根ねを寄せてくちびるを引き結ぶ。どうやら普乳だと思っていた高たか橋はしが意外にも巨乳であることが判明して、釈然としないらしい。莉子の、こういう姿を見るとつい頰ほおがゆるんでしまう。貧乳を気にしている子って可愛かわいいよな。

「ていうか高橋、お前染髪禁止の正当性の証明で負けたんだから黒く染め直せよ」

「いや、先輩らにだけは言われたくないんですけど」

　ややイラっとした顔で、高橋は口元を歪ゆがませた。

　まぁ、言わんとしていることはわかる。でもな高橋。

「ワタシの赤髪なら生まれつきよ？」

「あたしの金髪はアメリカ人とのクォーターだからだよ♪」

「私はアルビノなので、生まれつき髪に色素がなくて白はく髪はつなのです」

「俺おれは黒だけど、そういや莉子は栗くり髪だよな？」

「これは地毛だもん！」

「違うわ刀かたな彦ひこ、莉子の髪はハムスター色よ！」

　莉子が釈明すると、聖せい良らが鋭く俺にツッコんできた。

「ハムスター色じゃないもん！　栗髪だもん！」

「そうだぞ聖良。名は体を表す、小こ里り洲すの髪はリス色だぞ」

「だから栗髪！　刀彦君のいじわる！　なんでそうやってわたしをいじめるの？」

　莉子はムキになって、俺のお腹なかにぽむん、と頭突きをしてくる。

　ほとんど、座っていた俺の胸に飛び込んできた形だ。

「いじめる？　いや、リスは『栗』に『鼠ねずみ』って書くし、別名はクリネズミだぞ？　栗くり色いろの髪ってことは、つまりリス色だろ？　灰色とネズミ色みたいなもんだろ？」

「え？」

　莉子は、俺の顔をぺちぺちするために上げた手を止めてフリーズ。

「え？　わたしが悪いの？　わたしが間違っているの？　え？」

　と自問しはじめた。

　本当のところを言うと、リスを『栗』『鼠』と書くのは、栗色の鼠だからではなく、栗を食べる鼠だからだ。

　したがって、リス色と栗色は別の色と言えるだろう。実際、リスの毛の色はもっと薄い。と言っても、リスの模様の部分は結構色が濃くて、栗色と呼んでも差支えない。

　噓うそは言っていない。グレーゾーン、いや、ネズミさんゾーンなのだ。

　そのおかげで、俺は膝ひざの上で莉子という可愛いハムスターの感触を楽しめる。

　膝の上で自問自答する莉子の頭をなでながら、可愛いなぁ、と和んだ。

　すると聖良が『莉子まで独り占めするなんて許せないわ』という恨めしげな表情で俺を見てくる。

　仕方なく、莉り子こをひょいと聖せい良らに手渡した。莉子はハムスターのように軽かった。

「ふえっ？　なんでわたし聖良に抱き締められているの!?」

「うふふ、ハムスター園児の抱き心地は最高ね」

「いやぁあああっ」

　いつも通り、莉子は聖良にされるがままだった。

　そうか。名前はリスなのに、どうして愛あい玩がん動物のハムスターっぽく見えるのかがわかった。莉子は、野生動物のリスと呼ぶには機敏さが足りないのだ。

「お前らアタシのこと無視しすぎだろ！」

　高たか橋はしが敬語を使えなくなるほど怒っているので、莉子と聖良の微笑ほほえましい無邪気な光景をさておくことにしよう。

「はいはい、それでなんの話だっけか？　確か高橋が俺おれらの仕事を手伝ってくれるから、あとひとりどうしようって話だっけ？」

「どういう話だ!?」

「え？　違うのか？」

　どうにも俺は人の顔と名前だけでなく、会話の内容も覚えられなくていけない。

　そういや高橋って何をしにここに来たんだっけ？

「高橋さん、もし差支えなければ、我々の仕事を手伝ってくれませんか？」

「仕事？　何をするのか知りませんけど嫌ですよ。差支えありまくりです」

　高橋が手をひらひらさせて断ると、詩し織おりはちょっと間を置いてから、

「……恐れ入りますが、我々の仕事を手伝ってください」

「だから嫌です！　ていうか国語の成績が五のアタシじゃないとわからないような変化球やめてください！」

　高橋が叫ぶと、莉子が不思議そうにする。

「え？　いまのどういうこと？」

「『差支えなければ』は、差支えがあったら断っていいですよ、ていう意味だけど『恐れ入りますが』は下した手てに出ているけど断るのを許さない、命令系の日本語だから『恐れ入りますが』のほうが強制力が強いんだよ」

　という説明を、アメリカ人とのクォーターであるシェリーがした。

「シェ、シェリーに説明された……」

　莉子も、かなりショックを受けた顔になる。

「あれ待って、ていうかえーっと、聖良と詩織が特進コースで、刀かたな彦ひこ君が進学コースで、シェリーって何コースだっけ？」

「あたしも刀彦とおんなじ進学コースだよ♪」

　莉子の幼い表情から、生気が抜け落ちる。

「え……？　総合コースってわたしだけなの？　偏差値が一番低いのってわたしなの？　わたしがこのなかで一番おバカなの……？　胸どころか頭も、わたしの栄養分はどこへ？」

　魂が抜けそうなくらい落ち込んでいるので、慈愛に満ちた俺おれはフォローを入れる。

「偏差値なんて五教科が得意な奴やつが評価される歪ゆがんだ数字だし気にするなよ。農業大学や農学部は偏差値低めだけど、五教科に畜産や農業史を入れてみろ、力関係逆転するから」

　偏差値は美術、音楽、保健、家庭、倫理のペーパーテストが〇点でも、五教科が満点なら高くなる。逆に、五教科が〇点なら、他の教科が満点でも低くなる。

　偏差値=優秀さ、という考えには納得できない。

「だよねっ、だよねっ」

　莉り子こが元気を取り戻すと、詩し織おりは席から立ち上がり、高たか橋はしへと歩み寄る。

「では莉子さんも元気になりましたし、高橋さん、我々の仕事を手伝ってくれませんか？」

　詩織のあられもない姿を前に、また高橋は赤面しながらうしろに下がる。

「だだ、だから隠せよそれッ」

「高橋さんが手伝ってくれるならしまってあげますよ。大サービスです」

　おお、結婚式場の仕事を手伝ってくれる人員を確保しつつ、合法的に俺から下着を隠す方法を編み出すとは、流石さすがは我が部活のスーパーブレーンだ。

　俺の視線を気にしながら、詩織も頰ほおを紅こう潮ちようさせたまま高橋に迫る。












「お願いです高たか橋はしさん。でないと私はずっとこの格好のままですよ」

　おぉ、詩し織おりと高橋の羞しゆう恥ち我慢比べだな。

「て、手伝って欲しかったらアタシとディベートで再戦してくださいよ！」

「お願い事はひとつまでです。再戦するか、胸元を隠すか。さぁ、さぁさぁさぁ」

「ちょっ、待っ、あんま近づかないでください。ふぎゃッ」

　壁際に追いつめられた高橋は床にお尻をついてしまう。高橋の目の前に、詩織の見事な乳袋とピンク色が広がって、高橋の顔は限界まで赤くなり、

「ああもうわかりましたよ！　お仕事手伝いますからソレしまってください！」

「高橋さんがそう言うなら仕方ありませんね。私はいやらしい魔性の女ですが、取引に従い胸元を隠します。いやぁ残念です」

　無表情のまま、わざとらしく言いながら、詩織は慌てて黒衣の前ボタンをすべて締める。

　それから、安あん堵どの息をつきながら俺おれの対面席に戻ってきた。

　高橋は床にしゃがみこんだまま、まだ両手で顔を隠している。

　こいつどんだけ純情なんだよ。もしも、俺が頻繁に紗さ希き姉に全裸で迫られていることを知ったらどうなるのだろうか？　ぜひとも見てみたい。

「これで、あとひとりかふたりですね。刀かたな彦ひこさん、心当たりはありますか？」

「あるぞ。シェリー、明日一緒に八組に行こうぜ」

「うん♪　行こ行こ♪」

「じゃあ今日は解散。帰ろっか。聖せい良ら、早く降ろして」

「抱き心地が名残惜しいわねぇ」

　不満そうな声を漏らして、聖良は莉り子こを下ろした。みんなも帰り支度をはじめる。けれど、俺は床に落ちたガラケーを回収すると、みんなに断りを入れる。

「悪い、俺ちょっとトイレに寄るから、みんなは先に玄関行っててくれ」

　みんなの了解を得てから、俺はひとり、男子トイレの個室へと向かった。

　個室のカギをかけると、ガラケーを開いて、先程録画した動画を見ずに、そのまま削除しようとする。でもそこで指が止まってしまい……考える。

　そもそもこれは、本当に禁断の映像なのだろうか？

　ラブコメ漫画じゃあるまいし、実際は暗くて何も見えないとか、全員見切れているとか、そんなんじゃないだろうか。それに、最初に撮影した可愛かわいい詩織は消したくない。とりあえず再生して、危険なものが映っていたらすぐに止めて削除しよう。

　そう誓って再生をすると、俺のガラケーは一般的なスマホをはるかに超える一六〇〇万画素の解像度で、自動で焦点を合わせるオートフォーカス機能と明るさ調整機能をいかんなく発揮した映像を俺にお届けしてくれた。

　映像の破壊力に俺の指は硬直して動かなくなり、とてもではないが削除する余裕はない。一秒ごとに文明人としての矜きよう持じに亀き裂れつが入り、鼻の奥に血の匂においが充満して、奥歯が痛くなるほど興奮を嚙かみ殺ころした。動画が終わると、俺おれはひとこと。

「ＳＵＧＥＥもん録とれちまった……」

　この瞬間、俺はみんなへの罪悪感に押し潰つぶされた。

　罪滅ぼしのためにも、明日はきっちり、人員を確保しよう。

　俺は硬く、堅く固く心に誓った。


　　　◆



　というわけで翌日。俺は学校へ行くと、シェリーと一緒に二年八組の教室へと向かった。

「おーい作さく子こぉー、いるかー？」

「さくちんちゃっほーい♪」

「ぎゃあああああああああああああ！」

　八組の教室へ行くと、誰だれもが俺の方に注目して『ＫＹ四天王だ』と怯おびえ、窓際にいた女子のひとりに至っては悲鳴をあげて震えだした。つまり作子だ。

　今日の作子は眼帯も指抜き手袋もしていなくて、代わりに左手に包帯を巻いていた。

　しかも、それすら俺らが近付くあいだに、死に物狂いでほどいて鞄かばんにしまう。

「あれ？　さっきの包帯はどうしたんだよ？」

「ケガしたんじゃないのー？」












　作さく子こはダラダラと汗を流しながら、扇風機のように視線を回しはじめる。

「なな、なんの話だ？　我は、じゃないあたしは包帯なんて巻いてないわよッ」

「その模様は何だ？」

「ほえ？」

　作子の左手の甲にはマジックペンで、ゲームに登場する紋章めいた模様が描かれていた。

　作子は目を剝むいて頰ほおをひきつらせると、再び鞄かばんから包帯を取り出し左手に巻きはじめた。

「じじ、実はうちのバカな妹に落書きされちゃって、それを隠すために包帯してんのよ！」

　作子の額から流れる汗の量が倍化。瞳ひとみの泳ぎ方も荒々しさを増すばかりだ。

　今日は暑いからな。作子は夏が苦手なのかもしれない。

「この暑いなか包帯を巻かないといけないなんて可哀かわいそうに。作子も大変だな」

「そ、そうなのよ。あはは」

「それより作子、なんか口調がいつもと違くないか？」

「そうだよ、いつものさくちんなら『フッ、これなるは我が同胞はらからが我に刻みし闇やみの刻印』」

　シェリーは重たい声音で作子の口調を真ま似ね、ゲームのキャラが必殺技を使うときのような、謎なぞのポーズや動作も入れる。

「『しかし、このかりそめの肉体では闇の力に耐えられないのだ。故に、この名状しがたき聖せい骸がい布ふで封印し、目覚めの刻限を待っているのだ』……ぐらい言っちゃうよぉ♪」

「凄すごいなシェリー。まんまいつもの作子そのものじゃないか。目をつぶったら作子と間違えちゃうかもしれないぞ」

「わーい、ほめられたー♪　なでてなでてー♪」

　シェリーが子犬のようにじゃれついてくるので、その綺き麗れいな金髪頭を優しくなでさせてもらう。シェリーは主人に褒められる子犬のように目を細めて『わふぅ』と息を漏らす。

　シェリーは可愛かわいいなぁ。それに引き替え作子はどうしたんだろう？

「いやぁああ！　いやぁあああ！　いやぁあああ！」

　耳を塞ふさぎながら、謎の奇声を発し続けている。

「それで作子。ちょっと頼みがあるんだけどよ」

　俺おれが肩に手を置くと、何かにビビリまくっている作子は、息を吞のみながら見上げてくる。

「なな、何？」

「今週の土曜日に俺ら、部活動で結婚式の手伝いに行くんだよ。それで人手が足りないから、作子も一緒に来てくれないか？」

「一緒に結婚式見に行こうよう♪　凄いんだよさくちん♪」

　シェリーが、卒業生である花嫁の名前を出すと、教室中がざわめいた。美人過ぎるフィギュアスケーターで有名な人物らしいから、まぁ当然の反応かもしれない。みんな、

『あたし行きたいけど、どうしよう……』

『行きたいけど、でもＫＹ四天王と一緒に働かないといけないんだよね？』

『デメリットが大きすぎるよ』

　とか囁ささやき合っている。作さく子こは一瞬迷ったようだが、すぐに首を横に振った。

「悪いけど、あたしはパスするわ」

「そうか、じゃあ残念だけど今日は帰るよ」

「え、いいの？」

　俺おれが背を向けると、シェリーは両手を俺の肩に乗せて、体重を預けてきた。

「やる気のない奴やつを誘っても仕方ないだろ？　そのうち気が変わるかもしれないし、また明日来ようぜ」

「え？　また明日？」

　振り返ると、作子が青い顔をしていた。

「おう。また明日来るからな」

「………………ッッッ！」

　作子は、まるでこの世の終わりのような顔で固まっていた。

「じゃあな作子」

「待ちなさい」

　俺が踵きびすを返そうとすると、作子はギリギリと痛いくらいの力で肩をつかんでくる。

「いま、気が変わったわ。あなたたちの仕事、手伝ってあげる」

「おー本当か。助かるよ」

「はは、礼には及ばないわ」

　作子は『とりあえずＯＫして、当日にバックれてやるわ』みたいな顔で、ニヤリと笑う。

　ほんわかした声が割って入ったのは、そのときだった。

「まぁ作子ちゃん、ＫＹ部の方々とはもうすっかり仲良しなのねっ」

「ベベ、ベル!?」

　ふわふわのロングヘアーを揺らし感動するのは水みず隙すき鈴すず美み。作子の友達だ。あだ名はベル。

「お話は聞かせてもらいました。小こ日向ひなたさん、今週の土曜日は、わたしも是非お手伝いさせてもらいますね」

「なっ!?」

　作子は、目もく論ろ見みが崩れた悪党のような表情で顔にしわを作った。

「小日向さん、よろしくお願いしますね」

　頰ほおに左手を添えながら、鈴美は右手で俺の手を握り締めてきた。鈴美の手はやわらかくてみずみずしい、お嬢様然とした手だった。

　言葉づかいも丁寧だし、もしかして鈴美って、お嬢様なのかな？

「ありがとうなベル。じゃあ詳しいことはあとでメールすると思うけど、莉り子このメルアドは知っているんだっけ？」

「はい。前の依頼のときにうかがいました。ですが、せっかくですのでおふたりのアドレスを教えてください」

「うんうん♪」

　かまってちゃんなシェリーは、喜んでガラケーを取り出した。

　シェリーの笑顔は俺おれに元気をくれるので、心のなかで鈴すず美みにお礼を言っておく。

　そのまま俺、シェリー、鈴美はメルアドと電話番号を交換。その様子を、作さく子こは狼おおかみに襲われる友達を助けたくても勇気が出ない村人のような顔で怯おびえ見ていた。

「じゃあ作子ちゃんも」

「えっ？　な、なんであたしが？」

　ビクリと肩を跳ねあげてのけ反る作子に、鈴美は目を輝かせながら迫った。

「何を言うの作子ちゃん。小こ日向ひなたさんと入いり江えさんは大切なお友達なのでしょう？　ならアドレスと電話番号の交換は当然のことよ」

「いや、こいつらは別に友達じゃあ……」

　鈴美は、懇願するような眼まな差ざしで作子に迫り、

「作子ちゃん、素直になって……」

「だから、全部ベルの勘違いで……」

　鈴美は、泣きそうな顔で作子に迫り、

「作子ちゃんっ、ねっ」

「……わ、わかったわ……よ」

　肩を落とす作子がスマホを差しだすと、鈴美はそれを手に取り俺らと連絡先を交換した。

「これでいつでも小日向さんたちとお話ができるわね、作子ちゃん」

「ああ、うん、そうね……はは……」

　太陽のように朗らかに笑う鈴美とは対照的に、作子はお通夜ムードだった。

　純朴なサラリーマンが闇やみ金きんからお金を借りてしまったら、こんな顔になるかもしれない。

「おい作子、何が心配なのか知らないけど、俺がよければ相談に乗るぞ」

「あんたが原因でしょ！　とッ、うわ！」

　尻尾しつぽを踏まれた猫もかくやという勢いで俺へ詰め寄ろうとして、作子は椅い子すに足を引っ掛け転倒。それを抱きとめてやると、作子が部室を訪ねて来たときのことを思い出す。

　あのときは机の下から出ようとして、スカートとパンツが脱げちゃったんだよな。

「たく、作子はすぐ転ぶなぁ。前も机の下から出ようとして転んだし。気をつけろよ」

　目と鼻の先にある顔が一気にゆであがる。以前、俺にすべてを晒さらしてしまった作子は、

「思い出すなぁああああああ！」

　と涙目で絶叫した数秒後、周囲の視線に気づいて、また塞ふさぎこんでしまうのだった。







　ナエちゃん先生の結婚式をプロデュースする俺おれと莉り子こは、七夕祭におけるうちのクラスの出し物である、展示の準備は免除だとクラスの連中から言われた。実際は七夕祭の準備から俺を追い出したかっただけだろうが、俺としてもそっちのほうが助かる。

　クラスの連中には、最近の結婚事情に関する掲示物の作成と、教室の飾り作りに勤いそしんで貰もらい、そのあいだ、俺と莉子たちは結婚式のプログラムを作ることになっている。

　今日の依頼は、プログラムの参考にするにはピッタリだろう。

　土曜日の昼前。俺らは銀ぎん鉢ぱち高校の制服姿で、フィギュ子さんの結婚式場であるホテルに向かった。制服姿なのは、卒業生である新婦から、制服が良いいとリクエストがあったからというのと、プロのホテルスタッフとボランティアの区別がついたほうがいいからだ。

　そのため、俺らは『ＫＹ部』と印刷された腕章（紗さ希き姉・作）をしている。

　ボランティアは全員で八人。

　俺、莉子、聖せい良ら、シェリー、詩し織おり、高たか橋はし、作さく子こ、鈴すず美みで、今日のＫＹ部は大所帯だ。

　六階ホールに到着すると、流石さすがは有名人の結婚式と驚かされる。

　スタッフの人たちが忙しそうに作業しているのは体育館のように広いホールで、白いクロスの敷かれたテーブルが五〇はありそうだ。それぞれのテーブルは、木製の黒い椅い子すで四方を囲まれていて、席主のネームプレートが置かれていた。

「じゃあみんな、今日の結婚式を見て、苗なえ穂ぼ先生の式の参考にしよ」

　と意気込む莉子と一緒に、俺らはホテルの人の指示を受け、結婚式の準備に取り掛かる。

　とは言っても、内装などはプロの人たちの仕事で、俺らはもっぱら裏方だ。

　最初の仕事は人数分＋予備の食器磨き。三〇分以内に皿八〇〇枚、ナイフ、フォーク、スプーンを六〇〇本ずつ、専用の布で磨くようにとのことだ。

　八人ならやれない数ではないらしい。

　厨ちゆう房ぼうの一角に棚やテーブルだらけの、給食室みたいな場所があって、そこで作業をする。みんなはてきとうな場所に食器を持ち込んで作業をするけど、俺は思うところがあって、あえて高橋の隣で皿を拭ふくことにした。

「そういや高橋、ちゃんと髪、黒くしてきてくれたんだな」

　いつもは茶髪の高橋だが、今日は見事な黒髪だった。

　こうして見ると、高橋って結構可愛かわいい顔してるな。手足は細いけど、出るところは出ていて、結構魅力的な容姿だと思う。明るい茶髪のときは『女子生徒Ａ』みたいにしか感じなかったけど、いまは彼女本来の魅力がグッと浮き上がっている。

「小こ日向ひなた先輩が言ったんじゃないですか。黒くしろって、本当は嫌なんですよっ」

「それは前に詩し織おりとのディベートバトルで決着しただろ。銀ぎん鉢ぱち高校の制服を着る高たか橋はしが茶髪だと、招待客が思うんだよ、銀鉢高校って風紀が乱れているんだなぁって」

　自分が負けた勝負を蒸し返されて、高橋は顔を真っ赤にして不機嫌になる。

「わかっていますよっ。だからこうして黒くしてあげたんですー！　なのになんで皆さんは染めないんですかっ。地毛かどうかなんて招待客は知らないんですよ？」

　聖せい良らたちの顔を思い浮かべながら、俺おれは眉まゆ根ねを寄せる。

「だって聖良と莉り子こは元から黒に近いし、シェリーは顔見ればハーフかクォーターってわかるし、詩織は詩織だし。あからさまに脱色ってわかる色の高橋とは違うだろ？」

「ん？　いまなんかひとりおかしな説明ありませんでした？」

「何もおかしくないぞ？」

「ならいいですけど……とにかく、黒くしてあげたんだから感謝してくださいよね」

「うん、ありがとう」

「て、随分あっさり言いますね」

　肩すかしだったのか、高橋はへの字口で声のトーンを落とした。

「俺らの都合で高橋に嫌なことを強制しちまったからな、そりゃお礼ぐらい言うさ。ていうか、今日は手伝ってもらう側だし、高橋たちには普通に感謝しているぞ」

「ッッ」

　高橋は僅わずかに下唇くちびるを嚙かみながら、身を縮こまらせる。

　おぉ、柄にもなく照れてやがる。いまさらだけど、普段の強気は、たぶん演技なんだろう。間違った高校デビューでもしちゃったのかな？

「黒髪のほうが似合っているし、もうずっとそのままでいろよ」

「なんで小こ日向ひなた先輩の趣味に合わせないといけないんですか？　彼氏ヅラですか？　なんの権限があるんですか？　アタシはこれからも自分の好きな髪の色にするんで」

　あからさまに嫌そうな顔をするので、あまりしつこくは言わないことにする。

「黒髪のほうが可愛かわいいのに。まぁお前が嫌なら強制はしねぇよ」

「うわぁ……真顔で女子に可愛いとかよく言えますね……そういうバレバレのお世辞で女子がどうにかなると思ってるんですか？」

「はん、お世辞を言えるほど頭が良ければ俺はＫＹ四天王なんかになってねぇよ」

　食器を磨き終わり、俺は新しい食器を取りにその場を離れた。

　そうこうしているうちに、食器磨きは終了。

　スタッフリーダーの女性が、俺らをホールに通して次の仕事を指示する。

「では皆さん、いま磨いた食器をテーブルに配置してから、この台車のテーブルナプキンを飾りナプキンにして配置してください」

　飾りナプキンというのは、ナプキンを折り紙のように折り畳んで立体的な形にするアレだ。俺おれも、親しん戚せきの結婚式で見たことはある。

　ナプキンを山ほど積んだ台車から一枚ナプキンを取ると、スタッフリーダーの女性は一度、俺らの前で飾りナプキンを折ってみせた。

「というのが飾りナプキンのなかでも簡単な、扇風機という折り方です。ではお願いしますね。何かあったら呼んでください」

　そう言って、スタッフリーダーの女性は歩き去った。

　確かに飾りナプキンの作り方は簡単だけど、完成したのは蛇じや腹ばら状の扇のような形で、なんで扇風機という名前なのかピンとこなかった。

「へぇ、これってこうやって作っていたのね」

　などと言いながら、聖せい良らは超スピードで飾りナプキンを量産していく。

「聖良って何やらせても一流だな……」

「作業が簡単なだけよ。いままで色んな飾りナプキンを見てきたけど、もっと複雑そうなものなんていくらでもあるわよ」

　お嬢様の聖良は、きっと結婚式やパーティーなんて行き慣れているんだろう。俺なんて、パーティーはおろか親戚の結婚式にだって、数える程度しか出たことがない。

「じゃあ俺も、さっさとナプキン作るか」

「ちょちょ、刀かたな彦ひこ君、ちゃんとテーブルナプキンって言おうよ」

「え？　駄目なの？」

　途端に取り乱す莉り子こは、頰ほおをわずかに紅こう潮ちようさせながらうつむいてしまう。

「ダメだよもお。テーブルナプキンか、飾りナプキンって言ってくれないと、ね？」

　俺の耳元で、聖良が囁ささやく。

「ダメよ刀彦。このピンクハムスターはナプキンと言ったら生理用ナプキンを想像しちゃうハレンチ娘なのだから」

　ぎゅっとグーを作る莉子の頰が、ピンクを通り越して朱色に染まる。

「ハレンチじゃないもんっ」

「大丈夫、あたしはわかっているよりこりん♪」

　笑顔で莉子の両肩に手を添えて、シェリーはウィンクをひとつ。

「りこりんはテーブルのナプキンをまずエッチな方向に考えちゃうむっつりスケベだけど恥ずかしいからそれを認めたくないんだよね？　大丈夫、あたしはりこりんがスケベだなんて思わないよ。りこりんは、ただ思春期なだけだもんね♪」

「思春期をなんだと思っているの!?」

　シェリーはぽっと頰を染めて、愁いのある眼まな差ざしでうつむく。

「男子のみんながあたしに向けている……欲望の源泉？　いやん♪」

「シェリーは可愛かわいいからな」

「シェリーさんは可愛かわいいですから当然ですね」

「ワタシのシェリーなら仕方ないわね」

「呼吸合いすぎぃ！」

　俺おれらのシンクロ率に、今日も莉り子こは鋭くツッコむのだった。

「ていうか小こ里り洲す先輩、遊んでいないでちゃんと仕事してくださいよ」

　高たか橋はしに注意されて、莉子は肩を縮めて恐縮する。

「ご、ごめん。でもでも、それなら刀かたな彦ひこ君たちだって……え？」

　あらためて俺らに視線を巡らせて、莉子は言葉に詰まる。

　俺、聖せい良ら、詩し織おりは口を動かしながらも、次々飾りナプキンを作り、テーブルに配置し続けていた。シェリーにしても、莉子に絡むまではずっと働いていたし、いまはもう、仕事に戻っている。恥ずかしがったり怒ったりツッコミを入れるだけで、本当に何もしていないのは、莉子ひとりだけだった。

「たく、役に立たない部長ですねぇ」

「うわぁん、みんながわたしをいじめるぅ！」

　高橋が悪態をつくと、莉子は涙を散らしながらトイレのほうに向かって駆け出した。

　そして聖良が働きながらイイ笑顔を浮かべる。

「うふふ、心配しなくてもいいわよ莉子。かわいそうな貴女あなたはあとでワタシがたぁーっぷりと慰めてあげるから」

「聖良はブレないなぁ」

「当たり前じゃない。刀彦も一緒にどう？　莉子はワタシたちの共有財産だものね♪」

「お、おう……」

　聖良の笑顔が可愛くて、思わず動揺してしまった。

　いつものお嬢様然とした、優越感に満ちた声ではない。まだ子供の、高校生らしいはずんだ声で微笑ほほえみかけてくる聖良は、本当に反則的な可愛さだった。しかも。

　聖良って、俺のことが好きなんだよな……。

　以前、一緒に昼食を食べていたときのことだ。

　思いきって聖良に『俺のこと好きなの？』と尋ねた。すると聖良は顔を真っ赤にして否定してから、慌てて逃げてしまった。なんてわかりやすい子だろう。

　ただ俺と聖良じゃ絶対に釣り合わないし、聖良だってすぐ冷めるかもしれない。聖良の気持ちは知っているけど、いまは照れ隠しで否定した聖良の言葉を信じたフリをしておく。

　でも、結婚式場という場所に来たせいか、なんだか聖良のことを少し意識してしまう俺がいた。そうして悶もん々もんとしながら仕事をしていると、割とすぐ莉子が戻ってきた。

「うぅ、ちょっと泣いちゃった」

「ちょっとじゃないだろ？」

　飾りナプキンを用意し終わった俺おれは、莉り子この頭を優しくなでてあげた。

「ちょ、ちょっとだもん。いっぱいなんて泣いてないもんっ」

「必死に否定するところが可愛かわいいわね」

　うしろから聖せい良らに抱きつかれて、莉子は頭から蒸気をあげそうな顔でうつむいた。

「あうぅ……」

　そのとき、仕事を終えた俺らに、やわらかい声がかかった。

「あ、みなさんがボランティア部の方々ですね」

　振り返ると、そこには白い、スマートなドレスを着た女性が立っていた。

「あ、古ふる川かわさん、ご結婚おめでとうございます」

　莉子が頭を下げる。古川って誰だれだっけ？　まぁご結婚ってことはこの人が新婦なんだろう。ということは、この人が美人フィギュアスケーターの……下の名前なんだけ？　まぁ古川フィギュ子さんでいいや。

「実は私、銀ぎん鉢ぱち高校に通っていたときはボランティア部だったんですよ」

「そうなんですか？　古川さんの後輩になれて嬉うれしいです」

　おいおい莉子、お前最初ＫＹ部に入るのめっちゃ嫌がっていただろ。

　本当にファンなのか、ただのミーハーなのか、お世辞なのか。空気を読むなら、俺も何かヨイショしたほうがいいのかな……？

「実は、あの部は私たちが作ったの。みんなで部室のネームプレートを手作りしてね」

「きゅ～……」

　喉のどの奥から変な音を漏らす莉子の顔から血の気が失うせて、白目をむいた。

　フィギュ子さんは思い出に浸りながら、うっとりと語り続ける。

「プレートの側面に、小さく創立メンバーの名前を書いてね。去年遊びに行ったときは、三年生の子がひとりきりだったから心配だったんだけど、ボランティア部を受け継いでくれる子がいて嬉しいわ」

　そのプレートをゴミ箱に投げ捨てた莉子は、過呼吸気味に震えながら親指を立てた。

「そそ、そうなんですか。それは素敵な思い出ですねぇ」

「そんな大事なものだったんですか。捨てたのは失敗だったかな」

「刀かたな彦ひこくぅーん！」

　莉子は俺に抱きつきながら、がくがくと体を揺さぶってきた。

「え？　捨てたってどういう……」

「違うんです古川さん！　刀彦君は深刻な妄もう想そう癖へきがありまして！」

「何言ってんだよ莉子。ボランティア部を廃部にして今日も良いことをする部、略してＫＹ部を作った日に、もういらないからって、莉子がゴミ箱に投げ捨てたんじゃないか」

「刀彦くぅうううううううん!!」

　莉り子こは両手をあげて、俺おれの顔をぺちぺちしはじめる。相変わらず、やわらかくてきもちの良いい手だ。つい和んでしまう俺がいる。

「廃部？　そういえばその腕章にＫＹ部って……」

「違います！　新生ボランティア部です！　気持ちをあらたにするべく名前は変えましたが活動内容は一切変わっていないし部室も継承しています！　廃部とは天と地の差があります！　もお！　刀かたな彦ひこ君てば変なこと言わないでよッ！」

「え？　駄目なの？」

「名前が違うだけで実質ボランティア部なんだから言わなくていいの！」

　ぺちぺちが高速化する。必死な姿がかわいいなぁ。

「そうよ刀彦。仮に若手アイドルが年食ってからマルチタレントを名乗ったとしても大してマルチな活躍をしていなかったら世間的にはアイドルのままでしょ？　それと同じよ」

「なるほど。聖せい良らの説明はいつもわかりやすいな」

「わかっちゃダメェ！」

　とうとう莉子の手が、俺の両りよう頰ほおをつまんで引っ張りはじめた。

　なんだろう。小学生の頃、暴力女教師から殴られたり叩たたかれたり頰をつねられたりして辛つらかったけど、莉子に頰をつねってもらうとなんだか嬉うれしい。

　ハムスターが俺の指を甘あま嚙がみしてくる妄想に浸りながら、ぽわぽわした気持ちになる。

　そんなぽわぽわタイム中に、助すけっ人と三人組が、

「小こ里り洲す、あんた他人の想おもい出でをなんだと思っているの」

「小里洲先輩ってほんと役に立たないんですね」

「ごめん莉子ちゃん、これはフォローできないわ」

　作さく子こ、高たか橋はし、鈴すず美みの三人にツッコまれて、莉子は俺の胸ですすり泣いた。

「う、うぅ……ぐすっ、えぐっ、わたしは、わたしは……そんなつもりじゃあ……」

「おーよしよし。大丈夫、莉子はちゃんと役に立っているぞ」

　こうして俺をぽわぽわした気持ちにしてくれるからな。流石さすがは我が部のマスコット。

　心のなかに、紗さ希き姉が現れ『生徒会のマスコットでもあるんだぞ』と告げてくる。

　うん、部活発足時にそんなこと言ってましたね。覚えてる覚えてる。

「そうよ、気にしないで莉子ちゃん。部活の名前が変わったなら、ネームプレートはいらないものね」

「えぐっ、古ふる川かわさぁん……」

　フィギュ子さんが作り笑いで莉子を慰めると、高橋がため息をつく。

「結婚式で新婦さんに気を遣わせるとか、小里洲先輩、今日何しに来たんですか？」

「ぐふッ……何を、しに来たんだろうね……」

　ＫＯ寸前のボクサーよろしく、莉子は俺にもたれかかり、もう涙も出なかった。












「高たか橋はしさん、莉り子こさんをいじめてはダメですよ」

　詩し織おりが無表情無感動に、高橋をたしなめる。

「いじめてませんよ。人聞きが悪いですねぇ。アタシは本当のことを言っただけですよ」

　詩織の無表情のなかで、目だけがキラリと光る。

「ほほう。本当のことなら言っても良よいと？　なら高橋さんがＣカップのブラで胸を小さく見せていたことや、普段は孤高の風を吹かせていますが、本当は乳袋を前に悲鳴をあげ、人から感謝されると照れてしまう、可愛かわいい女の子であると指摘されても文句はないと？」

「ぁうぅぅ……」

　高橋は、とっくに両手で頭を抱えて、その場にうずくまっていた。ぷるぷると震える様は、小動物めいた可愛さに溢あふれていて、つい頭をなでまわしたくなってしまった。

「ぐっ、こうしてまた奴やつらの犠牲者が……これも因果律の戯れか……」

　いつもの口調に戻った作さく子こが、鈴すず美みの背後でぽつりと呟つぶやいていた。

「い、いまのボランティア部員は個性的なのね……」

　一連の光景を、フィギュ子さんはこわばった笑顔で見守っている。そこへ、

「やぁ菜な美み絵え。その子らが君の後輩かい？」

　爽さわやかな声とともに現れたのは、タキシード姿の若い男性だった。背が高くハンサムで、フィギュ子さんと並ぶと、お似合いの美男美女カップルに見えた。

「みなさんこんにちは、菜な美み絵えと結婚する世界一幸せな男、古ふる川かわ新しん之の助すけだよ」

　新之助さんは、爽さわやかな声と笑顔で、歯を光らせた。

「残念ですが新之助さん、世界一幸せなのはこのワタシ、来らい泉せん聖せい良らと将来結婚する男よ」

　自己主張の強い豊乳を張り、ややのけぞり気味に宣言する聖良。一瞬、その場は凍りついたが、新之助さんは二秒で我に返った。

「ユニークな後輩さんだね。うん、君も美人だし、君と結婚する男は幸せものだよ。ところで菜美絵、結婚指輪は持ってきてくれたかな？　君は意外とドジなお茶ちや目めさんだからね」

「もう新之助さんたら。ちゃんと持ってきているわよ、ほら」

　フィギュ子さんは新之助さんに、指輪の入ったケースを差しだした。ふたを開けると、なかには大粒のダイヤがはまった指輪が鎮座している。

　それを見た莉り子こたち女性陣は感嘆の声を漏らした。冷静なのは、聖良と詩し織おりだけだ。

「はは、彼女のために、ちょいとふんぱつしてね。ラスベガスのオークションで、かるーく競り落としてやったよ。女性アスリートで、菜美絵ほど立派な指輪を貰もらう選手はいないだろうね。はっはっはっ！」

　おーう。いかにも金持ちっぽいセリフだな。どっかに台本でもあるの？

「もう、新之助さんたら、私は遠慮したのに」

　照れながら、フィギュ子さんはやや申し訳なさそうにするが、

「何を言っているんだい菜美絵。結婚式に参加した人間は、式の内容で新郎新婦の格を計るものだよ。質素な結婚式じゃ、親しん戚せきや取引先に何を思われるかわかったもんじゃない。君のご両親だって、この人になら娘を任せられると安心するだろ？」

　新之助さんは胸を張り、ニカリと笑った。そこへ、女神の託宣がくだる。

「でも気をつけたほうがいいわよ。結婚指輪の値段と離婚率は比例するから」

　聖良の言葉に、フィギュ子さんと新之助さんの表情がこわばった。

「高い指輪を買う人は、つい他でも見み栄えを張っちゃったり、世間体を気にしてしまうから結婚生活が長続きしないのよね」

　フィギュ子さんと新之助さんの肩が落ちた。続けて詩織が、

「加えて、アメリカの大学で三〇〇〇人以上を対象に行った調査によると、結婚式に二〇〇〇〇ドル、当時の価値で二四〇万円以上かけたカップルの離婚率は、六〇万円から一二〇万円のカップルに比べて一・六倍にもなったそうです。挙式にお金をかけると結婚生活に対する期待値が高くなってしまうのが原因らしいです」

　みんなのテンションが下がった。フィギュ子さんと新之助さんの肩ももっと下がった。どうやら挙式に二四〇万円以上かけてしまったらしい。なんつうか、ご愁傷様。

「あら、流石さすがはワタシの詩織、物知りね。みんなも将来は気をつけなさいな」

　聖良が回し見るみんなは、シェリーと鈴すず美みを除いてかなり渋い顔をしていた。

　鈴すず美みはほわほわした笑顔を浮かべながら、

「まぁそうなの。参考になるわね、作さく子こちゃん」

　と気にした様子もない。なんだろう、鈴美を見ていると親近感が湧わいてくる。

「むぐぅ……そういえば忘れていた。みんなＫＹなんだった～」

　莉り子こはお腹なかを抱えながら苦しんでいた。

「そ、そうだわ。そろそろウエディングケーキができている頃よ。一緒に見に行きましょ」

「ウエディングケーキ見たーい♪　行こ、たかちん♪」

「わわ、引っ張らないでくださいよ」

　取り繕うような笑顔を浮かべるフィギュ子さんが厨ちゆう房ぼうの方へ足を運ぶと、シェリーはまだ少し顔の赤い高たか橋はしを引きずるようにしてそのうしろについていく。

「そうか、あいつも我と同じく、奴やつの犠牲者に……」

　作子は高橋に、同情的な眼まな差ざしを向けていた。なんでだろう？
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　厨房に用意されていたウエディングケーキは、なんていうか凄すごい想像通りだった。

　七段重ねのホールケーキは白い生クリームと赤いイチゴで飾り立て、ロウソクも数多く差してある。

　一番上のホールには、新郎新婦を模したと思われる砂糖人形が乗っていた。

　俺おれがガキの頃に見た親しん戚せきのウエディングケーキよりも、ずっと大きくて、経済力というか、有名人のイメージ通りだな、という感想しか出ない。

　頭のなかが無味乾燥な俺とは違い、女性陣は全体的にテンションが高めだ。

　一瞬、甘いもの好きの女子らしく大きなケーキに興奮しているのかと思いきや、どうやら皆、まだ見ぬ自分の結婚式に思いを馳はせているらしい。

　その証拠に、聖せい良らが二秒に一回のペースでこっちをチラ見してくる。

　やべぇよ。なんかすげぇロックオンされているよ俺。

　て言ってもみんな盛りあがっているし、この空気をかき乱して注意を逸そらすのは悪いよな。何かこの場を誤ご魔ま化かすようなハプニングとか起きればいいのに。誰だれかが転ぶとか。

「本当に大きくておいしそうなケーキですね」

　莉子が明るく感想を言うと、フィギュ子さんの視線が落ちた。

「そうね、離婚率が上がりそうなケーキね…………」

　死んだ魚のほうが、まだ生き生きとしていそうだ。そんなフィギュ子さんの肩を、聖良は力強くわしづかむ。

「安心なさい。確かに離婚経験なんてないほうがいいけれど、日本は毎年六四万組のカップルが結婚して二三万組が離婚しているのよ。つまり三組に一組以上は離婚するのだから、離婚なんて普通よ普通。珍しいことではないし、恐れる必要もないわ。そうでしょ？」

「「ッッ……」」

　聖せい良らの力説に絶句するフィギュ子さんと新しん之の助すけさんに代わって、俺おれは拍手をしてしまう。

「いつもながら聖良はいいこと言うなぁ」

「当然よ、だってワタシなのだから」

「む、むぎゅぅ……胃袋がぁ……」

　お腹なかを抱え壁によりかかる莉り子こ。

　すると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、高たか橋はしが袖口を引っ張ってきた。

「小こ日向ひなた先輩、それ本気で言っているんですか？　ドＳとかじゃなくて本気なんですか？」

「？　どういう意味だ？」

　尋ね返すと、高橋は額に手を当ててため息をついた。

「うわ……この人ホンモノだ……あれ？　でも、先輩がバカ正直なド天然ていうことは、さっきアタシに可愛かわいいって言ったのはお世辞じゃなくて……ッッ」

　高橋は両手で顔を隠し、壁に額を押しつけ動かなくなる。

　なんだ？　結婚式だってのに場が重くないか？

　俺が眉まゆ根ねを寄せると、莉子が胃痛から立ち直る。

「で、でも招待客の人数を考えたら、これぐらいの大きさは必要ですよね？」

　莉子がフォローを入れると、フィギュ子さんも気を取り直して頷うなずいた。

「そうよね！　そうよね！　ふふ、ケーキ入刀が楽しみね、あっ」

　ウエディングケーキに近づいた途端、フィギュ子さんが転倒。彼女の両手は、七段重ねのケーキを突き飛ばし、てっぺんの砂糖人形もろとも床へと倒した。

　ガタリ　べちゃぐちょッ　カツン　コロコロコロ

　そんな音が厨ちゆう房ぼうにこだまして、また世界が凍りついた。ん？　俺は何もしていないぞ？

『いやぁあああああああああ！』

　フィギュ子さんを中心に、女性陣が悲鳴をあげた。

　周りで働いていた料理人たちも集まってきて、みんなで慌てはじめる。

「どうしたの菜な美み絵え!?　て、うわぁ！」

　ホテルマンらしき女性が、フィギュ子さんの本名を呼び捨てにする。

　たぶん、この人が卒業生の副支配人で、この結婚式をプロデュースした人だろう。

「うぅ、ごめんなさい。私、地面より氷の上にいる時間のほうが長いから、普通の靴だと逆に転んじゃうの……ドジで本当にごめんなさい」

「いやそれドジの範はん疇ちゆうじゃありませんよね!?」

　取り乱す高橋に、俺は先輩らしく教え諭す。

「そう言うなよ高橋。陸より海にいる時間が長い漁師だって陸おか酔よいってのするだろ？」

「小日向先輩はなんで納得できるんですか!?　やっぱ変ですよ先輩！」

「えー、そうかなぁ？」

　俺おれに続いて聖せい良ら、シェリー、詩し織おりが、

「なるほど、陸おか酔よいと同じなのね」

「それじゃあ仕方ないよね♪」

「体操選手もトランポリンで跳んだあとは地面で跳べませんし、理にかなっています」

「え？　アタシが変なの？　アタシが間違ってんの？　このアタシが非論理的なの？」

　頭を抱え、頼りない足取りでよろけると、三人がかりで否定された高たか橋はしはうずくまる。

「アタシは間違っていないアタシは間違っていないアタシは間違っていない」

「おいシェリー、高橋が現実逃避に走っちまったぞ？」

「しょうがないなぁ。このデキる女、シェリーちゃんがなぐさめてあげよう♪」

「遊んでいる場合じゃなーい！」

　シェリーがウィンクをキメると、新しん之の助すけさんが怒鳴った。眉み間けんにしわを寄せて、ハンサムな顔が台無しだ。

「さっきから聞いていればなんなんだ君たちは！　離婚率がどうだの失礼なことを言って散々ムードを壊した揚句に今度は何が陸酔いだ！　いまはそんなことはどうでもいい！」

　女性副支配人へと向き直り、新之助さんはまくしたてる。

「もう招待客はロビーで待っている。副支配人、新しいケーキの用意は間に合いますか？」

　新之助さんの慌てた問いに、女性副支配人も取り乱す。

「むむ、無理ですよ！　新しくスポンジ部分を焼かないといけませんし、それに」

　女性副支配人は、すぐ横のホワイトボードを手で指した。

「ケーキ入刀は二時間後です。二時間でこのサイズのケーキを用意するなんて……」

　確かに、スケジュール表では、ケーキ入刀は式がはじまってからわりとすぐだった。

「もうスケジュール表を印刷した案内状は招待客に配ってしまっていますし。ケーキ入刀はケーキの用意ができしだいということには……」

「そんなことをすれば、何かトラブルがあったことがバレバレじゃあないか！　今日は僕と菜な美み絵えの一生に一度の記念日なんだ！　おかしなケチをつけたくない！」

　わがままな人だなぁ。可哀かわいそうだとは思うけど、物理的に不可能じゃ、ん？

　女性副支配人と新之助さんが言いあいをしているあいだ、聖良と詩織は何かを相談し合い、冷静に厨ちゆう房ぼうのなかを見回していた。ふたりとも何やってんだ？

「ですが現実的に、いまからケーキ入刀に間に合わせることは……」

「ぐっ、なんということだ……」

「ごめんなさい新之助さん、私……」

「菜美絵は悪くない！　悪いのはこいつらだ！　こいつらがぐちゃぐちゃと変なことを言うから調子が狂ってこんなことにッ……」

「ねぇ菜な美み絵えさん」

　聖せい良らがフィギュ……菜美絵さんの肩を叩たたくと、新しん之の助すけさんが肩を怒らせる。

「また君か!?　今度はなんだ!?　ケーキが台無しになると離婚率が上がるとでも言いたいのか！　君のくだらない雑学を聞いている余裕はないんだよ！」

　怒髪天を衝つく新之助さんを無視して、聖良は奈美絵さんに告げる。

「ケーキの代わりなら、なんとかなるわよ」

　ケーキが倒れたときのように、場の空気が固まった。みんな、ぽかんと口を開けた。

　……聖良、いまなんて言った？

「スケジュールを見たところ、確かにケーキ入刀は式の最初だけど、実際に切り分けてみんなで食べるのは最後のほうよね？」

「むむ、それはそうだが。だからどうだと言うんだね？」

「副支配人。ケーキの準備だけど、ケーキ入刀には間に合わなくても、ケーキを切り分けるのには間に合うんじゃないかしら？」

「え、ええ。その時間までにでしたら、なんとか……」

「そう。あと、廊下に積んでいる発泡スチロールだけど、拝借してもかまわないかしら？」

「構いませんが、あれでなにを？」

「ニセケーキを作るのよ。刀かたな彦ひこは発泡スチロール、副支配人さんはカッターを持ってきて」

「わかった」

「わかりました」

　俺おれらが言われたものを用意すると、聖良は厨ちゆう房ぼうの作業台の上に発泡スチロールの箱を乗せ、カッターナイフの刃を大胆に、次々入れていく。一体、何をするつもりだ。

「せ、聖良、それでどうするの？」

「詩し織おり、説明を頼むわ」

　莉り子こが代弁する俺ら全員の問いに、詩織が先生口調で説明しはじめる。

「間に合わないのはケーキ入刀だけ。なら皆さんには、ケーキっぽい何かを見せればよいのです。まず発泡スチロールを平たい円柱、ホールケーキ状に切って重ね、その表面を生クリームでコーティングしてからイチゴや飾りを乗せます」

「でも、それじゃあ入刀で切れないんじゃない？」

　莉子の問いに、詩織は淡々と告げる。

「入刀する部分だけ、あらかじめ切り取って欠けたピザのようにすれば問題ありません。隙すき間まにはやわらかい普通のパンを仕込みましょう」

「できたわよ詩織」

　などと詩織が説明しているあいだに、台となる発泡スチロールが完成していた。あまりの早技に、俺らは舌を巻く。聖良って、工作まで得意なんだな。

「あとの作業はパティシエたちに任せたわ。それと本物のケーキ、急ピッチでお願いね」

　テキパキと作業をこなした聖せい良らと詩し織おりに、菜な美み絵えさんが恐る恐る尋ねる。

「あなたたち、なんでそんなのすぐ思いついたの？」

「思いついたのではなく、知っていただけです。これはお菓子のカタログで、ケーキを美お味いしそうに見せる手法です。スポンジはやわらかく、重力に負けて潰つぶれてしまいます。ですが発泡スチロールなら、しっかりとした輪郭を作れて美味しそうに見えるのです。でも」

　一度言葉を切り、真紅の瞳ひとみは、すぐ隣に立つ聖良を映す。

「入刀のときはフェイクでも構わないことに気付き、短時間でフェイクを作る方法はないかと私に尋ねてきたのも、この短時間で発泡スチロールを加工してくれたのも、全部聖良さんです。私の知識を役立ててもらい感謝します」

「何を言っているのよ、気づいただけじゃ何にもならないわ。ワタシは、詩織の博識ぶりに救われたと思っているわよ。流石さすがはワタシの白猫ね♪」

　聖良が嬉うれしそうに詩織を抱き寄せると、詩織は無表情のまま、ポッと頰ほおを染めた。

　やっぱり聖良と詩織は凄すごいな、と誇らしい気持ちになる俺おれだった。
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　それから、結婚式はつつがなく進行。

　聖良の作ったニセケーキは招待客たちを上う手まく騙だましてから退場。ケーキを食べる頃には、本物のケーキを用意できた。

　式の終盤。俺らボランティアスタッフは、式場の壁際に待機しながら、菜美絵さんと新しん之の助すけさんの式を見守った。その途中、俺の隣から熱い吐息が漏れた。

　それは、新郎新婦の誓いのキスをうっとりと見つめる聖良のものだった。胸を高鳴らせていることが、傍はた目めにもわかるくらい瞳をとろかし夢心地の様子だ。

　菜美絵さんのウエディングドレス姿に、莉り子こやシェリー、詩織や高たか橋はしらも見とれている。

　でも、聖良だけは別格だった。

　それだけに、聖良の結婚に対する純粋な想おもいが伝わってくる。

　いまの聖良は凄く可愛かわいくて、魅力的で、俺の胸が高鳴ってもおかしくなかった。

　でも、俺にそんな余裕はない。聖良の気持ちに応こたえられない俺は、きっと将来、この素敵な表情を曇らせてしまう。そのまま、なんだか気分の乗らないまま仕事を続けた。
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　その日の夜。リビングでテレビを見ていた俺は、もう寝ようとトイレに寄ってから、自分の部屋へと向かった。そして、自室の扉を開ければそこには……ウエディング風ランジェリー、とでも言うべき姿に身を包んだ紗さ希き姉が、ベッドの上で待っていた。

　白で統一されたタイツ、ガーターベルト、ショーツ、ブラはスケスケで複雑な模様と細かい刺し繡しゆうがほどこされ、大量のフリルが紗希姉をプレゼント箱のように飾り付けている。

　極めつけは白い半透明のベールと、二の腕まで届く長さの白い手袋だ。

　ウエディングドレスを下着の形に圧縮したような姿の紗さ希き姉は、俺おれに両手を伸ばして、セクシーなくちびるを、ちゅっと突き出してくる。

　その光景に、俺の心臓はアバラ骨を突き破りそうなほど高鳴った。

「ッッ！　たく、そんなのどこで注文したんだよ。まぁネット通販なんだろうけど」

　いつものこととはいえ、紗希姉のこれにはいつまでたっても慣れない。

「えっと、やっぱり、今日も寝るんだよな？　いっしょに……」

「当たり前ではないか。ただ、このベールは寝る前にはずして欲しいかな、かー君の手で」

　それになんの意味があるのかよくわからないけれど、俺は言われた通り、紗希姉の頭に手を伸ばすと、そのベールをすくいあげた。その途中、紗希姉自慢の、濡ぬれ羽ば色の髪に指先が触れて、その艶つややかさ、手触りに背筋が震えた。世界を征服できる美しさと称賛される紗希姉は、顔立ちやカラダだけでなく、髪の一本に至るまで特別だった。

　俺がベールを机の上に置くと、紗希姉は俺の目の前でガーターベルトや手袋を脱ぎ捨てる。その仕草が、妙にセクシーで、よろしくない妄想が広がってしまう。

「ふふ、じゃあかー君。私たちの初夜の予行演習も終わったし、おいでおいで」

　最後のほうは、まるで幼い子供を呼ぶように無邪気な声だった。紗希姉の、こういう不意打ちがツライ。普段は凛り々りしくて、俺に迫ってくるときも上から目線のお姉さん口調なのに、紗さ希き姉はふとした瞬間、急に可愛かわいい一面を見せてくる。












　そうすると、俺おれもつい警戒心をゆるめて、言いなりになってしまう。

　電気を消してから、俺は紗希姉の待つベッドにもぐり込んだ。

　すると、紗希姉はベッドのなかでもぞもぞと動いてから、白いものを引っ張りだした。

「これ、なぁーんだ？」

「なっ!?」

　それはまぎれもなく、紗希姉が身につける最後の砦とりで。白いブラとショーツだった。

「こんな下着を着けたまま寝てしまっては、フリルが傷んでしまうからな。えい♪」

　紗希姉は下着をベッドの外へ投げ捨てると、そのまま俺に抱きついてきた。

「のわぁっ」

　紗希姉の全身を俺の全身で堪たん能のうしてしまい、でも家族が起きている手前、大きな音を出すわけにもいかず、俺は悶もん々もんとした感情で息が詰まりそうだった。

　肩に押しつけられる紗希姉の爆乳が、足に絡みついてくる紗希姉のふとももが、紗希姉の腕から伝わる体温が、こんなにもきもちいいのに、それが辛つらくて仕方ない。

「かー君。今日は結婚式場のお手伝い、ご苦労だったな」

　紗希姉の熱い吐息が、俺の耳の穴を鼓膜まで舐なめ上げる。ゾクリと身震いするほどの快楽が、鼓膜から直接脳に伝わって、それから頭蓋骨を震わせた。俺の精神は、もう一切の抵抗力を失っていた。

「それにしても結婚か。かー君が将来、どんな子と結婚するのか楽しみだな」

　紗希姉の言葉で、少し頭が冷える。結婚する自分の姿を想像できなかった。

　聖せい良らたちは菜な美み絵えさんの結婚式に見とれていたけど、俺が何も感じなかったのは、男だから、だけではないだろう。きっと、空気の読めない俺と結婚した人は将来後悔するから。

「そういえば、紗希姉って俺と結婚したいとか言わないよな」

「何を言う。私は嫁の上位互換である姉だぞ。嫁になんてなったら格下げではないか」

　迷いなき紗希姉の言葉は『もちろん、第一子を授かるのもお姉ちゃんだぞ』と続いて、呆あきれて何も言えない俺だった。


　　　◆



　二日後の月曜日。放課後に、莉り子こが一枚の封筒を持って部室に現れた。

「みんな、菜美絵さんと新しん之の助すけさんから手紙だよ」

　手紙？　新之助さん怒っていたし、もしかして苦情かな？

　と想像したが、莉子は綺き麗れいな封筒を開いて、嬉うれしそうに手紙を読みあげる。

『みなさん、結婚式では本当にお世話になりました。ケーキを崩してしまったときは泣きそうになりましたが、みなさんのおかげで結婚式は大成功です。これからもＫＹ部を頑張ってくださいね。私も、新之助さんと手を取り合い頑張ろうと思います』

『この前は怒ってすまない。君たちが言ったことはもっともだ。僕は世間体を気にして、指輪をふんぱつしたり、スケジュールの乱れを気にし過ぎてしまった。結婚は自分らを着飾るためのものじゃない。君たちのおかげでそれがよくわかったよ。あれは我々の結婚生活のため、あえて憎まれ役を買って苦言を呈してくれたのだと気づいたよ。ありがとう』

　どうやらそれは、お礼状のようだった。

　しかも、なんだか俺おれらのおかげで夫婦生活がうまくいきそうな空気すら感じる。

　シェリーと詩し織おりが、同封されていた写真を見ながら『ウエディングドレスいいなぁ』と声をはずませると、聖せい良らは写真に映る菜な美み絵えさんを見つめて呟つぶやく。

「ねぇ、知ってる刀かたな彦ひこ？　現実的に考えると、結婚は好きな人としちゃいけないの」

　その言葉には、俺だけでなく、莉り子こたちも顔をあげて注目する。

「好きだからと結婚したら、愛が冷めると一緒にいる理由がなくなって結婚生活が苦しくなる。だから、恋人には好きな人を選ぶべきだけど、結婚相手には条件の合う人、結婚してメリットのある人を選ぶべきなの」

　そう語る聖良の横顔はどこか愁いを帯びていて、貴族のような品格を感じさせるも、普段の凜りんとした魅力はなかった。でも……。

「でも……ワタシは現実主義者だけれど、やっぱり好きな人と結婚したいわ。だって大好きな人がいるなら、ずっとその人と一緒にいたいじゃない。ずっと一緒にいたいと思わせてくれる人だから結婚するのでしょう？　そう思わせてくれる人がいるなら、ワタシは、やっぱりその人と結婚したいわ」

　それは、心臓の鼓動が止まるような笑みだった。

　左右の口角を美しい弧で結ぶくちびるのラインに、かわいらしくゆるんだ頰ほお。恋焦がれる瞳ひとみを優しく包む、慈愛のこもったまぶたとまつ毛。ほんのりと桜色を浮かばせる肌は、俺の胸を心臓ごと締め付けるには十分すぎる魅力を持っていた。

　こんなに素敵な聖良に好かれているのは、恐縮してしまうくらい光栄だけど、俺と聖良じゃ釣り合わない。俺は聖良の気持ちには応こたえられない。それだけに、将来この笑顔を曇らせてしまうであろうことに、俺は深い罪悪感を覚えて、二重に胸を締め付けられる。

　部室のドアが開いたのは、そんなときだった。

「どうもです先輩たち、苦情は届きましたかぁ？」

　人を馬鹿にしたような態度で登場したのは茶髪、ではなく黒髪の女子、高たか橋はしだった。

「て、うっわ、ここは刀彦先輩のハーレムですか？」

　一通の手紙に群がっている都合上、莉子たちと身を寄せ合う俺に、高橋はよくない勘違いをしたらしい。すぐに弁明しようとするも、聖良が声をはずませる。

「何を言っているのかしら。ここは刀彦ではなくワタシのハーレムよ♪」

　自身の胸を指してのけ反る聖良に、高橋は『はぁ？』と眉まゆ根ねを寄せる。

「もう、頭の悪い黒猫ね。だから、ワタシたちが刀かたな彦ひこのモノじゃないの。刀彦、シェリー、詩し織おり、莉り子この四人がワ、タ、シ、来らい泉せん聖せい良らのモノなのよ♪　卒業後に完成させるワタシの明るいハーレム計画は誰だれにも邪魔させないわ」

　その両腕でシェリーと詩織を抱き寄せる聖良に、高たか橋はしは辟へき易えきした様子で息をつく。

「どこまで本気なんだかわからない人ですねぇ……」

「それより高橋、土曜日はありがとうな。で、何の用だ？」

「ああ、それならさっき言ったじゃないですか。どうせ先輩たちのことだから、この前のことで苦情でも貰もらってるんでしょう？　仕事に失敗して落ち込む先輩たちの顔を拝んであげようと思いまして。にひひ」

　いたずらっぽく笑う高橋に、俺おれはお礼状を見せつける。

「ばーか、ちゃんとこうして感謝されてるんだよ、俺らは」

「うわ、マジですか？　先輩らみたいなＫＹ集団でも感謝されることあるんですね」

　あからさまに目を丸くしながら、高橋はぽかんとした。

「つか高橋、昨日休みだったろ。茶髪に戻さなかったのか？」

　俺の問いに、高橋はややムッとしてから、わざとらしく流し目を送る。

「だって先輩が言ったんじゃないですか。黒髪のほうがイイって。だからこれは作戦です。黒髪で五割増しのアタシの魅力で刀彦先輩をメロメロにして、にっくき里り緒お式しき先輩から刀彦先輩を奪って悔しがらせてやります。もう茶髪になんて戻しませんよ？」

　高橋は指を三本立てたスリーピースをキメながら笑顔を作る。その頰ほおは、すこし赤い。

　あと、いつの間にか俺のことを下の名前で呼んでいるな。

「ほほう、高橋さんの宣戦布告ですか。ですが、私の乳袋と白はく髪はつツーサイドアップに勝てると思ったら大間違いですよ？」

　詩織は髪の房を揺らしながら、大きな胸をたゆんとはずませた。

　高橋も巨乳だけど、やっぱ、詩織のが大きいな、うん。

「ッッ、だから刀彦先輩がいるんだから胸しまってくださいよ、もう」

　また、高橋は俺のことを下の名前で呼ぶ。なら、俺も下の名前で呼んでいいのかな？

「おい高橋、そういやお前下の名前なんて言うんだよ？」

「え!?」

　まるで、まさかの質問をされたように、高橋はバツの悪い顔をした。

「べ、べつにいいじゃないですか下の名前なんて。黙秘権を行使します。言っておきますけど、下の名前で呼んだらセクハラで訴えますよ！」

　くちびるを尖とがらせる高橋の様子に首を傾かしげると、助け船が出る。

「刀彦さん、私のデータベースによると、高橋さんの名前はひらがなでくるみのようです」

　くるみの顔が一気に燃えあがり、口角がずりあがる。

「バカアホ変態鬼き畜ちく！　勝手に人の名前バラすなよッ！」

　無表情の詩し織おりへとまくしたてるくるみに、俺おれはひとこと。

「へぇ、お前くるみっていうのか。可愛かわいいな」

　思わず笑いながらそう言うと、くるみはくちびるを引き結んで、赤い顔を両手で覆ってから、指の隙すき間ま越しに俺を見つめてくる。

「だから……可愛いとか言うなばかぁ！」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出して、くるみの姿は部室から消きえ失うせた。

　ただ、指の隙間から垣かい間ま見みえたくるみの視線。それは、恋する乙女のソレだった。

　……ん？　アレ？　もしかしなくてもくるみって、アレ？　ただでさえいまは聖せい良らのことでアレなのにさらにアレがアレしてね？

　シェリーと詩織が左右から俺の肩に手を置いて『ドンマイ』みたいな感じで親指を立ててくる。莉り子こは渋い顔でため息を洩もらす。そして聖良は魔王のような笑みを浮かべながら、

「なるほど、ワタシのハーレムにツンと小生意気な黒猫を入れるのもアリね」

　とか言っている。

　紗さ希き姉。なんだか俺の乗っている人生のトロッコが、地獄へ向かって全力疾走している気がするのですが、それは気のせいでしょうか？

　取り返しのつかないことをしてしまった予感に、首のうしろがずんと重たくなった。







　菜な美み絵えさんたちの結婚式に出席し、本物の結婚式の雰囲気をつかんだ俺おれと莉り子こは、七夕祭に行うナエちゃん先生の結婚式のプログラムを組み、生徒会に提出した。

　クラスの連中は、そろそろ教室の掲示物や飾りを作り終えるので、生徒会の認可が下り次第、ベールや紙吹雪など、必要な小道具も作ってもらう予定だ。

　聖せい良らとシェリーは新郎の友人たちと連絡が取れたし、詩し織おりもスライドショーに使う素材写真を着々と集めている。準備は順風満帆だ。そして、六月終盤の放課後。

　俺らは部室で、ポケヒロ金銀をプレイしながら聖良の話に耳を傾けていた。

　俺らがテーブルの上でキャラのレベル上げにいそしむなか、聖良は得意げに語る。

「それでね、来月、うちの家宝が五年ぶりに御開帳されるのよ。いわゆる秘仏っていうやつなんだけどね、よかったらみんなも見に来ない？」

「五年に一度なんて凄すごいね♪　どんな仏像？　腕の数が倍の二千本ある千手観音とか？」

　口を丸くして驚きの声をあげるシェリーの問いに、詩織が冷静に説明してくれる。

「千手観音の腕は肩の二本も含めて四二本ですよ。背中の腕一本につき二五の世界を救う力を持ち、四〇本の腕で千の世界を救うので千手観音、という名で呼ばれているのです」

「千の世界を救うって、少年漫画の主人公なら俺おれ様ＴＵＥＥ系とかいう次元超えてんぞ。でも五年に一度しか見られないっていうなら、ちょいと見てみたい気もするな」

　俺の言に、聖せい良らは笑顔で身を揺する。

「ふふ、みんなうちの秘仏御開帳に興味津しん々しんみたいね。じゃあ今度、みんなをワタシのうちに招待するわ。もちろん、泊まりでね」

　聖良が身を揺すると、彼女の美しい赤髪もやわらかく揺れて、つい目で追ってしまう。本当に、ちょっとした動作仕草ひとつすら魅力的な娘で、いちいちドキッとさせられる。

「せいらんの家に泊まっていいの？　わぁい、これもせいらん家の秘仏のおかげだね♪」

「私も、聖良さんの秘仏御開帳には興味があります。是非行かせてください」

「秘仏なんてそうお目にかかれるもんじゃないし、当日は御開帳を楽しませてもらうよ」

　俺らが三者三様の感想を漏らすと、稲光のような声が部室に飛び込んでくる。

「みんな何言ってるのぉおおおおおおおおおおおおおお！」

　ドアを突き破るようにして躍り込んできたのは、プリティなミニマムハムスターボディを欲しいがままにする、我が部のマスコット、小こ里り洲す莉り子こだ。

「そそ、しょんな！　ひびゅ、聖良のゴカイッ、んぐ、ちょうとか！　ハレンチ過ぎるよみんな！　聖良も、そこは女の子の大切なッ、人に見せるなんてダメなんだからぁ！」

　ワンサイドアップにした栗くり色いろの髪で飾られた童顔が、かつてないほど真っ赤に染まり、ろれつは空回りを続けている。手をばたばたさせる莉子に、俺ら四人はキョトン顔だ。

　莉子は何を言っているのだろう。

「おい莉子。お前なんの話をしているんだ？　俺ら何も変なこと言っていないぞ？」

「言っていたじゃない！　せ、聖良の……ひ、ひぶ、を……ちょう、はうぅぅ……」

　莉子は石のように固まってから、お風ふ呂ろでのぼせたようにふにゃふにゃになってしまう。

　そこへ、詩し織おりがいつもの無表情無感動フェイスで、

「我々は来らい泉せん家けの秘仏が御開帳になるから見せてもらいに行こうと話していたのですが」

「いやぁあああああん！　詩織のばかばかぁ！　だから言っちゃダメなんだってばぁ！」

　莉子は猫に嚙かみつく窮きゆう鼠そのように、もといハムスターのように詩織へ飛びかかって、その可愛かわいらしいお口を手で押さえる。口をふさがれた詩織は何がなにやらわからず、無表情のまま頭上に疑問符を浮かべている、ように見えた。

　俺とシェリーも、キョトンとして顔を見合わせる。

　さっきから莉子はひとりで何をはしゃいでいるんだろう？

　すると、俺は気づいた。

　聖良があらたな獲物を見つけた魔女のように、素敵な笑顔を浮かべていることに。

「うふふ、あのねみんな、そこのハムスター園児はどうやら、秘仏と御開帳をいやらしい意味だと勘違いしちゃったみたいよ」

「うわぁん！　だから聖せい良ら、女の子がそんなこと──ふえ？　勘違い？」

　目に涙を浮かべる莉り子こは泣きやんで、カカシみたいな間抜け顔で聖良を見上げる。

「あのねハムスター園児。秘仏っていうのは数年に一度しか拝めない仏像のことで、御開帳は秘仏を見せることを言うのよ。納得してくれたかしら？」

「ッッッ!?」

　莉子は顔どころか、指先まで真っ赤にしながら、ぷるぷると震えて絶句。なんだか、いまにも恥辱死しそうな勢いだった。

　まぁ、女子的にはかなり恥ずかしい間違いだよな。

「それでりこりん、具体的に秘仏と御開帳をどういう意味だと思っていたの？」

「ヴぇっ!?　そ、それは？」

「あー、それはおそらく、御開帳は足を広げること、そして秘仏は女性の──」

「いやぁああああああああああああああ！」

　絹を引き裂くような悲鳴で言葉を遮さえぎり、莉子は詩し織おりの乳袋に顔をうずめて泣きじゃくる。

「お願いだから言わないでぇ！　でないとわたしもう死ぬしかないよぉ！　うえぇん！」

「大丈夫ですよ莉子さん。そんなに嫌だと言うなら私はもう何も言いません。だからもう泣かないでください。よしよし、いいこいいこです」

　詩織はゲームボーイカラーをテーブルに置くと、ちっちゃな莉子を抱きあげ、椅い子すからお尻をあげた。莉子を抱っこしたまま背中をさすり、上手に揺らす様は、まるでベテランのお母さんのようだ。その母性的な姿に、思春期のハートをきゅんきゅんとくすぐられる。

　ぐっ、詩織め。ただでさえ可愛かわいいくて巨乳で乳袋ファッションで俺おれの文明人としての矜きよう持じに斧おのを入れてくるのに、クーデレで甘えん坊で子猫オーラがあってしかも今度は母性的だと？　本当にわざとじゃないのか？　いや、演技じゃないだろう。詩織は俺と同じでＫＹ四天王に数えられる傑物。

　少しもあざとさを感じないこの自然な感じ。これはただの天然だ。

　詩織は養殖ではなく、正真正銘、本物の天然美少女なんだ。

　その証拠に、詩織を見つめる聖良の瞳ひとみも、肉食獣のように爛らん々らんと輝いている。

　愛くるしい白い子猫を、赤き龍りゆうが完全にロックオンしている。

　聖良の眼光にも気づかず、詩織は莉子のミニマムボディをぎゅっと抱きしめながら、

「泣きやみましたか？　偉いですよ莉子さん」

　とか言っている。そして最後に一言。

「でも泣いている莉子さんも可愛いですよ。よしよし」

「そんな風にりこりんを抱っこするしおにゃんも可愛いよ♪」

「あぁん、そんなシェリーも可愛いわぁ」

　何な故ぜか、シェリーが詩織の背中に抱きつき、その尻馬に乗る形で聖良はシェリーに抱きついた。莉り子こ、詩し織おり、シェリー、聖せい良らと続く美少女トレインの完成だ。

「お前ら仲良すぎだろ……」

　俺おれがやや呆あきれた声を出すと、聖良は俺へ振り返り、誘うような視線を向けてくる。

　そんな目で見られると、聖良のうしろから抱きつく妄想をしてしまい、顔が熱くなる。でも、聖良の期待には応こたえられない。

　だって聖良は……俺のことが好きだから。

　俺も、聖良は凄すごくいい娘こだと思うけれど、聖良の期待に応えて、あまり期待を大きくさせては悪い。俺は、聖良の愛には応えられないのだから……。

「むぅっ、それよりもみんな、お仕事だよ」

　俺の思考を遮さえぎるように、莉子は詩織の腕から脱出。両手をあげて自分をアピールする。

「今日のお仕事は生徒のお悩み相談。生徒会長の話だと、これから依頼主が来るから、その生徒の悩みをわたしたちで解決する……んだけどぉ……」

　聖良は美しい赤髪をかきあげて、嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「ふっ、それならこの女神たるワタシに任せなさい。手術を怖がる少年、水みず隙すき光こう一いちを立ち直らせて手術を受けさせた実績は伊だ達てじゃないわよ」

　バンザイをしていた莉子の手と肩が落ちる。逆に、詩織とシェリーは数秒前の莉子の真ま似ねをして両手を上げた。見事な乳袋が揺れ、金髪が跳ねる。

「ご安心を、どんなお悩みも、私が論理的に解決してみせます」

「ひきこもり少女のさくちんを登校させたあたしの手腕に期待してね♪」

　莉子の顔が青ざめる。

「任せな莉子。及ばずながらこの俺も、全力でサポートするぜ。まぁ俺も、最近はだいぶ空気が読めるようになってきたし、今回の依頼も軽くひねってやるぜ」

　莉子は両手で顔を隠しながら、喜びに打ち震えはじめた。

「うぅ……もう結末が見えてるよぉ……」

　莉子の頭をなでまわしながら、俺はみんなに呼び掛ける。

「そうかそうか、ハッピーエンドが見えるか。そこまで期待されたら応えないわけにはいかないよな。よし、みんな、いっちょやるか」

「「「おー！」」」

　みんなの頼りがい抜群の掛け声が部室に響くと、ちょうどドアがノックされた。

「お、依頼主か？」

　俺がドアを開けると、そこには、見知った顔が立っていた。

　ただし、顔色はすこぶる悪かった。


　　　◆



　家のローンを抱えたまま、リストラ候補に挙げられたサラリーマンのような哀れさを着こなした依頼主は、椅い子すに座って背を丸めている。

　テーブルをはさんで反対側の椅子に座る俺おれらは、その情けない様子の依頼主、俺と莉り子このクラスメイトで、樹き村むら和かず也やと同じクラスカースト一軍の、小こ林ばやし坂ざか卓たく哉やと対たい峙じしていた。

「二年一組……小林坂卓哉です……」

　卓哉は声にも覇気がなく、ロープを与えれば首を吊つりそうなくらい不吉な表情だった。

「刀かたな彦ひこ、貴方あなたのクラスメイトだけど、知り合い？」

　俺の顔を覗のぞき込こんできた聖せい良らに、一応、頷うなずいた。

「まぁな。小林坂卓哉、二年一組のクラスカースト二位の一軍様。和也グループのリーダー樹村和也の右腕ポジションで盛りあげ隊長。見ての通り顔立ちはいいし、小学校の頃からサッカー部でいまじゃレギュラーだから、けっこう女子たちにもモテているみたいだな」

　俺の顔を見上げてくる莉子が、目を丸くした。

「ずいぶんと詳しいんだね。クラスメイトの顔なんて半分しか覚えていないんでしょ？」

　拳こぶしをあごに当てながら、俺は唸うなる。

「んー、前に言ったけど、卓哉とは小学校の頃から同じクラスだからな。和也とセットで覚えているよ。でも卓哉はもっと元気で、みんなのムードメーカーのはずなんだけど……」

　いまの卓哉は、どうお世辞に言っても失恋した揚句自殺に失敗した瀕ひん死しの重傷患者だった。かつての輝きは光こう子しひとつぶんも観測できない。

「どうした卓哉？　なんか今日は妙に元気がないぞ？」

　への字口を作って、莉子がため息をつく。

「刀彦君。小林坂君なら二週間前から元気ないよ……」

「へ？　そうなの？　なんでだ？」

　ビギッ　と、何かにヒビが入るような音が聞こえたような気がする。

　卓哉へ首を回すと、クスリの切れたジャンキーのように震え、顔に青筋が広がっていく。

「なんでだと？　だれのせいで……こんなことになったと思ってんだぁあああああ！」

　立ちあがり、狂人のように俺へ跳びかかる卓哉。

　コンマ一秒後。聖良がテーブルに置いてあった湯ゆ吞のみの底で、卓哉の顔面を打ちすえた。

「べぎゅん！」

　卓哉は情けない声をあげて、自分の席でうずくまる。

「ワタシの刀彦に手を出すなんて、貴方、社会的に死ぬ覚悟はできているんでしょうね？」

　いや、社会的にじゃなくて、いま物理的にだったぞ？

　あと聖良、『ワタシの刀彦』って言ったよな……。

　あえてそこには触れず、俺は聞こえないフリをした。なのに……。

「せ、聖良。わたしの刀彦なんて……」

　莉子は慌てふためき動揺しまくりながら聖良にツッコむ。俺の気遣いは無に帰した。

　聖せい良らはパッと赤面すると、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「な、何も変なことは言っていないわ。刀かたな彦ひこは将来、ワタシの執事になるのだから。雇用主が従業員の身を守るのは当然だわ」

　伏し目がちにそう言いつつ、聖良は横目でチラチラと俺おれの様子をうかがってくる。

　ああもう可愛かわいいなこいつ。

　いつも通りお嬢様らしく上から目線で高飛車にデンと構えていてくれよな。

　世の中にはギャップ萌もえっていう言葉があるけど、聖良は破壊力が強すぎる。眼福過ぎて、ぽかぽかした気持ちになってくる。対して、卓たく哉やは聖良のおかげで……。

「俺ごときが近づいてすいません、生まれてきてすいません、俺はゴミムシです……グス」

　ナメクジ人間。元一軍のナンバーツーは、そんな言葉が似合いそうなあり様だった。


　　　◆



　一〇分後。俺は腕を組みながら、卓哉からなんとか聞き出せたことをまとめる。

「つまり、お前が大阪出身じゃないってことを俺が言ったせいで、みんなからの人気と信用を失って誰だれからも相手にされず、お前自身も肩身が狭くて教室が息苦しい、と？」

　物理的に肩身を縮め、狭くして、猫背の卓哉は頷うなずいた。

「もう一軍の和かず也やグループにはいられないし、二軍の運動部グループにも相手にされないし……三軍の連中も俺に全然気遣わなくなったし……もう俺はおしまいだぁああああ！」

　頭をかきむしりながら錯乱する卓哉を眺めながら、聖良は詩し織おりに首を傾かしげる。

「詩織。この責任転嫁野郎、もとい愚民の言っている二軍とか三軍ってのはなんなの？」

「説明しましょう」

　ぴっと人差し指を立て、詩織は先生口調になる。

　詩織が存在しない眼鏡を、くいっとあげる仕草をすると、シェリーが小さく拍手をした。

「まず、昨今、日本の教室には生徒同士のあいだで序列のようなものができています。その上位を一軍、中間層を二軍、下位を三軍と呼び、下位の生徒が上位の生徒に逆らってはいけない、という暗黙のルールがあるようです。これを、クラスカーストと呼びます」

　詩織は立ち上がり、テーブルから離れて、みんなの前で説明を続ける。

「とはいえ、ドラマで取り上げられる際は誇張されていて、実際は明確な順位があるわけではありません。クラスの人気者は一軍、嫌われ者は三軍、どちらでもない人は二軍と便宜上呼ばれていると思ってください」

「はんっ、バカじゃないの？　高校生なんてみんな親に養われているお子ちゃまじゃない。そのなかで誰が上だの下だの、ドングリの背くらべとはこのことね」

　聖良が大きな胸を張ってふんぞり返ると、莉り子こが希望に輝いた顔で賛同する。

「そうだよね聖良。クラスカーストなんてバカらしいよね。みんな仲良くが一番だよね」

「世の中は、ワタシのような高級国民と、ワタシ好みの凡民と、ワタシの嫌いな愚民の三種類だけ！　他に基準なんてないわ！」

　と、聖せい良らは力強く、イイ声で宣言した。莉り子この顔から輝きが消えた。

「だよね……やっぱり聖良はそうだよね……」

　とか言って落ち込んで、たださえ小さな体をさらに小さくしていた。

　このときの莉子を可愛かわいいとか思う俺おれって、ドＳなのかな？

「でもよかったじゃない。貴方あなた、これでもう邪魔な交遊関係に煩わされなくて済むわよ。残りの高校生活をみっちりと勉強していい大学へ行きなさいな。うん、それがいいわ」

　聖良がアドバイスをすると、シェリーが笑顔で聖良に抱きついた。

「もう、ダメだよせいらん♪　この人は教室っていう箱庭のなかでの地位を社会的地位と勘違いしたゲス系リア充なんだから。こういうみせかけの人気で自己顕示欲を満たすタイプは、身も心も人気に依存しちゃっているから、いまさらボッチにはなれないよ♪」

「あらそうなの？　リア充って弱いのねぇ」

　他ひ人と事ごと一〇〇パーセントの口調で、聖良は腕のなかのシェリーを愛めで可愛がる。

　シェリーも、聖良のやわらかくてハリのある豊満なおっぱいに顔をうずめて甘えている。

　ぐぅ、いいなぁシェリー。いやね、俺も、紗さ希き姉の爆乳は知っているよ。

　でもやっぱり、聖良のはどんな感じなんだろう、とか思っちゃうんだよ。男の子だもの。

「うっせぇな！　わかってんだよ！」

　俺の思考を遮さえぎるように、また卓たく哉やが大声をあげる。

　それから聖良に睨にらまれて、姿勢を正した。

「いや、すいません……それで、今回の相談なんですけど、俺どうしたらいいのかなって……ほんと俺、いま教室に居場所なくて……」

　……仮かりにも、元クラスカースト一軍でプライドの高そうな卓哉が、生徒のお悩み相談室を兼ねたボランティア部を使うことには驚きだ。それだけ追いつめられているんだろう。

「おい卓哉。もう一軍にはいられないとか言っているけど、それは和かず也やに言われたのか？」

　すると卓哉は、両手を顔の前で振った。

「いやいや、でも麻あさ美みとか美み香か子ことかの女子が俺を無視するし、なんか態度に出てんだよ『なんであんたいるの？』みたいな空気。あと浩こう介すけ、うちのグループの男子は俺と和也とテニス部の浩介ってやつの三人なんだけど、そいつもあからさまに冷たいんだよなぁ……」

「で、和也は何もしてくれないと？」

　卓哉は、泣きそうな顔で頷うなずく。

「助け舟を出さないのは、和也さんも卓哉さんをよく思っていないからでしょうか？」

　詩し織おりの問いを、俺は肯定する。

「だろうな。つっても、和也と麻美も同じ小学校で卓哉が関西人じゃないってのは知ってるんだけど、単純に人気のなくなった奴やつと一緒にいたくない、てことだろうな。それで話を戻すけど卓たく哉や、ようするに一軍に戻りたいってことなのか？」

「そ、そこまで高望みはしないけど、せめてみんなが俺おれに普通に接してくれれば……」

　卓哉は人の顔色をうかがうような『あまり高望みすると協力してもらえないかも』という想おもいが透けて見えるような表情だった。

「そうなるとやっぱ、何かみんなから尊敬されるような手柄を立てて、いまのレッテルを払ふつ拭しよくするしかないんじゃないか？」

「なんかいいアイディアあるか？」

　期待するような表情で、卓哉は身を乗り出してくる。

「サッカー部で活躍するとかは？」

「現状もうレギュラー、サッカー部じゃ現役で一軍だっての。最近は部活休んでいるけど」

　卓哉が噓うそつきってのは部活にも浸透しているんだな……おっ。

　脳内に閃ひらめくものを感じて、俺は身を乗り出した。

「お前、七夕祭の水泳大会でうちのクラスのリレーの選手じゃん。それで活躍しろよ」

　俺の提案に、莉り子こも思いだしたのだろう。

「あ、そういえばそうだったね」

　と言って手を叩たたいた。

　我が銀ぎん鉢ぱち高校は、七月の学園祭で水泳大会を行う。元々は、他の高校にはないイベントで集客率を上げようという目的ではじまったらしく、校内外から客の集まる人気イベントだ。まっ、どうせ合法的に若い子の水着姿を見たい連中が集まっているんだろうけどな。

　種目はクラス対抗の四〇〇メートルリレーだ。

　四人でチームを組み、五〇メートルプールを往復しては次の仲間に交代するこの種目は、条件を同じにするために水泳部員の参加は禁止になっている。

　そのため、水泳部員の数でクラス同士の優劣が決まらない、公平な競技となっている。

　水泳部員出場禁止、となると、必然的に運動の得意な奴やつが選ばれるわけで、うちのクラスでは当然、バスケ部次期キャプテンの和かず也や、テニス部のエース浩こう介すけ、サッカー部レギュラー卓哉、とクラスカーストトップスリーが選ばれている。

　代表選手を選んだのは、卓哉が人気を失う前だったので、卓哉も選ばれていた。

「俺が水泳大会でか？　けど高校じゃやってないってだけで中学のときは水泳部だったって奴も出るし、結局は元水泳部員たちの独壇場になるんじゃないか？」

　確かに、この競技にはそういう落とし穴がある、でも。

「だからこそだよ。元水泳部相手に善戦すれば、卓哉ってすごいじゃん、てなるだろ」

「つまり、今日から水泳の猛特訓、か？　なんかてっとり早く速くなる方法ねぇの？」

「いや、そんな都合のいい方法ないだろ」

「いえ刀かたな彦ひこさん、なくもないですよ」

　そう言って詩し織おりは、俺おれと視線を交える。

「私の発明品のなかに、水着に装着する超小型ジェットエンジンがあります。それを使えば、卓たく哉やさんはかなり善戦できるはずです」

「マジか。詩織って本当にすげぇな」

　詩織は無表情のまま、無感動にＶサインを作る。

「フフフ、貴方あなたの詩織ちゃんは役に立つ子なのです」

　そのとき、シェリーが詩織にすっと近づいて、Ｖサインの指をまるめ、手首を曲げさせて猫の手に変えた。

　空気を読んだ詩織は、可愛かわいらしいくちびるで一言。

「にゃ、にゃ～？」

「やぁん♪　しおにゃん可愛いよお♪」

　シェリーは力いっぱい詩織を抱きしめた。

　聖せい良らは俺の隣で表情をトロけさせていた。

　詩織はちょっと恥ずかしそうに、視線をそらしながら頰ほおを染めていた。

　なにこの天国。もう一生この空間にひきこもっていたい。

「イチャついていないで仕事ッ！」

　ノリが悪いのは、莉り子こだけだった。

「莉子、お前はもっと空気を読もうな」

「ソレ刀かたな彦ひこ君だからね！」

　莉子は椅い子すに座ったまま手を伸ばして、俺の顔をぺちぺちと叩たたいてくる。

　ふふ、莉子の手はやわらかいなぁ。

　ぷにぷにの手が顔に触れるたび、俺は温かい気持ちになるのを感じた。

「あのう、それで俺はどうすれば？」

　おう、卓哉のことをすっかり忘れていたぜ。

「詩織。そのジェットエンジンってのは練習いるのか？」

「いえ、ジェットの推進力で体を前に運んでくれるだけなので練習はいりません。当日までに海パンを用意しておきますので、同じクラスで男子の刀彦さんには、卓哉さんのサポートをお願いします。他の皆さんは、何か不測の事態が起きたらそのときにお願いします」

「わかった。みんなもそれでいいか？」

　莉子たちも頷うなずいて、今日の部活はお開きとなった。

「感謝するぜ小こ日向ひなたぁ。これがうまくいったら一軍にお前を紹介してやるよ」

　卓哉は顔の前で手を合わせて腰を低くするが、俺は首を横に振った。

「そういうのはいいよ。俺にとっては、ここが一軍だからな」

　卓哉は、やや呆あつ気けにとられたような顔で黙ってから、頭をかいた。

「そ、そうか。じゃあ、俺おれはこれで、水泳大会の日はよろしくな」

「ああ、じゃあみんな帰ろうぜ」

　俺らが帰り支度をはじめると、卓たく哉やはそそくさと帰ろうとする。

「あれ？　小こ林ばやし坂ざか君、帰るなら一緒に帰らない？」

　莉り子この誘いに、卓哉は一瞬固まってから、振り返る。

「いや俺、寄るとこあるから、じゃあ」

　言って、卓哉は小走りに部室から出て行った。

「小林坂君、どうしちゃったんだろう？」

「俺らと一緒にいるところを見られたくないんだろ？」

　小首を傾かしげる莉子に、俺はため息をつきながら説明する。

「卓哉の奴やつは、これからクラスのなかに居場所を作りたいんだ。その前に嫌われ者の俺なんかと一緒にいたら台無しだろ？」

　解説を聞いて、莉子は寂しそうな顔になる。

「……そういうの、ひどくない？　小林坂君はわたしたちを頼っておきながら、刀かたな彦ひこ君のことを、そんな風に……」

「仕方ないし、当然の判断だろ」

　莉子は納得のいかない表情でうつむいてから、俺の顔を見上げてくる。

「……でも、刀彦君て時々すごいよね。普段は全然空気なんて読めないのに。たまにわたしよりも他人の気持ちがわかっている気がする」

　頰ほおをかきながら、俺は部室のドアに向かった。

「……まぁ、口ではっきり言われれば、俺もちゃんと覚えるんだよ」

　小学校時代、色々な奴に言われた。

　小こ日向ひなたと一緒にいると自分もイジメられるから来るな。

　小日向と一緒に遊んだ奴は死刑だからな。

　その通り。口ではっきり言われれば、俺もちゃんと覚える。俺と一緒にいること事態が不利益になる奴がいる。そんなことは昔から百も承知だ。

　そのとき、俺は右腕を取られて、足が止まった。

　振り向かなくても、腕に押しつけられた重みだけで、誰だれの仕業かはすぐわかった。

　この圧倒的な量感ときもちよさは、ひとりしかいないだろう。

　案の定、聖せい良らが俺の腕を抱き寄せていた。

「安心しなさい。ワタシは刀彦のこと大好きだから、ずっと側そばにいてね」

　綺き麗れいな笑顔で俺を見つめて、聖良はそう言ってくれる。

　俺の考えを読みとり、俺を安心させるために、俺を想ってこんなことをしてくれる。

　その気持ちが嬉うれしくて、胸の感触に支配されている頭が、少しすっきりした。

「おお！　ついにせいらんが刀かたな彦ひこに愛の告白ぅー♪　ドンドンパフパフー♪」

「紙吹雪なのです」

　シェリーと詩し織おりが、ジェスチャーでお祝いを表現すると、聖せい良らは赤面しながら慌てる。

「な、何を言っているのよ！　好きなんて貴女あなたたちにも言っているでしょ！　刀彦はワタシのお気に入りの凡民なのだから！」

　一度、ちらりと俺おれの顔を盗み見てから、

「これくらい、当然なんだから！」

　ぐぐっと腕に力を入れる聖良。俺の腕が、完全に聖良の豊乳に沈み込んだ。

　ぐはっ！　おっぱいがより押し潰つぶれたことで、弾力がいかんなく発揮されている！　俺の腕に対してぇ！

　以前、体育の時間では詩織の巨乳を堪たん能のうしたが、聖良の豊乳は明らかに詩織以上だった。

　鎮まれ俺の野性！　こういうときは紗さ希き姉の爆乳を思い出すんだ！　聖良のおっぱいも、紗希姉の爆乳よりはまだマシのはずだ！　って、紗希姉の爆乳なんて思い出したら余計に興奮しちまうわゴルァッ！

「ほら帰るわよ刀彦。ワタシをエスコートしなさい！」

　世界一やわらかい拘束具のせいで動けない俺は、強引に引っ張られてしまう。

　エスコートっていうか、完全にペットとご主人様状態だろこれ。

　頰ほおを染めた顔で俺の腕に抱きつき、玄関に向かう聖良。

　その姿に、俺は幸せを嚙かみ殺ころしながら耐え忍ぶ。

　俺は、美少女だからって誰だれかれ構わず魅了されたりなんてしない……。

　大きなおっぱいなら見境なく興奮するわけじゃない……。

　実際、テレビのアイドルや巨乳モデルを見てもなんとも思わない。マジで本当だ。

　でも聖良は特別だ。だって……だって聖良は……俺のことが好きだから。

　俺の腕を抱き寄せる手から、熱い体温が伝わってくる。心臓の鼓動が、厚みのある豊乳越しにも感じる。こんなに純粋な想おもいをぶつけてくる子を、意識しないわけがない。

　俺を独占する聖良は、恥ずかしそうに赤面しながらも、その横顔は満ち足りていた。


　　　◆



　その人に会ったのは、俺が部室を出た直後のことだ。

「おう刀彦か。なら莉り子こも一緒か？」

　ドスの利いた声の持ち主は、カタギなら一ひと睨にらみで焼き殺せそうな眼光と、特大のマスクメロンをふたつ詰め込んだような爆乳が印象的な、威風堂々とした美女だった。

「きょ、教頭先生!?」

　部室のなかで、莉子が女子にあるまじき素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　出会いがしらにライオンと遭遇したハムスターだって、もう少し上品な悲鳴をあげるだろう。莉り子こは可愛かわいらしいハムスターボディと同じで、心臓もネズミさんサイズらしい。

「なんだそんなところにいたのか莉子。奈な江えの結婚式について話がある、生徒会室に来い。あとお前らも手伝いだ」

「はわわわわわっ！」

　教頭はずかずかと部室に入ると、ひょいと莉子の首根っこをつかみあげた。そのまま空いたもう一方の手で俺おれの手首をつかむと、有無を言わさず引っ張っていく。

　莉子は微動だにせず、俺は聖せい良らたちを連れだって連行された。


　　　◆



「おい紗さ希き。莉子を連れて来たぞ。ついでにＫＹ部の連中もな」

　教頭は、生徒会室のドアを乱暴に開けると、莉子をソファの上に投げ捨てた。

「ふぎゅっ」

　莉子はぬいぐるみのように軽々と、弧を描いてからソファの上に転がった。

　お前本当に人間か？　体重一キロくらいしかないんじゃないのか？

　生徒会室には数人の女子生徒たちがいて、紗希姉と何か話している様子だったが、教頭の乱入で絶句しているようだ。その彼女らに、紗希姉が告げる。

「何度も言っているが、その頼みは聞けないな。次の仕事もあるし、今日はもう帰ってはくれないか？」

　紗希姉の言に、女子たちはしぶしぶといったていで引き上げていく。あいつら、紗希姉に何を頼んでいたんだ？　完かん璧ぺき生徒会長であり、最優の生徒である紗希姉が断るくらいだ。よほど馬鹿な頼みに違いない。

「生徒会長。さっきの連中は何を頼んでいたんですか？」

　学校では、あくまで生徒会長と一生徒の立場を貫く俺に、紗希姉も普段のだだ甘変態お姉ちゃんぶりをひた隠して頷うなずく。

「うむ。実はかねてより、七夕祭でのミスコン開催と私の出場を依頼されていたのだ。もちろん、承服しかねるがね」

　ため息をつきながら、紗希姉は体重を預ける椅い子すの背もたれを軋きしませた。

「あらいいじゃないミスコン。やりましょうよ」

　自分が優勝すると信じて疑わない聖良が、ノリ気で前に進み出た。だが紗希姉は、

「駄目に決まっているではないか。だって私が出場するミスコンだぞ。そんなの、私が優勝してしまうに決まっているじゃないかッ」

　曇りなき眼めを見開いて、手を胸元に添えながら、紗希姉は疑いのない声音で言いきった。

「自分で開催を承認したミスコンで優勝するなんて、いらぬ不興を買うだけだよ」

　すると、聖良は一瞬ムッとしてから俺を一いち瞥べつ。背筋をピンと伸ばして高飛車にのけ反る。

「そうよねぇ。優勝者が決まったミスコンなんて観客もつまらないわね。だってこの学園一の美少女が誰だれかなんてみんな知っているもの！」

　続けて教頭が、自身の額に指先を当てながら、

「確かに、やるにしても教員の出場禁止とかの措置をしないと優勝者が決まっちまうな。でも、真のチャンピオン不在のコンテストに意味なんてないよな」

　え？　教頭もそっち側なんですか？

　確かに、教頭の完成され尽くした暴力的な美び貌ぼうは、女戦士然とした魅力に満ちていて、眉み間けんの十字傷すら、彼女の野性味あふれる美しさをひきたてるアクセントでしかない。

　プロポーションは言わずもがな。というか、聖せい良らと紗さ希き姉と教頭のせいで、生徒会室における空間のおっぱい占有率が凄すごいことになっている。

　莉り子こはいつも以上に圧倒され、ソファの上で縮こまっていた。莉子にとっての爆乳は、落ちてくる仕掛け天井並に圧迫感のあるものなんだろうな。

「そういえば、なんで教頭先生が俺おれらを呼びに来たんですか？」

　他の生徒会役員や紗希姉ならともかく、教頭が一生徒を呼びにくるのって変じゃね？

「何を言っているんだ。あたしは生徒会とお前らＫＹ部の顧問だぞ。あたし以上に適任の奴やつなんざいないよ。それで莉子、奈な江えの結婚式なんだが……」

　え？　教頭がＫＹ部の顧問なの？　生徒会だけでなくＫＹ部の顧問も兼任してるって、結構大事な設定言わなかった？　なんでみんなはスルーしてんの？

　そう思ってみんなの様子をうかがうと、シェリーは詩し織おりを愛猫のように抱きしめ、聖良は、ひたすら紗希姉の美貌に対抗意識を燃やして、キメ顔をキープしていた。

　いや、そんなことしなくても聖良は美人だから、みんな知っているから。

　そんな聖良を、紗希姉は微笑ほほえましいものを見る表情でチラ見してから、

「というわけでだ莉子君。残念ながら、もうステージは予定がいっぱいだ。そこでどうだろう。後夜祭のステージ発表の最後に、苗なえ穂ぼ先生の婚約発表、そして前祝いとしてのプチ結婚式という形を取っては？」

「それで構いません。夜にやる結婚式っていうのも素敵ですし、後夜祭って確かキャンプファイヤーをするんですよね？　きっと盛りあがりますよ。外なら花火もできるし」

　さっきまで怯おびえていた莉子は調子を取り戻して、紗希姉の案に賛辞を送る。どうやら話はまとまったらしい。

　紗希姉は猛然とパソコンを操作してから、プリンターで一枚の書類を印刷した。

「よし、ではこの企画書を校長先生に提出しよう。君らも来たまえ」

　言って、紗希姉は書類を手に立ち上がると、すぐ近くに立っていた聖良の手を取りながら、俺らについてくるよう促した。

　手を握られた聖良は、ちょっと戸惑い気味だ。

　ついさっき、聖良が自身の美貌を誇る直前、俺のことを一いち瞥べつした……ことを紗希姉は見逃さず、その瞳ひとみを好奇心に光らせた……ことをさらに俺おれは見逃していなかった。

　十中八九、紗さ希き姉は聖せい良らの恋心に気づいているだろう。

『そうか、この子はかー君のことが好きなのか。なら私の未来の妹だな』

　と、紗希姉の背中が語っている。男以上に背中でものを語るイケメン美少女。それが俺の姉、喜き咲さき紗希なのだ。

「あ、喜咲さん、こんにちは」

　途中、廊下の曲がり角からナエちゃん先生が登場。俺らに気づいて立ち止まった。

「これは苗なえ穂ぼ先生こんにちは。これから校長先生のもとへ、貴女あなたの結婚式の許可を貰もらいにいくのですが、ご同行願えますか？」

　白い歯を光らせながら、紗希姉は甘い微笑ほほえみでナエちゃん先生にお願いした。ナエちゃん先生はちょっと頰ほおを染めながら、

「ぽっ……もちろんいいわ。だって喜咲さんの誘いだもの。さぁいきましょ♥」

　紗希姉、あんたイケメン過ぎだろ。いや違うよな。あれは自分の結婚式のことを想像して照れているんだよな。そう思っておこう。


　　　◆



「おい校長、奈な江えの結婚式の件で相談だ」

　校長室に着くなり、教頭がドアを乱暴に蹴けり開けた。まるでヤクザの出入りである。

　校長室では、想像通り、校長が仕事机で業務に当たっていた。

　ただ、その校長についてちょいと語りたい。

　学園ドラマや漫画では、校長と教頭の一方が悪役で、一方が内気で頼りない、という設定が定番だ。当然、現実にそんなコテコテの校長教頭コンビはいないわけだが……うちの教頭と校長は、ある意味ドラマや漫画みたいなコンビだ。例えるなら……両方悪役だ。

　教頭は紗希姉から書類をひったくると、ずかずかと校長室の奥まで歩いて、その書類を机に叩たたきつけた。

「おらよ、さっさと承認して判押しな」

　ドスの利いた教頭の恫どう喝かつに、机の主は、校長にあるまじき殺意で返礼する。

「あん？　貴様、また其その話か？」

　硬く毛量もあり、背後へと逆立った黒髪に、銀縁眼鏡の向こうからこちらを鋭利に射抜く眼光。眉み間けんに刻まれたしわの迫力は、教頭の十字傷といい勝負だ。言葉のひとつひとつにすら殺意がみなぎり、カタギはおろか、裏社会の人間ですらこの人の前では生まれたてのバンビになり下がるだろう。あと、年齢不詳だが、肌はだ艶つやは教頭と同じ二十代のソレだ。

　これがうちの、銀ぎん鉢ぱち高校校長、鏡かがみ銀ぎん次じ郎ろうその人である。

　まぁ、俺にはどうでもいいことだけどな。

　教頭もだけど、どれだけコワモテだろうと、ドスの利いた声だろうと、意外と中身は常識人かもしれないし。見た目で人を判断しちゃあいけない。

　校長は立ち上がると、机を挟んで教頭とメンチを切り合う。

「学園祭という学校行事に私的行事を挟むなど言語道断だ。やりたければ二年一組の教室の中だけにしておけ」

　校長の言葉に、ナエちゃん先生は『ですよねー』とばかりに視線を逸そらす。だが、

「おいおい学園祭当日は七夕だぜ？　織姫と彦ひこ星ぼしが会える日に挙式なんて、生徒たちもいい思い出になるんじゃないか？　あ？」

　校長と教頭は額を突き合わせ、闘牛のような押し合いをしながら、

「ものは言いようだな」

「聞き手の底が知れる返答だな」

　校長と教頭はリング中央で力比べをするプロレスラーのように手を組み合い、握力で相手の手を潰つぶしにかかる。

　当事者であるナエちゃん先生は、どっちに味方すべきか悩んでいるのか、開いた口を震わせながら、両手をさ迷わせていた。

　校長と教頭の握力から生まれた、ミリ　メリ　という音が、校長室の静寂に染み込む。

　室内だというのに、組み合う手の上に陽炎かげろうがのぼる。

　見ての通り、うちの校長と教頭は、超が付くほど仲が悪い。

　噂うわさでは幼稚園の頃からの幼おさな馴な染じみで、その頃にはもう命を狙ねらい合っていたとかいないとか。

　そんな竜りゆう虎こ相あい搏うつ現場に、莉り子こは生まれたてのバンビのように震えながら俺おれの腰に抱きついた、一方、聖せい良らはつかつか進み出た。

「ちょっと校長。意地悪しないでやらせてあげなさいな」

「せ、聖良ぁあああああ！」

　莉子は慌てて聖良の腰にタックルして、受け止められて、抱きあげられる。暴れる莉子をなでくりまわしながら、聖良は毅き然ぜんとした態度を取る。

「女の結婚適齢期なんて短いのだから、思い出ぐらい作らせてあげればいいじゃない。それにこれで生徒から愛されている教師アピールができれば、相手の男性だって先生への愛が深くなって結婚生活も上う手まくいくかもしれないわよ？」

　ナエちゃん先生は表情をあらためて『それもそうかも♪』といった顔で頰ほおをゆるめる。

「貴様は来らい泉せんのところの娘か？　悪いがそういう私的な事情は関係ないのだよ」

「それはどうでしょうか？」

　無感動な口調とともに、詩し織おりがススっと校長にすり寄る。

「四〇過ぎの女性が結婚できる可能性はわずか一・二パーセント。ちなみに、一〇〇歳まで生きられる可能性が三・三パーセント、その年によって変わりますが初はつ詣もうでで有名な都内の神社で三回連続凶を引く確率が二・七パーセント。四〇を過ぎた女性が結婚できる確率はそれよりも低いのです」

　ナエちゃん先生は『へぇ、そうなんだー』という顔で感心して、校長は怪け訝げんな顔になる。

「？　何が言いたい？」

「いまは二十代の苗なえ穂ぼ先生も、将来離婚したとき、余程の電撃離婚でない限り、それなりの年になっているでしょう。そのとき、再婚できる可能性は絶望的です。苗穂先生はその人生に暗い影を落としながら残りの教師生活を送り、その負の波動は生徒たちにも伝でん播ぱし、教え子たちは結婚に希望の持てない大人になり、日本の未婚率と少子化は加速の一途を辿たどるのです。そして、その手助けをしたのは校長先生です」

　よくない想像が膨らんだのだろう。ナエちゃん先生は青ざめ、うつろな目になった。

「むむ……」

　校長はあごに手を添えながら、ただでさえ眉み間けんにしわを寄せた顔を、さらに難しくする。

　トドメにシェリーが校長に詰め寄った。

「お願い校長先生、ナエちゃんの結婚生活を壊さないで！　ナエちゃんはただでさえ全校生徒からナメられ切っていてただのひとりからの尊敬も得ていない底辺教師！」

　ナエちゃん先生は『え!?　そうなの!?』とショックを受けた顔で固まる。

　シェリーは目に涙を浮かべ、オヨヨヨと指で拭ぬぐいつつ、

「しかも職場の女性は『結婚はする前までが一番幸せだった』と語る須す川がわ先生に、四〇手前で未婚の体育の丸まる井い先生！　普段は明るいナエちゃんだけど、あれが私の未来なのかと内面では絶望に打ち震えているに違いないんだよ！　でも校長先生の一存で幸の薄い、マッチ売りの元少女の不安を打ち消せるんだよ！　校長先生が人間ならどうする？　こんなとき温かい血の通った人間ならどうする!?」

　ナエちゃん先生はその場にうずくまり、虚こ空くうを眺めはじめる。

　ナエちゃん先生って表情が豊かで見ていて飽きないな。

「う、うーん、しかし……」

　それでもなお首を縦に振らない校長。仕方なく、俺おれも支援に入る。

「安心しろよシェリー。校長先生は、もう許可をくれる気なんだぞ」

「そうなの？」

「もちろんさ」

　俺が口から出まかせを言うと、シェリーは両目を輝かせる。

「おい、貴様何を勝手に──」

　校長の言葉を遮さえぎり、俺は続けた。

「校長先生だって本当はナエちゃん先生の結婚式をやってあげたいんだよ。でも校長っていう立場上『はいそうですか』と許可はできない。だからシェリーたちがこうして食い下がって『生徒たちの熱意に負けました』っていう建前が必要なんだよ」

「そうなんだ！　校長先生っていい人なんだね♪」

「何を言っているんだ。校長を説得して建前を作ってあげたのはシェリーたちなんだぞ」

　手で頭をぽんぽんしてあげると、シェリーは満ち足りた顔で、俺おれの胸板に顔をうずめてきた。それから天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、

「ありがとう銀ぎんちゃん♪　銀ちゃんの気持ちにすぐ気付いてあげられなくてごめんね♪」

「いや待て、いまのはそいつが勝手にだな……」

　シェリーは無邪気な声で、

「銀ちゃんて冷たい人かと思っていたけど本当はとっても部下想おもいの優しい人だったんだね。尊敬しちゃう♪」

「いや待て、私はそんなつもりじゃあ……」

　シェリーは純じゆん真しん無む垢くな眼まな差ざしで、

「あたしたちも準備頑張るからね♪　えへへ、結婚式楽しみー♪」

「ッッッッッッ」

　俺には、絶句する校長の心の声が聞こえる。

『そんな純真な目で見るなぁ！』『どうするんだ私』『これ断っていいのか？』『断った瞬間、何か私の、文明人としての矜きよう持じが失われる気が……』

　小刻みに震える校長の手に、教頭が優しく承認印を握らせた。そのときに見せた教頭の表情は、どう控え目に見ても、世界征服を企たくらむ悪の総帥そのものだった。

　校長は猛毒の苦しみに耐えるような面持ちで、

「こ、校長なら、当たり前じゃあないか……」

　悪魔との契約書にサインをするときでも、ここまで緊張感のある声は出ないだろう。

　書類に承認印をもらうと、紗さ希き姉はその書類を引き抜いた。

「感謝します校長先生。それでは我々はこれで失礼します」

　ドアへ向かう紗希姉の横顔からは『かー君たちを連れてきて正解だったな』という想いが見え見えだった。

　ただ、俺もシェリーの子犬パワーを利用したのだから、俺らは共犯者だろう。

「じゃあみんな。当日までに準備、頑張ろうな」

「「「「おー！」」」」

「わたしはいつになったら下ろしてもらえるのぉ！」

　俺らが声を合わせると、まだ聖せい良らに抱っこされていた莉り子こが助けを求めた。その横で、

「ところで教頭、今日の昼休み、昼食を食べようとしたら」

　校長は鞄かばんのなかから、紺色のお弁当箱を取り出すと、おもむろに蓋ふたを開けた。

「大量の画が鋲びようがまぶしてあったのだが？」

　ドスが利いているどころか、ほとんど地獄から来た使者のような声だった。対して。

「あっるぇ？　あたしなりの愛情表現なのですが、校長先生には早かったでしょうか？」

「この前は五ご寸すん釘くぎだったな？」

「愛する校長先生に鉄分を補給してもらおうと思いまして。ただあたしも、鞄かばんのなかにトカゲが入っていたのですがぁ？」

「独り身の寂しい部下に、可愛かわいいペットをと思ってな。喜んでくれたようでなによりだ」

　コンマ一秒後。校長がかけていた銀縁眼鏡が、教頭の手のなかで握りつぶされた。同時に、教頭のスーツの胸ボタンが、校長の手の平から転がり落ちた。

「殺やる気か皇おう華かぁ！」

「潰つぶすぞ銀ぎん次じ郎ろうぉ！」

　互いに必殺の構えに入ったところで、俺おれらは校長室から出て行った。恐怖にうずくまるナエちゃん先生を置き去りにしたまま。

　同じ幼おさな馴な染じみでも、色々あるんだなぁ。

　俺は幼馴染のだだ甘お姉ちゃんである紗さ希き姉のうしろ姿を眺めつつ、隣に住んでいるのが紗希姉で良かった、と思った。

「ところで刀かたな彦ひこさん、私は女子なので、男子の海パンを一枚、買ってきて頂けませんか？」

　そう言いながら俺のズボンを申し訳程度につまんでくる詩し織おり。その姿がたいそう可愛い。

　ねぇ、そのちょっとだけつまむのなんなの？　子供の頃からのクセなの？

　俺は、おもちのように熱くやわらかい気持ちで返事をした。

「おう、今回俺にできることなんてそれくらいだしな。金は卓たく哉やに請求するから気にしなくていいよ。でもなんか悪いな。ナエちゃん先生の結婚式のスライドショーに使う素材写真だって、詩織が用意しているんだろ？　なのに卓哉の依頼まで……」

「いえいえ、私としては頼って頂き嬉うれしい限りです」

「でも卒業生の結婚式でも、潰れたケーキの問題を解決したの詩織だろ？　なんか俺、最近役に立っていない気がするなぁ」

　廊下を歩きながらため息を洩もらす俺に、詩織は静かに寄り添ってくる。

「では、私を褒めて可愛がって甘やかしてください。私は、褒めて伸びるタイプなのです」

　無表情のまま、ほんのりと頰ほおを染めながら、詩織は俺を見上げてくる。

「いままでは、みんなのためにどれだけ知識を活かしても、誰だれも褒めてくれませんでした。でも、刀彦さんは役に立てば、ちゃんと褒めてくれます、だから」

　無表情だった詩織は、恥ずかしそうに笑い、紅色の瞳ひとみに俺を映した。

「私は刀彦さんの役に立つのが、とっても嬉しいのです」

　ＫＹ部に入って良かった。そう思ってしまうくらい、詩織のはにかんだ笑顔は魅力的だった。それにキングオブＫＹと呼ばれていなければ、俺らが出会うこともなく、詩織は孤独なままだったかもしれない。本当に、俺はＫＹで良かったよ。いまあらためてそう思う。







　七月七日、七夕の朝。今日は学園祭当日だ。

　卓たく哉やの名めい誉よ挽ばん回かいにナエちゃん先生の結婚式、加えて、聖せい良らのクラスの演劇を見ることになった。限られた時間で莉り子こたちと学園祭を楽しめるよう、気合いを入れないとな。

　そのためにも、俺おれは学校へ行く直前、今月はまだやっていない儀式の場へと赴く。

　リビングのソファに座り、テレビを見ていた母さんの横に立つと、俺は江戸時代の宮みや仕づかえもかくやという流麗な動きで膝ひざを折り、物音ひとつ立てずに額を床に触れさせた。

「母さん。今月の施ほどこしを頂いてもよろしいでしょうか」

　ヤクザでさえもたじろぐような、一いち分ぶの隙すきもない土下座だった。

　土下座検定があるならば、俺は確実に審査員長になれるだろう。

「いや、あんた毎月そうやって土下座すんのやめなさいよ」

「え？　でも母さんが前『タダで金貰もらうんだから頭ぐらい下げなさいよ土下座とか』って」

　親がそう言うのだから、子供には従う義務があるだろう。

「本当に下げる馬鹿がどこにいるのッ！」

　声を荒らげる母さんに、俺は疑問符をつける。

「でも母さん頭下げなかったら『タダで金貰えるのが当然だと思ってんじゃないでしょうね』って言うよな？　だから母さんの言う通り、俺は土下座をしてしかるべきだろ」

　逆に、親にそう言われてもやらない子供とか駄目だろ。

「言う……言うけどさぁ……」

　実際、過去に言ったことがあるので、母さんはバツの悪い顔をする。

「ああもうわかったから、さっさと学校行きなさい」

　一度自分の部屋へ行き、母さんは五千円札を手に戻ってきて、俺に差し出す。

「ありがとうございます。だから母さん大好きです」

「はいはい」

　へへー、と江戸商人のように額を床にこすりつけ、俺は五千円札を手にして玄関へ向かった。まったく、働かず何も生み出さない、ただ消費するだけの息子に五千円もくれるなんて、うちの母さんはなんて優しいんだろう。

　心のなかで母さんに無限の感謝を捧ささげつつ、俺は軽い足取りで学校へ向かった。


　　　◆



　俺ら二年一組の面々は、教室に集まると、展示品のチェックをはじめる。そして、七夕祭の開始時間である午前九時になると、ナエちゃん先生が手を叩たたいた。

「はい！　じゃあ皆さん、七夕祭り開始ですっ。いい思い出を作ってくださいね」

　その言葉で、みんな一斉に教室から出て行った。それを見送り、ナエちゃん先生もいなくなると、俺おれと莉り子こは自分たちの教室を振り返り、ため息をひとつ。

　我らが二年一組の教室は、まぁ、なんていうか想像以下だった。

　キャスターの付いた移動式ホワイトボードや壁には、最近の結婚式事情や洋式結婚式が浸透した経緯をまとめた用紙が張り付けられているが、内容はほとんどネット上からのコピペ。それらを飾る色紙の飾りつけは、二、三時間で作れるような安っぽいものばかり。

　あと、先生の結婚式で使う道具を展示、とは言っていたけど、まさかのまさか、調理ボウルいっぱいの紙吹雪が展示されている。タイトルは『結婚式に欠かせないアイテム』だ。

　高校生がただの紙吹雪を展示物にして場所を埋めるとは、うちのクラスの連中は肝が太いというか、図太いというか……。

　呆あきれを通り越して、何も感情が湧わいてこない。

　つうか結婚式に使う道具で展示できるものとかほとんど何もないだろ。あとはもう頭だけのマネキンに手作りのベールが被かぶせられているぐらいだ。

　俺と莉子が提案した市販の打ち上げ花火は、さすがに危険なので他の場所に保管しているし、スライドショーに使うプロジェクターなんて論外だ。

　教室の展示は和かず也やたちに任せていたけど、まさか、俺と莉子が注文した小道具の他は、掲示資料以外に何も作っていないとは……。

　そういえば和也の奴やつ、放課後はバスケ部の出店準備を手伝っている様子だったよな。

　もしかして、結婚式の準備は俺や莉子がやるからって、みんな部活のほうに集中していたのか？　帰宅部は……仕切り役の和也がいなけりゃ、動きも悪いだろう……。

　おまけに見張り役はゼロで、クラスの連中は全員、丸一日自由時間ときている。

　誰だれかに荒らされたらどうしよう、などとは誰も考えていないのだろう。

　なにせ張り紙なんてナエちゃん先生の結婚式には使わないし、飾りはすぐにまた作れるもの。紙吹雪にいたっては荒らすまでもなく、最初から粉みじんになっている紙きれだ。

　ＫＹ部として先生の結婚式準備にかかりきりで、クラスのほうには顔を出さなかった俺や莉子が文句を言えた立場ではないが、いろいろと酷ひどい連中だと心のなかで言わせてもらう。少し待ってみたが、当然のことながら、客はひとりも来ない。

　そりゃそうだ。誰だってググれば二十四時間いつでも見られる情報や、小学生でも作れそうな飾り、そして紙吹雪という肩書を持つ紙クズ、もといゴミを見たいとは思うまい。

「これがわたしたちの青春の一ページなんだね……」

　すぐ横で肩を落とす莉子が、ちょっと可哀かわいそうだった。

　きっと、莉子は一生に三度しかない高校の学園祭を、思い出深いものにしたかったんだと思う。でも自分からはあれがしたいこれがしたい、などとは言えず、いつも通り和也が仕切っていまに至る。

「莉り子こは悪くねえよ」

　莉子のつぶらな視線が、くいっと俺おれを見上げる。

「莉子や俺が何か提案しても結果は同じだったろうぜ。みんなにやる気がない以上、何をやってもぐだぐだになっておしまいだ。楽しい出し物がしたかったって落ち込むのはいいけど、もっと自分が積極的に発言すればよかったって、あのときああしておけばよかった系の後悔はするな。このクラスの生徒って時点で、俺も莉子も大凶だったんだよ」

　出店やおばけ屋敷をしたかったわけじゃないけど、莉子に合わせてこう言っておく。空気、読めてるかな？

　恐る恐る莉子の表情を盗み見ると、莉子はすこし、表情をやわらかくしてくれた。

「なぐさめてくれてありがと、刀かたな彦ひこ君」

　う～ん可愛かわいい。流石さすがは俺らのハムスター園児だ。

　莉子の可愛さに和んでから、俺は踵きびすを返す。

「水泳大会がはじまるまでは自由時間だし、俺らは俺らで楽しもうぜ。そろそろ体育館で、聖せい良らのクラスのステージ発表はじまるし」

「うん♪」

　シェリーのように抱きついてきたり、手をつないだりはしない。けど、体育館へ行く途中、莉子は俺のすぐ側そばを歩いてくれる。

「そういえば刀彦君、お昼どこの出店で食べるか決めてる？」

「弁当持参だ」

「決める以前の問題!?」

　莉子が、石のように硬くなる。

「いやいやいや！　刀彦君！　今日は学園祭だよ！　出店だらけだよ！」

「え？　駄目なの？」

「ダメだよッ！」

「つか、逆になんでみんな金払ってまで素人の作った料理を食べるんだよ？」

「違うの！　料理じゃなくて思い出にお金を払っているの！　学園祭でお昼っていう！」

　両手で作ったグーを、ささやかな胸の前で震わせ熱弁する莉子。

　あぁ、莉子って必死になればなるほど可愛くなるなぁ。

「思い出ならいまタダで作ってる最中だろ？　莉子と一緒に聖良のステージを見に行くっていう。俺と莉子の思い出、プライスレス、なんてな」

　莉子の顔が、サクランボのように赤くなった。

「は、恥ずかしいこと言わないでよもう！」

「え？　駄目なの？」

「ダメッ……じゃ……んやっぱダメッ！」

「莉り子こは難しいお年頃だな」

「同い年でしょ！　もう、それじゃあかき氷とかのデザートは？」

「水道水の削りカスに砂糖と着色料をかけたもんに一〇〇円払うならコンビニのアイスが食べたい。放課後に友達とコンビニに寄ってアイスを買い食いするという思い出をくれ」

　俺おれが両手を差し出すと、莉子はくすりと笑ってくれた。

　あ、いまなんか楽しい。

　まだどのクラスの出し物も見ていないのに。独りじゃない学園祭も、いいもんだな。


　　　◆



　体育館へ行くと、学校内外から集まった人々で賑にぎわう客席は、もう前側の席がほとんど埋まっていた。

　莉子は幼よう女じよ並にちっちゃいから、前のほうに座らないとまともに見れないのに困ったな。

「あ、刀かたな彦ひこ君、あそこ空いてるよ」

　莉子が指差したほうを視線で辿たどると、前側の席に、空席がふたつ並んでいた。

　でも、ラッキーだと思った直後、誰だれかの保護者と思われる女性が座ってしまう。

「むぅ、ひとつになっちゃった。どうする？　刀彦君だけでも座る？」

「いやいや、前に座らないといけないのは莉子だろ」

　自然と相手に譲ってしまうのも、莉子の美点だよな。

　去年の七夕祭のときなんて、俺が最前列の空席三つの真ん中に座っていると、三人組の女子たちが、

『小こ日向ひなたあんたそこどきなさいよ』『あんたいたらあたしら座れないじゃん』

　とか言ってきた。ついでにそのときの会話はこう続く。

『断る。あと残ってるのうしろの席ばっかだろ』

『はぁ？　あんた他人のために自分が我慢しようとか思わないの？』

『じゃあお前らが他人である俺のために我慢しろよ』

『うわムカつく！　小日向マジ死ねばいいのに！』

　そう言って女子たちは立ち去った。

　これがふたり組の女子で、並んで座りたいから俺に横へひとつずれてくれ、なら俺も同意しただろう。でも、せっかく前の席をゲットした俺に、うしろの席に移動しろ、まして自分たちのためにあんたは我慢しろ、という理屈は酷ひどいだろう。

　それに比べて、自らいい席を他人である俺に譲るとは、なんていじらしいハムスターだろうか。この可愛かわいい幼女（仮かり）に前の席をプレゼントすべく、いや、さらにいい席をプレゼントすべく、俺は行動に出た。

「問題ないよ。ほら行こうぜ」

「え？　刀彦君？」

　俺おれは莉り子この手を引きながらその空席に座ると、幼よう女じよのように軽い莉子を、ひょいと俺の膝ひざの上に座らせた。

　これなら俺のふとももの厚みの分、普通に座るよりも目線が高くなって、より見やすいはずだ。それに、俺も莉子の心地よい重みを堪たん能のうできる。

「ちょっ、刀かたな彦ひこ君、これ恥ずかしいよ」

「大丈夫大丈夫、隣の人を見てみろよ」

　先程の女性は赤ちゃんを抱いていて、いまはその赤ちゃんを膝の上に下ろしていた。

「乳児扱いなの!?　幼女はともかく乳児は許容できないよッ」

「つまり幼女はいいんだな。はい言げん質ちとりましたぁ。これからは好きに幼女と呼ばせてもらうからな」

「うわぁん、そういう意味じゃないよぉ」

　暴れる莉子を抱きしめながら押さえつけ、俺はそのやわらかいほっぺをぷにぷにした。

　すると、莉子は下唇くちびるを嚙かみながらぷるぷると震え、顔を真っ赤にする。その恥ずかしそうにする姿が、また可愛かわいくてたまらない。

　ふふ、莉子はやわらかくて小さくて収まりのいい、最高の抱き心地だな。聖せい良らが頻繁に抱きあげるのもうなずける。

「いいだろ。だって俺の脚の太さの分、目線も高くなるし、見やすいだろ？」

「そ、それはそうだけどぉ……」

「とってもいい子な莉子には、特等席をあげたいんだよ」

「いい子って、わたし何かした？」

「うん、まぁな」

　俺は莉子に、さっき思い出した去年の七夕祭の話をした。すると、

「……刀彦君て、本当に不思議だよね」

　莉子は前を見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「不思議？」

「うん。全然空気が読めなくて、他人の気持ちなんてちっともわからないのに、かと思えば、誰だれも気にとめないような些さ細さいなことから、その人の深い部分を読みとっちゃう。いまのだって、普通の人なら席を譲られても、あ、ラッキー、て思って終わりだよ」

「そ、そうか？」

　俺としては、些細どころか、かなりバレバレで、あからさまなことだと思う。だから空気を読むっていうのは、もっと細かい機微を読みとる、より高次元のことだと思っていたけど違うのか？

　悩んでいるあいだに、体育館の照明は落ちて、二年三組のステージ発表がはじまった。

　二年三組のステージ発表。それは、

『シンデレラ──あるところに、シンデレラという女の子がいました』

　ナレーションの語りが流れるなかで、ステージの幕が上がる。

　ライトに照らし出されたのはリビングのかきわりと、綺き麗れいなドレスを着た三人の女子、それにうす汚い、ボロを着た……淡い紅を含んだ流れるようなロングヘアーと高貴な気品をまとった、呼吸も止まるような絶世の美少女だった。

　白くたおやかな指が雑ぞう巾きんで床をひと拭ふきするたびにステージが輝きを増し、彼女が額の汗を拭ぬぐうたびに背景に花が咲き乱れ、姿勢を変える所作ひとつで砂金の雨が降り注ぐ幻が見える、ような気がした。

　ていうか、聖せい良らだった。

　ナレーションの語りと女子たちの大根芝居と共に物語が進むなか、俺おれの周囲では息を吞のむ音やため息が聞こえ、観客の視線は、聖良に釘くぎ付づけだった。

「あの生徒は誰だれだ？」

「まさにシンデレラだ」

「うぉぉお、観音様じゃぁあああっ」

　お年寄りに至っては、まぶたの垂れた目を見開き、両手を合わせて拝んでいた。

　本人いわく女神らしいぞ、爺じいさん。

「うぅ、死んだ爺さんにいい土産話ができましたですじゃあ……」












　俺おれの左隣に座る婆ばあさんは、何か重たい事情がありそうだ。

　客席の様子に、ステージ上の女子──継母ままははとふたりの姉役の三人──は、芝居はどこへやら、真に迫った、というか掛け値なしの嫉しつ妬とと憎しみで顔を歪ゆがめ、つま先で聖せい良らを小突いている。それから、オーバーに足を振り被かぶった。

「とっとと掃除を済ませるんだよ！　この醜いシンデレラ！」

　本気全開のサッカーボールキックを、聖良は刹せつ那なの見切りで避よけた。動きがあまりに最小限過ぎて、女子の蹴けりがすり抜けているようにしか見えない。

　女子は頭上に疑問符を浮かべて、何度も何度も聖良に蹴りかかる。

　けれど聖良は、床に膝ひざを屈したまま、そのすべてを最小限の動きで避け続けた。

　ついには残るふたりの女子まで混ざり、悪魔の形相で三方向から聖良に連続蹴りを浴びせ続ける。なのに聖良は三六〇度、全方位からの攻撃を、軽やかに首を倒し、肩を回し、腰をひねって避け、かわし、流した。

　その動きは武の達人を超え、いつしか神楽かぐらを思わせるような、聖人めいた神々しさを帯びはじめた。最も早はやシンデレラとは言えないアクションに、観客が沸く。

「ああもうあんたウザい！」

　三人同時のトリプルキック。それが聖良の胴体ド真ん中を貫いた、が、それは幻影。

　聖良は最初に蹴りはじめた女子へ、背後からイイ声でひとこと。

「ふっ、残像よ」

　馬鹿な！　男子なら一生に一度は言いたいセリフランキング上位確実のセリフを合法的に言ってしまうだなんて、聖良お前イケメン過ぎるぞ！

　女子は小声で、

「聖良、あんたかわすんじゃないわよ。話が進まないじゃない」

　すると聖良は、持ち前の良く通る声で告げる。

「かわすなって言われても、貴女あなたたち本当に蹴ってくるんだものそれは無理よ！　台本だとここは蹴るフリをしてワタシが痛がる演技をするはずじゃない！　なのに劇に乗じてワタシを本当に蹴ろうとするなんて酷ひどいんじゃない？」

「わー！　わー！　ちょっと聖良あんたいまお芝居の途中！」

「いいこと！　田た島じま久く美み子こさん！　岡おか島じま多た美み子こさん！　野の島じま真ま美み子こさん！」

　聖良は、三人の本名をフルネームでハッキリと口にしてから、

「ワタシに演技をしてほしかったら蹴る演技にとどめなさいな！」

「「「あぁあああああああああああああああああ！！！」」」

　観客席から『二年三組のて酷い生徒だな』という声が漏れるなか、三人は再びトリプルキック。当たる直前、聖良はダメージを受けた格闘ゲームの女戦士キャラのように美しく、そして可か憐れんな声をあげながら、後方へ自ら吹っ飛んだ。

　ワイヤーアクションのように派手に、けれど宙を舞っていると見間違うような華麗な動きで数メートルも吹っ飛んで、聖せい良らは床に叩たたきつけられる。そして、体を汚そうと、決して心は汚されない救国の乙女のような儚はかなさと気丈さを兼ね備えた表情で涙を流しながら、

「すいませんお母様。すぐに掃除を終わらせます」

　宝石のような涙が床を濡ぬらすと同時に、客席がスタンディングオベーションで沸きあがる。ストーリーは山場どころかふもとにすらさしかかっていないのに、プロローグだけで客たちは極上の大河ドラマを見終えたような盛りあがりぶりだった。

　聖良の存在感に感動する俺おれの膝ひざの上で、莉り子こは辟へき易えきしていた。

「聖良って、やっぱりこうなっちゃうんだね……」

　物語は進み、魔法使い役の女子が聖良に向かってステッキを振ると、ライトが落ちる。

　シンデレラが美しい姿に変身するシーンだ。

　きっと、聖良はあのボロの下に綺き麗れいなドレスを着ているんだろう。ボロを脱ぐだけで早着替え終了というわけだ。

　観客たちは、聖良が美しいドレス姿になるのを期待して、息を殺して鎮まり返る。

　次の瞬間、ライトがつき、誰だれもが一斉に前のめりになる。

　果たして、ステージの上には美しいドレスをまとった……他の女子が立っていた。

　顔立ちは比較的整ってはいるが、聖良と比べると五〇段以上見劣り、いや、比較対象にすらならない。

　観客たちはざわめき、隣近所と『さっきの子がいい』と囁ささやきはじめる始末である。

「あれ？　あれ？　ねぇこれどういうこと？　聖良は？」

　動揺する莉子の頭をなでながら、俺は嘆息を漏らす。

「早着替えじゃなくて、ドレスを着た子と入れ替わるってパターンだな。みすぼらしい汚れ役を嫌いな女子にやらせて、王子様と結ばれる主役はクラスのリーダー格がやると。まぁ、いまどきの女子ならこれぐらいやるだろ。普通普通」

「普通じゃないよ、目を覚まして刀かたな彦ひこ君ッ」

　頭をなでられる恥ずかしさに耐えながら、莉子は両手を上げて、俺の顔を揺すってくる。

　あー、莉子にさわられると和むなぁ。

　下校中に野良猫や野良犬がなついてきたときとか、あるいは他人の家で飼ってる猫が自分に甘えてくるときの心境に似てる。

　再びライトが落ちて、今度はお城のダンスパーティー会場へと変わった。

　ステージの上では、二年三組の男子と女子がＢＧＭに合わせて踊り、シンデレラ役の女子は、一段高くなったステージ奥で演技を続けた。

　その前を聖良……と何な故ぜかシェリーが横切った。

「お、友情出演だな」

「いやシェリーはいちゃダメでしょ！」

　聖せい良らは自前なのか、明らかに本気過ぎる、超本物仕様の真っ赤な社交ダンスドレスに身を包み、シェリーは男性用の黒い衣装を着こなしている。

　ＢＧＭと一体化し、ふたりはスペインのマタドールのように情熱的に踊りながら、シンデレラの前を横切り、観客の視線を釘くぎづけにした。シンデレラは苦い顔で演技を続ける。

『まぁ、ここが王宮のパーティー会場なのね、なんて素敵なんでしょう』

　ラテンのリズムと溶け合いながら、聖良はバレリーナのように回転、シェリーの腕のなかに倒れ込んでお姫様だっこ。観客が歓声を送る。

『それにみんな綺き麗れいな人ばかり。このなかじゃあ、私なんて霞かすんでしまうわ』

　重力の縛りから解き放たれ、シェリーに投げ上げられた聖良は宙を舞い、シェリーに抱きとめられてから、ふたりで手を取り笑顔で踊り、観客が拍手を送る。

『王子様はいったい、どなたと踊るのかしら』

　聖良とシェリー、ふたりのステップが観客を魅了する。ふたりの所作が観客を引き込む。ふたりの笑顔が観客の心をわしづかむ。ふたりの眼まな差ざしが観客を心酔させる。

　たぶん、クラスの奴やつから『真面目にやれよ』と言われて、聖良なりに真面目にやった結果がこれなんだろうな。

　もう、シンデレラを見ている奴なんていなかった。

　誰だれもが聖良とシェリーのダンスに見み惚とれ、ダンスの山場で歓声を送り、拍手を送り、口笛を鳴らして涙を流していた。

「うぉおおお！　グランドマスターじいさんやあ！　なぜじゃあ！　なぜこれを見ずして死んでしまったのじゃあ！　あと一カ月、あと一カ月生きていればぁ！」

　左隣の婆ばあさんは色々と抱えていそうだ。その様子に、莉り子こは嘆息を漏らす。

「聖良って万能だよね……これで空気が読めたら言うことないのに……」

　こうして、二年三組のシンデレラは大盛況のうちに幕を閉じた。


　　　◆



　ステージが終わったあと、待ち合わせ場所のトイレ前で待っていると、制服に着替えた聖良とシェリーが小走りに駆け寄って来た。

「お待たせ刀かたな彦ひこ♪　しおにゃんはもうプールに行っているんだよね？」

「ワタシたちも、早くプールへ移動しましょうか」

　あれだけ観客を沸かせた後でも、聖良はいつもと変わらない。まるで当然、日常のルーチンワークのひとつをこなしてきたようにしか見えなかった。

「プールに行くのはいいけど、なんで二組のシェリーが出ていたんだ？」

「あーあれね？　だってウチのクラスの連中ったら酷ひどいのよ。男子が足りないからって、ワタシにだけマネキンをあてがうんだもの。だからシェリーに代役を頼んだの」

　自慢げに胸を張る聖せい良らに、シェリーが抱きつく。

「楽しかったよせいらん♪」

「でもシェリー、あんな凄すごいダンス、どこで覚えたの？」

　莉り子この問いに、シェリーは笑顔で、

「昨日せいらんがパソコンに動画を送ってくれたの。あとは見よう見まねでちょいちょいっとね♪　あたし運動神経とリズム感には自信があるんだよ♪」

　聖良と一緒に、えっへんと胸を張るシェリー。莉子は得心のいかない様子だ。

「いや、見ただけであんなハイレベルなのは……」

「シェリーは凄いな。でもどうせならシェリーのダンスもドレス姿で見たかったな」

　シェリーは瞳ひとみのなかに星を散りばめ、俺おれの腕に抱きついてきた。

「どうしたんだ急に？」

「えへへー♪　スキンシップー♪」

「ドレスならワタシがプレゼントするわ。ワタシの家に来たときにサイズを測るわよ！」

　シェリーの肩をわしづかむ聖良の目は、下心に濁りきっていた。

「聖良、お前いま女子にあるまじき目つきだぞ」

「あらやだ何の話？　ウフフフフ」

　純じゆん真しん無む垢くなシェリーとは違い、汚れ切った邪悪な女神聖良に、俺はもうひとつの質問をぶつけてみる。

「それにしても聖良。お前よくみすぼらしいほうのシンデレラの役なんて引き受けたな」

「あら。それは当然じゃないの？」

　小首を傾かしげた聖良から、下心が抜け落ちる。

「だって綺き麗れいなほうのシンデレラだと、王子様役の男子と恋愛シーンがあるでしょう？　だからワタシは、みすぼらしいシンデレラがいいのよ。たとえ演技でも、好きでもない男子との恋愛結婚シーンなんてごめんだわ」

　聖良が見せてくれたのは、誰だれよりもくったくのない清純な微笑ほほえみだった。聖良の理屈に納得したからではなく、その微笑みに心臓の鼓動を乱されて、俺は黙り込んでしまう。

「さ、早くプールへ行きましょう。あのエセ関西人を勝たせないといけないのだから」

　そう言って聖良は俺の手を取り、上機嫌に歩きだした。聖良の手から伝わってくる体温は、いつもより少し熱くて、まるで俺に、無言で何かを訴えてくるようだった。

　あまり想像力を働かせると自意識過剰にも思えるけど『好きでもない男子との恋愛結婚シーンなんてごめんだわ』という言葉を深読みしてしまう。

　俺の胸に、また小さな罪悪感がひとつ芽生えた。


　　　◆



　午前十一時半。水泳大会は、照りつける太陽光が暑苦しい屋外プールで行われる。一般客用の席は、若い男の子の姿を見ようと詰めかけたおばさんでいっぱいだった。（女子からの苦情により、水泳大会は招待状を持つ父兄以外の、一般男性客はお断りになっている）

　まずは女子の四〇〇メートルリレーがはじまって、男子の競技はそれからだ。

　プールサイドの仮設テントでは、みんな大好き、我らが生徒会長、喜き咲さき紗さ希き生徒会長がマイクを手にして不敵に笑う。

「それではこれより！　男子四〇〇メートルリレーを開始する！」

　選手ではないのだから当然だが、全男子の期待を破る制服姿で、紗希姉は高らかにそう宣言した。

　ほんの二〇分前、紗希姉が制服姿で登場したときの男子たちときたらそれは酷ひどかった。

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

　どうしてスク水じゃないんだ、と泣き叫び、むせび泣き、泣き崩れて、嗚咽おえつまで漏らしはじめたときには、救急車を要請しようかと思った。

　ちなみに、水泳部より遥はるかに高い泳力を持つ紗希姉は参加を自主辞退。早い話が不参加らしい。生徒会長として、今回はＭＣに徹すると張り切っていた。

「じゃあ俺おれの出番だな」

　その仮設テント近くで、ＫＹ部の面々で集まっていた俺は、肩のタオルを莉り子こに渡すと、軽く手首をほぐしはじめた。すると、シェリーが首を傾かしげる。

「……あれ？　刀かたな彦ひこも出るの？」

「じゃなきゃ海パンになるかよ」

　ついでに言うと、莉子以外は全員水着姿だ。聖せい良らとシェリーは先程泳いできて、クラスメイトに足を引っ張られる形で敗退した。詩し織おりは俺へのサービスらしい。

　俺がシェリーに返答すると、への字口の莉子が解説する。

「刀彦君、何気に泳ぐの速いんだよね……ほんと、スペックはリア充並なのに……」

　残念なものを見る目で俺を見上げる莉子へ、ぐっと親指を立てる。

「何心配してんのか知らないけど安心しろ、さくっと勝ってくるよ」

「……ぅん」

　莉子は、ちょっと頰ほおを染めてから目をそらした。

「ん？　どうかしたか？」

「い、いや、なんでもないよ」

　ならいいけど、と俺が思った直後、シェリーが口をはさむ。

「そうそう、りこりんはただちょっといまの『さくっと勝ってくるよ』っていうセリフに不覚にもカッコイイとか思っちゃって照れているだけだから」

「そういうことは言っちゃダメェ！」

　莉子は泣きそうな顔で手をいっぱいに伸ばして、シェリーの顔をぺちぺちと叩たたきはじめる。シェリーは小動物になつかれているような顔で微笑ほほえみ、満足げだ。

　にしてもカッコイイか、あんまり言われ慣れないセリフだな。

「刀かたな彦ひこ、活躍に応じて、このワタシが褒めてあげるわよ」

　尊大な態度でのけぞる聖せい良ら。ただでさえ大きな胸が、より強調されている。

「ほいほい、じゃあせいぜい頑張りますよ、と」

　聖良にそう言ってから、俺おれは二年一組のレーンへと足を運ぶ。

　うちの学校は各学年十クラスずつ、合計三〇クラスある。

　五〇メートルプールのレーンは八つなので、八クラスずつ泳ぐことになる。

　予選は全部で四組。そのなかでタイムの良かった上位八クラスで決勝戦を行う。

　レーンにはもう、和かず也や、浩こう介すけ、卓たく哉やが並んでいた。

　二年一組の一軍、クラスカーストトップスリーは、いつもとは違う雰囲気だった。

　普段ならこの三人で明るく話し合うところだけど、卓哉はまるきり蚊か帳やの外だ。

　泳ぐ順番は和也、浩介、俺、そしてアンカーの卓哉の順にした。この順番を決めたのは俺だ。泳ぐ順番を決めるとき、俺はズケズケと、

『やっぱ一番手は和也だろ。そのほうが盛りあがるじゃん？』

『和也からバトンを貰もらうのは浩介ってのがしっくりくるじゃん？　バトンとかねぇけど』

『俺がトリを飾るとかマジないだろ。つうわけでアンカーは卓哉頼むわ』

　そんな感じでぐじゃぐじゃゴネまくって、無理やりこの順にさせてもらった。

　卓哉にはアンカーを務めてもらって、卓哉の泳ぎが決勝に導いた、という雰囲気を作りたいのだ。ただし、浩介は『それもそうだな』とか納得していたけど、和也だけは最後まで不思議そうな顔だった。

「それではこれより、四〇〇メートルリレーを行う！　選手は前へ！」

　紗さ希き姉がマイクを手にそう叫ぶと、和也たちがスタートラインに進み出た。

　プールサイドのひな壇型の客席に座る女子たちからは、和也への熱い歓声が飛び交う。

「和也くーん♥　ぶっちぎっちゃってー♥」

「か、ず、や♪　か、ず、や♪」

　なんかもう、和也のファンクラブとかできていてもおかしくないレベルだな。

　女子の人数イコール和也ファンなんじゃないかと錯覚するぐらい、女子たちからの声援は熱かった。そして厚かった。

「それでは位置に付いてぇ、よーい……」

　紗希姉の美声のあとに、銃声が鳴る。

　和也たちは一斉に飛び出し、着水した。

　クラスメイトたちの応援のなか、どの生徒も凄すごい勢いで泳いでいく。

　いくら現役の水泳部はいないと言っても、全員元水泳部か、そうでなくてもクラスを代表する、運動が得意な連中が集まっている。当然と言えば当然だろう。

　そのなかでも和かず也やは飛びぬけて速い。元水泳部もいるはずなのに、和也はトップだった。

　二位との差も、徐々に離していく。

「これは速い。先手を打ったのは二年一組だぁ！」

　紗さ希き姉が行う実況のなか、和也は一着をキープしたまま、浩こう介すけに交代。

　でもここでちょいと問題発生。

　他のレーンに異様に速い奴やつがいて、浩介は追いつかれ、抜かされてしまう。

『コースケッ！　コースケッ！　コースケッ！』

　観客の女子たちは、熱狂的な浩介コールを繰り返す。テニス部エースの浩介も、女子に凄すごい人気だった。みんな『負けないで』と熱烈に応援していた。

　まぁ、予選で大事なのは順位じゃなくてタイムだから、ひとりくらい抜かされてもいいけど……ちょっと不安だな。卓たく哉やの奴、大丈夫だろうな。

　うしろに並ぶ卓哉の顔を盗み見るあいだに、浩介が戻ってくる。

「現在の一着は三年三組！　二年一組、後半巻き返せるかぁ！」

　紗希姉の視線は、さりげなく俺おれに注がれていた。

　いまのは、外では他人のフリをしなくてはいけない紗希姉なりの、俺へのメッセージなのだろう。まったく、心配しなくても頑張るよ。

　俺は飛び込み体勢に入って……よしっ！

　思い切りダイブ。しぶきをあげながら、冷たい水が俺の体を吞のみこんだ。

　うちのクラスは二着で、一着のクラスとは少し離されている。

　これ以上離されないよう、俺は全力で水を背後へとかいていく。

　気分はマグロで、ぐいぐい前に進みながら頭を左右に回し、肩越しに息を継いでいく。冷たい水のなかだからか、激しい運動で、体温がどんどん上がっていくのを鮮明に感じる。

　逆に、プールの声援は先程とはうってかわり一気に冷める。

　理由はもちろん、浩介がいなくなったからだ。

　俺に送られる声援などあるはずもない。他のクラスの男子たちが、自分のクラスを応援する野太い声援や、一般客の応援はあるが、女子たちの熱狂的な声はなくなった。

　誰だれからも応援されない。なんて慣れ親しんだ、俺のフィールドだろう。

　これはこれで、いつも通り過ぎて落ち着いた。

　なのにプールの真ん中あたり、残り七五メールというところで、黄色い声援があがった。

「ガンバレ刀かたな彦ひこぉー♪　愛しているよぉー♪」

「刀彦さんっ、ファイトですっ」

「刀彦、ワタシの顔に泥を塗るんじゃないわよ！」

「刀彦君がんばってぇ！」

　シェリーが、詩し織おりが、聖せい良らが、莉り子こが、我が部が誇る美少女四人が、黄色い声で俺おれの応援をしていた。逆に、他の生徒の声は、男子の声すら途絶えた。

　泳いでいる俺には見えないが、プールサイドの様子はわかる。

　ＫＹの星の下に生まれたキングオブＫＹである俺が、同じＫＹ四天王とはいえ美少女たちに応援されていることに、生徒の誰だれもが絶句しているのだろう。

　空気が読めない聖良たちは、学園中で嫌われている。

　でも、そのたぐいまれなる美び貌ぼうとプロポーションは誰もが認めるところだ。

　困った奴やつらだ……どうしていつもあいつらは、俺のアイデンティティを壊すんだよ。

　俺は美少女たちの声援で、めちゃくちゃやる気を出した。

　心臓が力強く鐘かねを打ち、腕は疲れるどころかみるみる加速していく。

　プールの端についてターン。息継ぎのとき、一着の生徒の足首が見えた。

　けど、流石さすがに抜くことはできなかった。

　プールの端について、俺の頭上を卓たく哉やが跳んでいく。

　これでいい。俺が一着になったら、それは俺の手柄になっちまう。

　卓哉が逆転、または善戦すれば、それは卓哉の評価につながるはずだ。

　卓哉は決して遅くない。あとは、詩織の発明品を上う手まく使えれば問題ないはずだ。

　今朝、俺は卓哉に特製の海パンを渡している。

　詩織の発明品は至極単純だ。

　前の水を吸い込み、うしろへ排出する、という機構をもった小型のジェットエンジンを、海パンの左右の腰部分に取り付けたらしい。

　ジェットエンジンは海パンのなかに取り付けたので、外からは、少し生地の厚い海パンだな、程度にしか思われない。オンオフも簡単で、海パンの腰部分を握るとオンになって、もう一度握ればオフになる。

　ただし、モーターが焼けついてしまうので長時間使用はご法度らしく、卓哉には、ターン後の後半五〇メートルだけで使うよう、何度も言っておいた。

　俺は水からあがると、プールサイドから卓哉の奮闘を観戦。

　卓哉は僅わずかにだけど差を離されていて、善戦しているとは言い難がたい。

　でも、俺は見逃さない。卓哉はターンのとき、両手を腰に伸ばしていた。

　途端に、卓哉は加速。ジェットエンジンと言っても小型だし、あくまで推進力を少しプラスするだけだが、一秒を争うスピード競技では、そのプラスが大きい。

　卓哉は少しずつ一位との距離を詰めている。女子たちのあいだに、どよめきが走った。

「すごい追い上げ。卓哉って結構速いんだね」

「ちょっと見なおしたかも」

　そんな声がちらほらと聞こえる。どうやら作戦は成功らしい。

　そうして卓たく哉やは半馬身というか、体半分くらいの差まで詰めてゴールした。

　結果は二着だが、それでも十分な結果だと思う。

　水からあがった卓哉のもとには、数人の男子が集まり『やるじゃん』みたいな言葉をかけている。和かず也やと浩こう介すけも、ちょっと驚いた顔で卓哉のことを見ている。

　早くも活躍の効果が現れているらしい。

　なんつうか、どいつもこいつも現金だなぁ、と思う。

　さんざんチヤホヤしておきながら噓うそひとつで見捨てて、ちょいと活躍すれば株価上昇ってか？　お前らいろいろチョロすぎだろ。

　そんな世界で生きていて、卓哉は苦しくないのだろうか？

　そう考えると、ちょっと同情的な気持ちにならなくもない。

　人気を得るために、関西人だと噓をついて生きてきた卓哉。なら、卓哉はまた人気を得ても、人気を維持するために、また自分を偽って生きるんじゃないのか……？

「よくやったわ刀かたな彦ひこ。頑張ったじゃない」

　突然の声に振り返ると、聖せい良らたちが歩いてくるところだった。そのまま聖良は笑顔で俺おれの腕をとって、それをシェリーが止めた。

「もう、ダメだよせいらん♪　いまあたしたち水着姿なんだから、いまの状態で抱きついたら刀彦が体育座りになっちゃう♪」

「……ッ」

　自分のワガママバストを見下ろしてから、聖良は可愛かわいく頰ほおを染め、横目で俺の下半身を見下ろした。

「えっと、ごめん聖良。一応俺も男だし、スキンシップは許してほしいかな……シェリーも我慢しているしさ……」

　あのスキンシップ大好きのかまって犬シェリーが、大会中は一度も俺に抱きついてこない。シェリーなりに、俺へ配慮してくれているのだろう。

「ゆ、許すって、それじゃまるでワタシが貴方あなたにくっつきたくて仕方ないみたいじゃないのっ！　ワタシがくっつきたいのはハムスター園児とか可愛い子なんだからっ」

　言いながら、聖良は莉り子こを抱き寄せ、呼吸器官のすべてを自慢の豊乳で封殺した。

　莉子はバタバタともがきながら抵抗するが、徐々にその動きが鈍くなっていく。

　聖良は顔を真っ赤にして、視線を泳がせる。

「まったく、ちょっと甘やかすとすぐ調子に乗るんだからっ」

　莉子は両腕を垂れ下げ、指先が僅わずかに痙けい攣れんしている。

　聖良は耳まで赤くして、声を震わせる。

「いーこと刀彦。決勝戦に行ったら、絶対に優勝するのよ。でないと一週間ッ、ん、三日間口を利いてあげないんだから。わかった？」

　優しいなおい。そしてこの上目づかいである。

　口のなかで唇くちびるを嚙かんで、無意識的に莉り子こを抱きしめる腕に力をこめて、莉子の頭がますます豊乳に沈み込んでいる。

　だからなんなのこの可愛かわいい生き物。

　恥ずかしがっている。いま、聖せい良らはガチで恥ずかしがっている。

　他の女子の媚こびを売った演技じゃなくて、本気で恥ずかしいのを誤ご魔ま化かそうとしている。

　同じ美少女でも、紗さ希き姉にはない魅力に、俺おれは筆舌に尽くしがたい、悶もん々もんとした気持ちになってしまう。

　いますぐ聖良を抱きしめたくて仕方ない。さっきから俺の胸がキュンキュン高鳴ってしょうがない。頭のなかが聖良でいっぱいになりすぎて、もうぴくりとも動かない莉子を助ける余裕もなかった。

　シェリーと詩し織おりが、青白くなった莉子の手足を指でツンツンして様子をうかがっている。

「以上で予選は終了とする。それでは、決勝戦へ進出するクラスを発表しよう！」

　紗希姉のアナウンス。どうやらすべてのクラスが泳ぎ終わったらしい。

　タイムの上位八クラスが読みあげられる。そのなかには、俺ら二年一組の名前もある。

「決勝戦はいまから十五分後だ。それまで各自、休憩を取るように」

　紗希姉のアナウンスが終わってから、小さくガッツポーズをとる。

「よしっ、これで次も善戦すれば、卓たく哉やの株も上がるだろ」

「えぇそうね、せいぜい頑張って、て莉子!?　どうしたの莉子!?　待ってて、いま心臓マッサージをするわ！」

　ようやく莉子のピンチに気づいた聖良が、まるで救急救命医が見せるお手本のような動きで、莉子に心臓マッサージをはじめた。

　聖良って器用だなぁ、と思っていると、詩織が俺に歩み寄る。

「それでは刀かたな彦ひこさん、決勝戦前の景気づけに」

　詩織は大胆にもスクール水着のワキから手を入れ、自分のおっぱいをいじりはじめた。

「ちょっ、詩織、お前なにして……」

　巨乳美少女が、自分で自分のおっぱいをいじるというエロティックな様子を、俺はまばたきをせずに見守る。

「えっと、下乳に布地を嚙ませて、谷間にも布地をはさんで、んしょ。できました」

　見れば、詩織のスクール水着、その胸元は、おっぱいの型でも取ったようにフィットしていた。ありていに言えば、スクール水着に乳袋ができていた。

　詩織は乳袋を両腕で挟み込み、俺に見せつけながら無感動に一言。

「刀彦さん、がんばってくださいね」

「うおっしゃ任せろ！」












「どこでやる気出しているの!?」

　俺おれが電光石火の早さで叫ぶと、莉り子こがかつてない運動能力で跳ね起きた。

　詩し織おりが乳袋を解除し、俺は冷静さを取り戻した。

「しょ、しょうがないだろ。詩織の胸を見ると無限に力が湧わいてくるんだから。でもこれで決勝戦でも最高のパフォーマンスを発揮できる気がするぜ」

　俺が親指を立てると、詩織は無表情のまま、自分の胸を下から持ち上げた。

「母さんの言うとおり、効果は抜群ですね」

「やるな、詩織の母さん」

「刀かたな彦ひこ君がハレンチなだけでしょっ」

「まぁそう言うなよ。じゃ、そろそろ決勝戦だから、みんなのところに行ってくるよ」

　莉子にツッコまれると、俺は笑って誤ご魔ま化かしてからスタート位置へと向かった。

　しばらくすると紗さ希き姉のアナウンスがはじまり、決勝戦がスタート。ひとり目の選手がプールへと飛び込んだ。予選と同じように最初は和かず也や、そして、次に浩こう介すけが泳ぐ。

　すると待っているあいだ、俺のうしろの卓たく哉やが上機嫌に、というか、何かに酔いしれた顔で話しかけてきた。

「あんがとな小こ日向ひなたぁ。さっき久しぶりに女子と話せたぜ。一着じゃないのにこれだけ効果があるなら、優勝なんてしちゃったらまた一軍復帰、なんてこともあるんじゃないか？」

「……そう、かもな」

　なんか、ずいぶん調子に乗った話し方だな。相談しに来たときは、みんなが普通に接してくれればいいとか言っていたのに。早くも欲が出てきたのかな？

　と、そろそろ俺おれの出番だな。

　スポーツ万能の和かず也やと浩こう介すけのふたりが泳いでも、俺ら二年一組は八人中の四位だった。

　浩介がプールサイドにタッチ。俺は人生最高の大ジャンプで水面に跳び込んだ。

　詩し織おりの見せてくれたスク水乳袋のおかげでメンタルは絶好調。体が軽い。

　聖せい良らたちがまた声援を送ってきてくれて、体の奥からどんどん力が湧わいてくる。

　三位の選手との距離を詰めて、ターンのときにはとうとう並んだ。

　周囲から歓声というか、どよめきが響く。

　三位の選手が俺の背後へ流れ、俺は二位の選手へと追いつこうとする直前にゴール。

　そのとき、スタートラインから跳躍しようとする卓たく哉やの表情が目に入った。

　何か悪そうな顔で笑い、欲望に侵されきった空気を発している。

　そして、俺と交代して水へ跳び込む瞬間、卓哉は海パンの腰部分を握り、ジェットエンジンのスイッチをオンにした。

　は？　こいつ何やってんだ？

　卓哉の馬鹿ぶりに啞あ然ぜんとしながらプールサイドにあがる。

　俺は卓哉の泳ぎを見守るが、案の定だった。

　卓哉は和也よりも、明らかに速いスピードで泳いでいる。まるで現役の水泳部員だ。

　そこへ、白猫のように可愛かわいい詩織が、とことこ歩きながら俺にすり寄る。そのうしろには、聖良たちも続いている。

「刀かたな彦ひこさん、いまの卓哉さんですが、ジェットエンジンを使っていませんか？」

「ああ。さっき一着になったら一軍に復帰できるかも、とか言ってたし、欲が出たんだろ」

　詩織は眉まゆ根ねを寄せ……そうなくらい不安げな声をあげる。

「それは困りました。モーターは五〇メートル以上使うと焼けついて壊れてしまうのです」

「最後だし壊れてもいい、どうせなら優勝して一軍に復帰しようとか思っているんだろ？」

　あのジェットエンジンの製作費がいくらか知らないけど、弁償するんだろうな？

　俺は小学校時代を思い出す。文房具を勝手に借りられた揚句に壊され、しかも『別にこんぐらい、いいじゃん、ケチケチすんなよ』と言われた苦い思い出を。

　俺が相手を責めると、この程度のことでクラスの仲間を悪者扱いする小こ日向ひなたは最低だと、俺が悪者にされたのは一生忘れねぇ。

「熱くなったモーターでヤケドなどしなければ良よいのですが」

「まぁ焼けつくって言っても水のなかだし、すぐ冷めるだろ」

「いえ、それが……」

　ひときわ巨大な歓声。とうとう卓たく哉やが一着になったようだ。

　二年一組からは、盛大な卓哉コールが響いている。そして……。

「ゴール！　優勝は！　二年一組だぁああああ！」

　紗さ希き姉のアナウンスに、会場が沸いた。

　二年一組優勝。それを導いたのは小こ林ばやし坂ざか卓哉。これで、卓哉の名めい誉よ挽ばん回かいは成っただろう。

「はい、依頼達成っと。今回もありがとうな詩し織おり。ほんと、お前の発明って役に立つな」

　つい詩織の頭をなでくりまわしてしまう。詩織は子猫のように両目を細めると、嬉うれしそうに、ほんのりと頰ほおをゆるませてくれる。

　漫画なら『ふにゅ～』とか言いそうな感じで、詩織は顔をわきばらにうずめてきた。

　俺おれの左わきばらに、猫の肉球よりもやわらかい、詩織のくちびるが押しあてられる。

　ちょっ、地肌はっ……体育の時間のときも首筋だったから地肌だけど、水着姿だと、また一段と興奮してしまう。

「と、そうでした」

　慌てて顔を上げる詩織。見上げてくる女の子って、可愛かわいく見えるよな。

　小さくて、守ってあげたくなってしまう。

「さっきの話の続きですが、モーターが焼けつくと大変です」

　詩織が俺に説明する間にも、紗希姉が二着、三着の生徒の名前をコールする。

「大変？　そりゃ熱くなったモーターは危険だけど、水のなかだし……」

「違います。ただ電気の抵抗熱で熱くなるのではなく、内蔵された二種類の小型電池が液漏れして、科学反応を起こして百度以上に加熱されるのです」

「げっ！　じゃあ！」

　俺が顔をあげると、プールからあがった卓哉に、多くの女子たちが駆け寄るところだった。きっとみんな、元は卓哉に憧あこがれていた女子だろう。卓哉は三軍に転落したが、思わぬ活躍にまた群がる気に違いない。

　その光景に、卓哉も両手を上げながら大喜びで笑顔を作り……。

「あっぢゃああああああああああああ！」

　悲鳴をあげた。

　海パンの両腰部分が、妙に黒ずんでいる。

　卓哉はジタバタしながらそれを叩たたいて、それでも熱くて、地肌から離そうと海パンを引っ張り、でも手が熱くて離して、なんだかよくわからないダンスを披露している。

　電池の液が漏れはじめたのだろう。その苦しみたるや、俺の想像を絶するに違いない。

　みんなもどうしたんだろうと戸惑うなか、ついに。

「ぎゃああああああああああああああああああああ！」

　次の瞬間……熱さに耐えきれなくなった卓哉は、海パンを脱ぎ捨てた。

「がぁああああ！　手に液がぁ！」

　発熱した液が手についたらしく、卓たく哉やは下半身を隠すことなく、両手をぶんぶん振るって暴れている。

　我が部のマスコットたちの視界が汚れる前に、俺おれは電光石火の早業で詩し織おりと莉り子この目を手で覆う。聖せい良らもコンマ一秒の反応速度でシェリーの目を手で覆っている。

　だが、他の女子たちは思い切り視界を汚されたようだ。

　女子たちは、絹を引き裂いたような悲鳴をあげて、プールはパニック状態になる。男子たちはゲラゲラ笑っていた。

　ようやく事態に気づいた卓哉は、慌てて下半身を隠した。電池の液がついた両手で……。当然のごとく、いままで以上の絶叫をあげて卓哉は両手を上げながら天を仰ぎみる。

　電池のことを知らない男子たちは、隣近所とざわついて不思議がる。

　しかし、そんな騒ぎにも拘かかわらず、冷静に対処する戦女神が一人いた。

　聖良は、シェリーを俺に預けると疾風はやてのように走り、運営テントへ向かった。そこに用意されていたビート板を手にすると、円盤投げ選手顔負けの美しい投とう擲てきフォームに入る。

「うちの子らに汚物をッ──」

　ビート板を握る、聖良の手に力がこもる。

「見せるんじゃないわよ！」

　華麗な回転。そのエネルギーを余すところなく腰、背骨、肩を経由させ、得物たるビート板を射出した。

　弾丸のようにして放たれたビート板は、情けない弓なりの軌道ではなく、レーザー光線のように鋭い軌跡を描いて卓哉の頭部に直撃する。

　水のなかに、顔面から崩れ落ちる卓哉。

　鎮まり返るプールで、紗さ希き姉は眉まゆひとつ動かさず、救急車を呼んでいた。

　不正の証拠であるジェットエンジン付き海パンを回収し、俺は軽く手を叩たたく。

「はい、ＫＹ部集合。じゃあ俺らはナエちゃん先生の挙式準備しに行くぞ。撤収」

「「「はーい」」」

　聖良、シェリー、詩織を伴い、更衣室へと急いだ。莉子だけは何度も振り返り、最後の最後まで卓哉のことを心配していた。

　こうして、今年の水泳大会は、俺ら二年一組の優勝で幕を下ろした。後日。卓哉は女子生徒たちに興奮して全裸になった変質者として処理され、次のような処分が下った。

　──素行不良につき、下記の者を停学処分とする　二年一組　小こ林ばやし坂ざか卓哉──

　小林坂卓哉のヒエラルキー　一軍→三軍→停学

　俺らは、ジェットエンジンは後半しか使ってはいけないと注意したのに……身から出た錆さび、という諺ことわざは、卓哉のためにあるのだろう……。
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　挙式準備の最終確認をしてから、俺おれは聖せい良らたちと学園祭を回り楽しんだ。

　それから、後夜祭がはじまったのは、夏でも薄暗くなる午後七時だった。

　後夜祭は、グラウンドに設営したステージ上で、体育館のステージ発表から溢あふれたグループの演目や、軽音部のバンド演奏を鑑賞したり、キャンプファイヤーのまわりでフォークダンスをする。と言っても、フォークダンスは自由参加だ。

　昔は全員参加だったが、誰だれ々とは手をつなぎたくない、とかいうイジメの原因になるため、自由参加になったらしい。

　ただ、聖良はシェリーや詩し織おり、莉り子こと踊りたがったのに、教師たちから聖良の参加はＮＧが出た。シンデレラの影響だろう。『お前が踊ると危険だ』と言われた。いまはステージとキャンプファイヤーのあいだで、俺らと一緒にフォークダンスを眺めながら、

「せっかくシェリーとのダンスを凡民たちに見せつけてあげようと思ったのに残念だわ」

　などと言っている。

　フォークダンスの曲が止まると、背後のステージから、次のバンドグループの声があがる。ガールズバンドグループで、一応七夕を意識しているのか、織姫と彦ひこ星ぼしになぞらえたラブソングを歌いはじめた。

　ステージの飾り付けも七夕を意識したもので、ステージの両端には、天を衝つくように巨大な笹ささがそびえ、全校生徒がそれぞれ願いを書いた短冊が飾られている。

　そして、俺らのすぐ横では何な故ぜか教頭と校長がまた争っていた。

「どうだ校長。あたしが刈り取って来た笹のほうがデカいだろ？　苦労した甲か斐いがある」

「デカければ良よいとは下品な。私が刈り取って来た笹のほうが葉の数は多いぞ？」

　その話を聞いた莉子が『へぇ、あの笹って教頭先生と校長先生が取って来たんだ』と感心していた。

「ああん？　あの笹を刈り取るのにあたしがどんだけ苦労したと思ってんだ？　ズタ袋を被かぶった連中が神のよりしろがどうのとか言いながら五〇人は襲いかかってきたんだぞ？　全員返り討ちにしたけどなぁ！」

「あの……それ、刈り取っちゃダメな笹だと思うんですけど……」

　と、莉子が進言するがふたりは聞いていない。

「莫ば迦かを言うな。私とて銀色の全身タイツを着て赤子を抱いた変なコスプレ集団が次々襲いかかってきて大変だったんだぞ。どこの言語かわからなかったが、カグヤがどうとか言っていたな」

「それ本当に切っていい笹だったんですか!?」

　まったく、莉子は騒がしいなぁ。

「何言ってんだよ莉子。教頭先生と校長先生は怪しげなカルト教団を退治しただけじゃないか。教育者の鑑かがみだな」

「わたしは刀かたな彦ひこ君の認識能力がわからないよ！」

　ガールズバンドの演奏が終わり、本日最後の演目に入ると、教頭が俺おれの頭をわしづかむ。

「よしお前ら、奈な江えの奴やつの結婚式だ。さっさと移動すんぞ」

　返事をしてから、俺、莉り子こ、聖せい良ら、シェリー、詩し織おりの五人は教頭と校長のあとに続いて、ステージ裏へと移動した。

　ナエちゃん先生と二年一組の連中はもう待機済み。

　みんな紙吹雪の入ったボウルや、手作りの安っぽいベール、ブーケなんかを手にしており、男子たちは『先生結婚おめでとう』と一文字ずつ書いた画用紙を抱えている。

「じゃあ刀彦。ワタシとシェリーは、新郎の知り合いたちを迎えに行ってくるわ」

「今日のために呼んでおいた特別ゲストだよー♪」

「では私はスライドショーの機材確認を」

　聖良、シェリーに続いて、詩織もその場を離れる。

　そして、ステージで最後の演目が終わると、紗さ希き姉がステージ上に現れた。

「以上で、本日のステージ発表は全すべて終わりだ。だが、ここで二年一組から大事な報告がある！　莉子君！」

　紗希姉の合図で、莉子がナエちゃん先生の手を引きながらステージに上がった。

　莉子が、紗希姉からマイクを受け取ると、観客へ声を張りあげる。

「みなさん！　実は、二年一組の担任、苗なえ穂ぼ奈江先生が、このたび、ご結婚することになりました！」

　生徒同士の噂うわさでもう知っているだろうに、それでも、会場の生徒たち──主に女子──は驚いたフリをしてくれる。

「そして！　なんとその新郎さんが、この会場に来ています！　先生！」

　莉子からマイクを受け取ったナエちゃん先生は、嬉うれしそうな笑顔で息を吸い込んでから、

「円まる山やまさーん！　ステージの上に、来てくださーい！」

　ナエちゃん先生が呼びかけると、一般客のなかから、戸惑い顔の男性が登場した。

　どうやら状況を吞のみこめていないようだ。ナエちゃん先生は、詳しい話をしていないらしい。新郎へのサプライズということか。

　ステージに上がってきた男性は端正な顔立ちで、結構な男前だった……けど。

　おや？　あの新郎さんの頭のつむじ……。

「私！　苗穂奈江はこのたび、こちらの円山さんと、幸せになります！」

　会場が拍手に包まれると同時に、控えていた二年一組の生徒たちが登場。

　そしてはじまる生徒たちによる結婚式。

　ムードあるＢＧＭが流れ、ステージの上に次々生徒たちが上がってくる。

　ステージ上には壁がないので、教室の飾りを、男子たちが手にもって掲げている。

　かつて、戦国武将武たけ田だ信しん玄げんは『人は城、人は石垣、人は堀』と言ったらしい。仲間は城のように自分を守ってくれる、という意味だが、男子たちは物理的に壁と化していた。

　そして女子たちがナエちゃん先生にベールを被かぶせ、お祝いメッセージを朗読する。

　祝福のクラッカー、紙吹雪。ステージの裏で打ち上げられる市販の打ち上げ花火の数々。

　男子たちが移動式の白いスクリーンを運んできて、ステージの下でスタンバイしていた詩し織おりはプロジェクターのスイッチを入れた。

　スクリーンには、ナエちゃん先生の中学時代、高校時代の写真が投影される。

　教育大を卒業し、うちの高校に赴任してきたときの写真も流れる。

　思い出のスライドショーに、お客さんらもなかなかに盛りあがっている。

　やがてナエちゃん先生の写真が終わり、今度は新郎の、円まる山やまさんの写真が流れた。

　するとどうだろう。何な故ぜか客席が静まり返り、新郎とナエちゃん先生の顔が引きつっていた。スクリーンを確認すると、卒業アルバムから引用したと思われる写真が投影されており、端正な容よう貌ぼうの円山さんとは似ても似つかない男子高校生が映っていた。

「へぇ、円山さんて成長期の過ぎた高校生から劇的に顔立ちが変わったんだな」

「いや、刀かたな彦ひこ君、あれは……」

　莉り子こが、渋い顔で俺おれを見上げてくる。

「にしても一重の目が二重になるなんて、人間わからないもんだな」

　ステージの下では、詩織が仕事をやりきった女のオーラを醸し出しながら、俺に親指を立ててくる。

「他人の高校時代の写真まで用意するなんて、詩織は優秀だなぁ」

　俺の隣で、莉子は『まだ大丈夫』と自分に言い聞かせてから、マイクを口に当てる。

「で、では続きまして、新郎さんへのサプライズゲストです。新郎さんには昔お世話になり、どうしてもお祝いの言葉を述べたいという方々が来ています。どうぞ！」

　ナエちゃん先生と新郎の円山さんは、気を取り直した表情で、莉子が手で指した方を見やった。グラウンドの隅から、鎖やメリケンサック、鎌かまや包丁を握り、夜や叉しやのような顔をした女たちを引きつれた聖せい良らとシェリーが、笑顔で手を振ってくる。

　新郎の円山さんは、

「ゲッ！　お前らは！」

　と悲鳴をあげる。

　女性陣を引き連れながら、聖良は極上の笑顔で、

「昔、新郎には散々お世話になったという人たちを連れて来たわ♪」

　シェリーも満開の人懐っこい笑顔で、

「新郎さんには言ってやりたいことが山ほどあるんだって♪」

「それ絶対違う意味だよね！」

　莉り子こがツッコむあいだにも、女性陣はステージに上がり、円まる山やまさんに詰め寄った。

「五年前はよくも騙だましてくれたわね！」

「散々貢みつがせたあげくに！」

「あたしなんて持参金まで持ち逃げされたのよ！」

「この女の敵ぃ！」

　最後の女性は叫びながら、持っていた飲み物を円山さんに投げつけた。

　中身のジュースを頭から被かぶりながら、円山さんはガタガタと震え、きょろきょろと逃げ道を探す。

　だがここはステージの上。周りは二年一組の生徒たちでいっぱいだ。

「どど、どうしよう刀かたな彦ひこ君、大変なことになっちゃった！」

　俺おれは冷や汗を流しながら、神妙な声で答える。

「ああ、こいつぁ大変なことになっちまったぜ。でも俺に任せろ莉子！」

「刀彦君」

　莉子の声には、安あん堵どと希望が宿っていた。ヒーローを待ちわびていた弱き民のように、貴方あなたならやってくれると思っていた、という感情が滲にじみ出ている。

　莉子の期待に応こたえるためにも、俺は俺の成すべきことを成すべく走り出した。

「円山さーん！」

　新郎のびしょ濡ぬれになった髪をわしづかむ。

「早く乾かさないとカツラが駄目になってしまいます！」

　俺は新郎円山さんの頭からカツラをむしり取ると、ハンカチで拭ふいてから、その場でバタバタと振って乾かした。すると、ステージの下から詩し織おりが俺に一言。

「刀彦さん、最近のカツラは性能が良いので濡ぬれても平気ですよ」

「そうなのか？　それは失礼なことを、すいません」

　円山さんにカツラを手渡した。円山さんは、ツーっと涙を流しながら凍りついて、ナエちゃん先生は気絶した。

　聖せい良らとシェリーが連れてきた女性陣は、泣き叫ぶ円山さんを連行。ステージを降りて行った。そのとき、いつの間にか客のなかに、ズタ袋を被った集団と、銀色の全身タイツ姿の集団が紛まぎれていることに気付いた。

　連中はうわ言のように『復ふく讐しゆうじゃあ』とうめき続けている。近くにいたくるみが、

「復讐？　あー、あんたらも円山の犠牲者？　円山ならあんたらのお仲間がもう連れて行くところだよ」

　くるみが指差した方向を見ると、集団は震えながら、

「そうか、あいつが全すべての黒幕だったのか……血の制裁を……血の制裁おぉおおお！」

「■■■■■■■■■■■■■■■■!!」

　ズタ袋の集団は怨おん霊りようのような声をあげながら、銀色の全身タイツ集団はどこの言語かわからない絶叫をあげながら全力疾走。

　女性陣に連行される円まる山やまのもとへと殺到した。

　莉り子こは青ざめながら、あわあわとくちびるを震わせる。

「かか、刀かたな彦ひこ君、これ、どうしよう……」

「どうするも何も、まずはナエちゃん先生を起こさないと」

　有言実行。ナエちゃん先生を起こそうと歩み寄ると、背後からひとりの男性が現れる。

「だだ、大丈夫ですか苗なえ穂ぼ先生」

　細身で童顔の、頼りない感じがする若い先生だった。名前は忘れたけど、確かシェリーのクラスの担任じゃなかったっけ？

　その男性がナエちゃん先生を起こすと、ナエちゃん先生は目を開けて周囲を見渡す。

「わ、私はいったい……あぁ、そうだった。私、円山さんにだまされて、うぅ……」

　ナエちゃん先生の顔が、ふにゃっと歪ゆがんで泣きそうになる。

　そんなナエちゃん先生に、男性教師はおどおどしながら『元気を出してください。いい男なら他にもいますよ』とフォローを入れる。優しい人だな。

　すると、その様子を見たシェリーが、素すっ頓とん狂きような声を張りあげる。

「ダメだよ厚あつ別べつ先生！　いくらナエちゃんのことが好きだからって失恋して弱っているところを攻め込むなんて卑ひ怯きようだよ！」

「ん？　どういうことだシェリー？」

　俺おれの問いに、シェリーはさらにテンションを上げながら騒ぎ立て、

「実は厚別先生は前々からナエちゃんのことが好きで、結婚の話を聞いてから落ち込みまくってたの！　ナエちゃんが失恋してチャンスが巡ってきたかもしれないけど、せめて一カ月は待ってからアプローチをしようよ厚別先生！　玉砕したら慰めてあげるからー！」

　と叫んだ……マイクを握り締めたまま。

「あれ？　みんなどうしたのー？」

　大きく首を傾かしげるシェリー。静まり返る会場。

　ナエちゃん先生と厚別先生は顔を真っ赤にして、

「あの、厚別先生……いまのおはなし……」

　ナエちゃん先生と目が合って、厚別先生はぐっと歯を食いしばる。

「ッッ苗穂先生！」

「はい！」

　びくりと、ナエちゃん先生は抱き起こされたまま、姿勢を正す。

「僕と！　結婚してください！」

　すっ飛ばしおった。そこは付き合ってくださいじゃないのか、と誰だれもが思っただろう。

　でもナエちゃん先生は、やや放心気味にぽつりと、

「……はい」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　会場が爆発した。誰もが絶叫しながら歓声の声をあげる。

「刀かたな彦ひこ君！　なんか凄すごいことになっちゃったよ！　結婚だよ結婚！　凄い！」

　莉り子こは俺おれのワイシャツを引っ張りながら大興奮。手を叩たたきながらキャーキャー騒ぐ。

　シェリーの言うことはもっともだし、いきなり結婚してくださいは早い気がするけど、まぁ本人たちがいいならいいか、と俺も拍手をしておいた。

　ただ、ひとつだけ気になることがあって、俺はシェリーの笑顔を盗み見た。
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　後夜祭が終わり、片付けの作業中。俺は校舎裏にシェリーを呼びだしておいた。

　先に校舎裏で待っていると、シェリーはすぐに姿を見せた。

「えへへ♪　話ってなになに刀彦ー♪　まさか刀彦もプロポーズぅ？　イヤン♪」

　自分の肩を抱いて、シェリーは嬉うれしそうに身をくねらせた。純じゆん真しん無む垢くで可愛かわいらしい、子犬のようなシェリーに、俺は尋ねる。

「シェリーって、本当は空気読めるんじゃないのか？」

　シェリーは、キョトンとした顔で俺を見上げてくる。

「水泳大会のときも、普段はすぐ俺に抱きつくのに、逆に俺を気遣って聖せい良らに抱きつかないよう注意したし、さっきもシェリーのおかげで勇気のない厚あつ別べつ先生はプロポーズできた」

「もちろん♪　だってあたしはデキる女、入いり江えシェリーですから♪」

　両手で作ったふたつのスリーピースを頭の横に当てて、シェリーは無邪気に笑う。

　そんなシェリーに、俺は真面目な声で尋ねる。

「ああそうだよ。シェリーはデキる、イイ女だよ。でも、そんなにデキるなら、他人のしてほしいこととして欲しくないことがわかるなら、ＫＹ四天王なんて言われることもないし、ボッチになることもなかったんじゃないのか？」

「……心配してくれるんだ。やっぱり、刀彦って優しいよね」

　普段の天てん真しん爛らん漫まんな笑みをひそめて、シェリーはうしろ手を組む。

「あたしね、ちょっとだけ、友達のいた時期があったの」

　表情はやわらかいし、口調も軽い。なのに、その声音には悲しみが滲にじんでいた。

「小学生のときに日本に来て、みんなからウザイって言われて、中学に上がって、色々な小学校からあたしのことを知らない子が集まって、友達を作るチャンスだって思ったあたしはね……全部みんなに合わせたの」

　夏にしては涼しい夜風が頰ほおを撫なでる。

　大きな瞳ひとみを細めながら、シェリーは一歩、二歩と俺おれへ歩み寄り、見上げてくる。

「喋しやべりたいこと全部我慢して、話しかけられたことは全部肯定して、みんなが好きって言うものをあたしも好きって言って、みんなが嫌いって言うものをあたしも嫌いって言ったの。そしたらホラ、あたし可愛かわいくてスタイル抜群で髪も眼めも綺き麗れいだし、みんなから好かれちゃった。でもね」

　胸のふくらみが、俺の胸板に触れた。温ぬくもりを求めるように、シェリーは俺の手にそっと触れてくる。

「なぁんにもなかったよ……」

　シェリーの指が、俺の手に食い込む。

「あたしが嫌われるのなんて当然だよ。自分勝手で、周りのことなんて全然気遣わない、ワガママな子だもん。でもね刀かたな彦ひこ、あたしが自分の性格通りに喋って嫌われるなら、それって、みんな本当のあたしは嫌いってことだよね？　そんなの辛つらすぎるよ。だって、誰だれもあたしのこと好きじゃないんだよ？　あたし、どうやって生きていけばいいの？」

　はじめて聞く、切ない声だった。けれど、俺の手が冷たくなるのとは反対に、シェリーの手には熱がこもる。

「だからいまは幸せなの。だって刀彦たちに会えたもん♪　合わせるんじゃなくて合わさっちゃう。気遣うんじゃなくて、してあげたくなっちゃう。あたしの想おもいを口にすることを許してくれて、口にした想おもいを吟味した上で良よし悪あしを決めてくれる刀かたな彦ひこたちに会えたもん♪　ＫＹ四天王なんて言われてなかったら、あたし一生みんなに会えなかったよ♪」












　鈴の音のように声を震わせながら、シェリーはぎゅっと俺おれに抱きついてくる。俺の耳元で、シェリーはいつも通り、無邪気に喜んでくれる。

「だから刀彦、これからもいっぱいお喋しやべりしよ♪　それであたしがイケナいこと言っちゃったら怒って♪　そうやって、ずーっとずーっと、みんなで一緒にいようね♪」

　みんなで、と言われて、俺は聖せい良らの言葉を思い出す。

　聖良は前々から、俺らに卒業したら専属執事になれだとか誘ってきている。くるみにも、ハーレム宣言をしていた。

　学校を卒業したら、ＫＹ部のみんなで、聖良の家で暮らす。確かにそれは、凄すごく楽しそうだし、魅力的なお誘いだ。でもそのとき、俺は聖良に、どう接したらいいのだろう。

　そうやって悩んでしまうと、シェリーが俺の耳から顔を離して、イタズラっぽく笑う。

「ねぇねぇ刀彦♪　あたしのこと好き？」

「大好きだよ。ありのままのシェリーがな」

　あまりの可愛かわいさに、即答してしまった。

「えへへぇ♪　せいらんも刀彦も優しいからどっちも好きぃ♪」

　やっぱり、飾らないシェリーは最高に可愛かった。

　入いり江えシェリーっていう特別な人格に、俺はどうしようもなく惹ひかれてしまう。

「ありがとうなシェリー。はじめてだよ、こんなに楽しい学園祭は」

　やわらかい月明かりの下で、シェリーは笑顔をはじけさせる。

「どういたしまして♪」

　シェリーたちと、ずっと一緒に。そんな気持ちが、俺の心に芽生えた。


　　　◆



　卓たく哉やが救急車で運ばれ、ナエちゃん先生が厚あつ別べつ先生と結婚した七夕祭の夜。

　家のリビングでポケヒロをやっていた俺は、そろそろ寝ようと自分の部屋に戻った。

　廊下を歩き、自分の部屋のドアを開けて……。

「遅いぞかー君。いくら夏とはいえ、愛するお姉さまを水着姿でいつまで待たせる気だ？」

　青い極細のヒモに、僅わずかな布地部分がある程度という水着モドキに身を包む（包めていない）紗さ希き姉が、モデルポーズで待ち構えていた。

　人間の反応速度を超える、百分の一秒で部屋のドアを閉めて、俺は小声で叫ぶ。

「また何を馬鹿な格好しているんだよッ」

「馬鹿とはつれないな。昼間の水泳大会では満足に水着姿を披露してあげられなかったから、こうしてわざわざかー君用の水着を見せに来たというのに」

「え？　俺用？」

　露出率九九パーセントの爆乳を前に、感覚だけで、両目が血走っていくのがわかる。

　去年よりも……確実にデカくなっている……だと……!?

　特大のマスクメロンを、贅ぜい沢たくにふたつ並べたような大きさのおっぱいには、明らかにサイズが合っていないヒモが食い込み、そのやわらかさと肌のみずみずしさを強調して、俺おれの本能に呼び掛ける。両目を限界まで開眼させて、まばたきを封印した。

「だって、愛するかー君以外の男に、私の肌を晒さらすなんて恥ずかしいじゃないか」

　胸ヒモは、爆乳の頂点部分だけが、かろうじて布地と呼べそうな形状になっている。

　それでもその面積は極小で、淡いピンク色が見えないのが不思議なくらいだ。それくらい、布地は小さいのだ。

「だからこれは水着だが、水場で着ることはない。かー君とふたりっきりのとき限定だ」

　あまりに暴力的な魅力を誇る爆乳を強調するように背を逸そらす紗さ希き姉。無意識なのか、そのせいで、露出率九九・五パーセントの局部まで強調されて、俺の視線を釘くぎづけにする。

　おっぱい同様、何な故ぜ残りの〇・五パーセントが見えないのかが不思議でならない。

　なんでその細さで見えないんですか!?　なんでズレないんですか!?

　いや見たことあるけど！　お風ふ呂ろ場ばとか全裸で添い寝してくるときにそのヒモの下がどうなっているか見て知っているけど！

　でも中途半端に隠されると気になっちゃうんですよ！　だって男の子だもの！

「それともかー君は……」

　俺に流し目を送る紗希姉は、人差し指を甘あま嚙がみしながらセクシーな仕草で腰をひねった。

「お馬鹿さんには見えない水着のほうがお好みかな？」

　露出率一〇〇パーセントのヒップがお目見えした。

　極細のヒモは、尻たぶの谷間に吞のみこまれて、完全に消失している。

　高校生離れした爆乳に爆尻。

　紗希姉が持つ二大超兵器の前に、鼻の粘膜が破裂。鼻の奥に血の匂においが充満していく。

　男子高校生なら、ここまで露骨にエロ推しをされると、ドン引きしてしかるべきだろう。

　こんな、下品と言ってもいいくらい大きなお尻とおっぱいはもて余してしまうだろう。

　なのに、紗希姉のお尻とおっぱいは超常的な弾力でキュッと持ち上がり、美女神ヴイーナスの曲線を引いて黄金比を保っている。

　どれだけ豊かになっても、だらしなさや下品さを伴わない。

　むしろ大きく豊満になればなるほどに性的、否いな、聖的魅力を増大させていく。

　紗希姉は爆乳にして美乳、爆尻にして美尻。極上の極限極致、極乳極尻の持ち主なのだ。

「あと、かー君に見せる用の水着を五着ほど持ってきているのだが、見てくれるだろう？」

　ゾクリとするほど妖よう艶えんな瞳ひとみに、俺はヘドバンよろしく、全力で首を縦に振った。

「では次の水着だ」

　しゅるりと、紗さ希き姉が身に着けていたヒモが投げ捨てられた。

　おっぱいの残る一パーセントが、局部の残る〇・五パーセントが、いままでに何度も見てきたはずの聖域サンクチユアリは、焦らしに焦らされ続けたせいで、普段の何倍も刺激的になって脳髄を焼きトロかしてきた。腰くだけになって、声にならない悲鳴をあげてしまう。

「何を驚いている？　だって、脱がないと着替えられないではないか。だろ？」

　足腰に力が入らず、立てずにいる俺おれに、紗希姉は告げる。

「ふふ。あと四回……焦らしてから脱ぐからな♥」

　その夜。俺の理性は満まん身しん創そう痍いになるまで戦い抜き、文明人としての矜きよう持じは原形を留とどめた。


　　　◆



　刀かたな彦ひことはまったく関係ない、別の話だが、世界の裏側のとある地にて、

「駄目です総本部長！　火力が違い過ぎます！」

　廃はい墟きよと化した市街、その乾いた荒野の上でのことだ。

　武装した男たちは仮設前線基地である廃屋のなかで、泣きごとを漏らしてしまう。

　周囲からは絶え間ない機関銃の炸さく裂れつ音おんと硝煙の匂においがたちこめ、ロケットランチャーの爆発音は、もう三度も聞いている。

　レンガでできたこの廃屋は爆音に揺れ、天井からは埃ほこりと梁はりの木き屑くずが舞い落ちてくる。

「くっ、一カ月前にグランドマスターが逝去したからといい気になりおって」

　総本部長は、部下たちを逃がし自分だけが犠牲となる特攻作戦の実行を試みた。

　だがそのとき、戦場にひとりの戦女神が降臨する。

「宴の時間だ」

　男たちの前に立っていたのは、返り血に染まった赤い着物姿の老婆だった。手には使いこまれた旧式の自動小銃を構え、闘志に燃えた双そう眸ぼうは八〇を超える老婆とは思えなかった。

『あ、貴方あなたはグランドマム！　貴方が何な故ぜここに、末期癌がんに侵され引退したはずでは!?」

　背筋が凍るほどに美しく笑い、老婆は窓の外、敵勢力を視線でねめつける。

「近所の高校でいいもんを見てね、寿命が延びちまったよ……さてと、敵は資本主義の武器商人。こっちは戦争屋。誰だれが使われる者で、誰が使う者か解わからせてやろうじゃないか」

　老婆が声帯を震わせるほどに、男たちの目には生気が蘇よみがえっていく。老婆の存在は、それほどに大きかった。

「戦線はあたしが切り開く。ついてきな、ベイブ共」

『アイッマム！』

　この日を境に、裏社会に新たな秩序が生まれた。一カ月で塗り替わった権力闘争の勢力図は一掃され世界大戦は回避された。間接的に表社会も救われ、世界は今日も平常運転だ。

　来らい泉せん聖せい良ら。好む好まざるとは関係なく、日々世界のパワーバランスに影響を及ぼす少女。

　そんな少女が伴はん侶りよに選ぶ男とは、どんな男なのだろうか？







　それは、七夕祭が終わった次の土曜日の昼過ぎのことだった。

　今日は俺おれ、莉り子こ、シェリー、詩し織おりの四人で、聖せい良らの家に泊まる予定になっている。

　聖良からのメールによると、三時ごろに家の外で待っているようにとのことだ。

　なので、言われた通り家の外に出ようと、俺は玄関で靴を履いて、ドアノブをひねった。

　外へ出ると、七月の熱い日差しが目に刺さる。

　手でひさしを作りながら門を抜け、道路に出た直後、黒塗りのバンが法定速度以上の速さで猛然と迫って来た。かわす暇もなく、襲いかかるバンは俺の前で急停止。なかから燕えん尾び服ふくの執事っぽい女と、黒いゴス風メイド服に身を包んだ巨乳爆乳美女たちが降りてきた。

　驚く間もなく、連中は俺の口元を抑え、バンのなかへと詰め込み、バンを発進させた。

　時間にして、三秒とかからなかったろう。

　身動きが取れない俺から、美女たちは衣服を剝はぎ取とり、違う服を着せていく。

　そのあいだ、俺はただひたすら、その美女たちを観察する。

　これが誘拐だとしたら、どうして俺が狙ねらわれる？　身代金を要求するなら、俺じゃなくて紗さ希き姉だろ。それに、兄貴ならともかく、俺を誘拐したって、母さんはお金はおろかうまい棒一本出さないだろう。むしろ犯人と共謀して俺の内臓を売りさばき、その分け前を要求したとしても、俺は一切驚かない自信がある。

　母さんは普段から、振り込め詐欺のニュースを見るたび『お母さんは絶対に引っかからないね。だってあんたを助けるのに和解金が必要って言われたら、うちにそんな子はいませんて言うから』と笑っているほどだ。

　なぜだか上等なスーツ姿に着替えさせられると、今度は美女たちがたわわな胸を俺に押しつけながら抱きついてきて、俺の身柄を押さえてくる。

　仕方がない、これほどのてだれなら素人の俺が暴れても逃げだせないだろうし、おとなしく捕まっておこう。決して、この素敵な感触を楽しんでいたい、なんて考えていないぞ。

　そうして、俺が連れてこられたのは、一軒のお屋敷だった。

「ここってもしかして？」

　巨大な鉄製の門を抜け、長く高い塀に囲まれた敷地に入ると、俺はバンを下ろされた。

　そのまま美女たちに胴上げでもされんばかりの勢いで運ばれながら、四季折々の花が咲き乱れる庭園を抜け、お屋敷の玄関から、広いロビーの床へと立たされる。

　そこで待っていたのは……。

「あら刀かたな彦ひこ、よく来てくれたわね♪　ワタシの家へようこそ♪」

「ちゃっほーい♪」

「どうもです」

「か、刀かたな彦ひこ君だいじょうぶ？」

　ドレス姿のシェリーと詩し織おり、それに莉り子こを侍はべらせた聖せい良らが、笑顔で俺おれを出迎えた。

「お嬢様。ダーツで決めた通り、胸の大きな美人のお姉さんたちに無理やりさらわれ車のなかでもみくちゃにされる経験、を刀彦様に味わっていただきました」

　執事のような燕えん尾び服ふく姿の女性が敬礼をすると、聖良は腰に手を当てる。

「そう、それで首尾は？」

　女性執事は、ほのかに頰ほおを染めながら、

「大変……堪たん能のうしていただけたようです。いまでもその、私のふとももに、刀彦様の余韻が残っていますので」

「「余韻？」」

「不可抗力だ！」

　莉子とシェリーが首を傾かしげると、俺は前まえ屈かがみになりながら叫んだ。

　すべては若さのせいなんです！　そうなんです！

「つかダーツって、聖良お前どういう決め方しているんだよ……」

「あら、男子に人気の漫画を一〇〇冊読んでワタシなりに考えた二〇のサプライズのひとつなのだけれど、もしかして怒ってる……？」

　可愛かわいい聖良に眉まゆ根ねを垂らされると、なんだか罪悪感が湧わきあがる。

「いや、まぁ、別にいいよ。貴重な体験だったし」

「そう、ならよかったわ。さ、一緒に部屋へ行きましょう」

　聖良に連れられて、俺らはぞろぞろとロビーの中央階段を上がり、三階へと上がった。

　それにしても、思ったよりは小さい家だな。

　ざっと見た感じ、敷地は学校のグラウンド六つ分。

　お屋敷の大きさは学校より少し大きいくらいだろうか。

　俺の家が犬小屋に感じるくらい大きくて立派な家だけど、日本企業の資産ランキングだかのベスト五に入るほどの大富豪にしては、ちょっと拍子抜けである。

「聖良、お母さんはいまいないの？」

「いないわよ、だってここはワタシの家だもの」

　莉子の問いに、聖良が少し嚙かみ合あわない返答をした。

「うん、だから聖良の家だから聖良のお母さんも住んでいるはずでしょ？」

「お母様ならお父様の家で暮らしているわよ？　ここはワタシの家だから、何日か滞在することはあるけど、お母様がここに暮らすわけないじゃない」

「へ？」

　未いまだに理解できていない莉子とは違い、俺はなんだか聖良の言いたいことが見えてきた。

「なぁ聖せい良ら。この家って……」

　大きな扉の前に着くと、聖良はくるりと振り返る。

「ここはワタシの中学校の入学祝いに、御お爺じい様さまが家宝の仏像と一緒にプレゼントしてくれた、ワタシの家なの。御爺様には三八人の孫と十一人のひ孫がいるのだけれど、孫とひ孫は小学校を卒業すると屋敷をもらえるの。そこで一城の主あるじとして帝王学を学ぶのよ」

「我々は皆、お嬢様が手ずから選び、採用された使用人なのですよ」

　うしろから着いてきていた美女メイドと女性執事軍団の先頭が、そう補足する。

　なるほど、このお屋敷は文字通り、聖良の家、というわけか。

「ところでお嬢様。先程また、お見合いの話が来ましたが？」

　お見合い、という単語に、俺おれらは動揺してしまう。けれど、肝心の聖良は朝食時にコーヒーのおかわりを断るぐらい気のない声を出す。

「じゃあいつも通り倉庫に運んでおいて。冬になったら暖炉にくべましょ」

「承りました」

「くべるの!?」

　莉り子こが鋭くツッコむと、聖良は優雅に笑う。

「いまの社交界に、ワタシ好みの男はひとりもいないわ。そもそもその気があるならお見合いではなくて、直接ワタシを口説きに来なさいよ。ま、来らい泉せん家けとのコネクション目当ての連中が来ても追い返すだけだけどね」

「来泉家は日本のみならず、各国の政界にも顔が利くので、お嬢様は引く手数多あまたなのです」

　女性執事のひとりが、そう補足してくれた。

　どんだけ権力あるんだよ来泉家……。

「いくつかは奥様の推薦もありますが」

「関係ないわ。それと、無理やりお見合いのセッティングをしたらボイコットするとお母様に伝えておいて」

　我が道を進む唯我独尊ぶりに、俺はつい笑ってしまう。

「聖良らしいな」

「素敵でしょ？」

　自信たっぷりに背を逸そらし、聖良は可愛かわいく微笑ほほえんだ。

「ではお嬢様、何かありましたらお呼びください」

　慇いん懃ぎんな動作で頭を下げてから、燕えん尾び服ふくに身を包んだ美女執事、それに黒いゴシック風のメイド服と普通のメイド服を着た美女メイド軍団は踵きびすを返して、廊下の奥へと消えた。

「なぁ聖良、あの人たちの服は？」

「ワタシの趣味よ。それよりどうぞ、ここがワタシの部屋よ」

　聖良が扉を開けると、そこは高級ホテルの最上階を陣取るペントハウスのような空間だった。正面には広いバルコニーが広がり、左右の壁には、別室へつながるドアがある。床には目に優しい青緑色の絨じゆう毯たんが敷かれ、セレブの世界には疎い俺おれの目から見ても、高そうなソファやテーブル、チェストなどの調度品が無駄なく配置されていた。

　そして、その床を可愛かわいらしい小動物たちが駆け回っている。

「なにこの子可愛い」

　そう言って声をあげたのはシェリーだった。

　最初に俺らのもとに駆け込んできたのは、もっちりとしたまんまるボディに灰毛の、コアラみたいな生き物、ウォンバットだった。

　ウォンバットは聖せい良らの両足のあいだを８の字に駆け回り、足首にじゃれついてから、仰あお向むけになって短い足をぱたぱたさせはじめる。

　なにこの可愛い生き物！　お前の野性はどこに行った!?

　そういえば前、病院で聖良はウォンバットが好きだと言っていたな。

　と俺が思い出すあいだに、聖良は笑顔でウォンバットを抱きあげ、シェリーに手渡していた。シェリーは両目を輝かせてウォンバットに頰ほおずりをして、抱っこされるウォンバットはご満悦の表情でシェリーに甘えている。

「ちなみに、全員女の子よ」

　ペットは全員メスで統一か……執事も女の人しかいないし、ここって本当に女の園だな。

　詩し織おりは……薦められるまでもなく、メインクーンという長毛種の猫と、くりんとカールした尻尾しつぽの可愛い柴しば犬いぬを両手で抱き締めている。その顔は無表情ながら、頭上には『ドキドキ　ぽわぽわ　キュンキュン』という文字が大量に浮かんでいる……気がする。

「あ、この子たち人なつっこいね」

　笑顔で喜ぶ莉り子この右肩にはハムスターが、左肩にはリスが乗っていた。

　その姿に、聖良も笑顔が止まらない。

「まぁ♪　やっぱり同族はわかるのね」

「小こ里り洲す莉子。お前本当にリスなのかハムスターなのかハッキリしろよ」

「わたしは人間だもん！」

　俺の追及に、莉子は頰をふくらませながら抗議した。

　その横で、ハムスターとリスも負けじと頰を膨らませる。

　友達の真ま似ねっこをする幼児のようで、たいそう可愛い。

「なっ、ハムスター園児が分身したわ！　どれが本物なの!?」

「真ん中がわたしぃ！」

　莉子が怒ると、肩のリスとハムスターも可愛く鳴き声をあげてシンクロした。和むぜ。

「そうだ。みんながうちに来たらやりたいことがあったのよ。こっちに来てくれる？」

　聖良に導かれるがまま、俺らは右手のドアをくぐり、隣の部屋へと移動した。小動物たちも、俺おれらの足もとにちょこちょこついてくる。

　そこは寝室のようで、部屋の中央には、俺のベッドの三倍は大きい、天てん蓋がい付きのベッドが鎮座している。くわえて、寝室はまるで貴族のお屋敷のような内装だった。

　床は赤絨じゆう毯たんで天井はシャンデリア装備。調度品はアニメや漫画で見るような、お姫様の部屋まんまのアンティーク揃ぞろいだ。

「じゃあ刀かたな彦ひこはここに足を広げて座って」

　ベッドの中央を手で叩たたかれて、俺は言われるがまま、足を広げて座った。

「詩し織おりはワタシの左、シェリーはワタシの右ね、そして莉り子こはこっち」

「わわ、聖せい良らっ」

　聖良は莉子を抱き上げると、なんと俺にもたれかかるようにして座って来た。俺に背中を預けながら自身は莉子を抱きしめ、詩織とシェリーが左右から聖良に抱きついた。

　俺ら四人で、聖良を包み込む形となる。まるで俺ら五人が一体化したようで、みんなの体温が伝わってきて、心が満たされる。

　なんだか、ものすごく落ち着くというか、安らぎを手に入れた気がしてしまう。

　いや、それじゃまるで、俺が寂しい奴やつみたいじゃないか。

　俺の脳内に、服を脱ぎながら紗さ希き姉が現れる。

『何!?　かー君は寂しいのか!?　待っていろ、いまお姉ちゃんが温ぬくもりを！』

　紗希姉が言いそうなイメージを振り払って、俺は聖良の表情を確認した。さっきから無言の聖良は、普段からは想像できないほどゆるみきった顔で、遠い目をしている。

「あぁ、なんだかこの世のすべてを手にした全能感に満たされるわ。いまなら巨大帝国を築きあげたアレクサンドロス大王三世の気持ちがわかるわね」

「大げさだなおい」

「だって夢だったんだもの。大人になったら、毎日こういう生活がしたいわ♪」

　聖良の言葉に、胸がチクリと痛む。

　そのとき、俺はどういう立場で聖良の隣にいるのだろう。聖良の想おもいに応こたえられない俺が聖良の隣にいて、それでも聖良は笑ってくれるのだろうか。

「あれ？　ねぇ聖良、もしかしてあれって……」

　意識を現実に引き戻される。莉子が指差した先には、西洋貴族風の部屋には似つかわしくない、金ぴかの千手観音像が飾られていた。

「ええ、あれが本日御開帳の秘仏よ」

「あんな簡単に!?　え？　お披ひ露ろ目め式とかないの？　こんな簡単でいいの？」

　パニックを起こす莉子に、聖良はキョトン顔で首を傾かしげる。

「だってみんなを呼ぶための口実だし、お雛ひな様さまだって年に一度しか出さないじゃない。似たようなものよ」

「なるほど、お雛ひな様さまを出すのにいちいちお披ひ露ろ目め式なんてしないよな」

　うちは男兄弟ふたりなので、年に一度、五月になると五月人形を出すけど、気が付いたらリビングに飾っていて『ああ五月人形出したんだ』と思うだけだ。

「刀かたな彦ひこ君はもっと聖せい良らに疑問を持とうよ！」

「別にいいだろ。俺おれらだって別に仏像マニアってわけじゃないんだし、それより聖良」

　莉り子こが千手観音を見つけたように、俺もちょいと気になるものを見つけた。

「ベランダにデカい笹ささが飾ってあるけど、七夕が終わってもしばらく飾る感じか？」

　俺のあごで指した先のベランダには、立派な笹が飾られていて、たくさんの短冊をすずなりにぶら下げていた。

「違うわ。旧暦の七月七日はいまの八月頃で、例えば北海道とか、八月七日に七夕を祝う地域もあるのよ。だからうちでは旧暦と新暦、両方を祝うために、七月に飾った笹を八月いっぱいまで飾るの。そうすれば、織姫と彦ひこ星ぼしがどっちの暦で来ても見られるでしょ？」

　あとでみんなも短冊を書きましょうね、と言って、聖良はベッドから降りた。そうしてチェストの引き出しから数枚の短冊を取り出して、ペンと一緒に俺らに手渡してくれる。

「ノルマはひとり最低三枚。人生は一度切り、明日の朝までに欲望の限りを書くのよ」

　そう言って、聖良は俺に微笑ほほえむ。

　その表情があまりに幸せそうで、俺は頷うなずくしかなかった。

「りこりんは背が伸びますように、だよね♪」

「はうっ、なんでわかるの!?」

「あと胸が大きくなりますように、と書くんですよね？」

「書かないもん！」

　みんなは早くも書きはじめている。

　でも、聖良の家の短冊に、俺はなんて書けばいいのだろうか。

　使用人たちの言葉を思い出す。聖良は引く手数多あまたで、お見合い話がたくさん来ている。

　でも聖良は、そのすべてを断ったうえで、俺を選んでくれたんだ。

　聖良の気持ちにどう応こたえるべきかわからず、悶もん々もんとした気持ちを奥歯で嚙かみしめた。
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　夕食を済ませ、またしばらく小動物と戯れながらお腹なかを休めた俺はいま、聖良の家の大浴場に浸つかっている。大浴場、そう、大浴場だ。

　想像通りというか、聖良の家の風ふ呂ろ場ばはアニメで見るような、高級旅館や成金大富豪の家のような大浴場だった。

　金ぴかライオンの口からお湯が流れているのを見たときには、思わず噴き出してしまったものだ。実際は逆なのだろうが、この風呂場をデザインした奴やつはアニメを参考にしたのではないかと思ってしまう。

「でも、本当に俺おれが先で良かったのかな？」

　聖せい良らの家の大浴場は本当にキモチ良くて、ハーブの香りも心地いいけど、男が先に入ることには抵抗がある。聖良曰いわく、自分たちはお風ふ呂ろに浸つかりながら女子トークをする予定だから、むしろ先に済ませて欲しいらしい。

　それでも引け目を感じるので早くあがろうと思ったとき、脱衣所の方から物音がした。

　まさか、風呂場のデザインだけでなく、本当にアニメよろしく、バスタオルを巻いた美女メイドたちが現れ『刀かたな彦ひこ様は大切なお客人ですから』とか言って俺の背中を流すつもりか？　だったら残念だったな。もう俺は体を洗い済みだ！　逃げる準備は万端だぜ！

　けど、脱衣所のほうから聞こえてきたのは、よく知っている声だった。

「せいらんまだー？」

「え？　あ、ああ待ってすぐ行くわ！」

　バタバタと騒がしい音がしてから現れたのは、

「お邪魔するわよ刀彦」

　バスタオル姿の聖良だった。それも、シェリー、詩し織おり、莉り子こまで揃そろっている。

　あらかじめ声が聞こえていたので、心の準備はできているが、とりあえず、

「な、なんで聖良たちが入ってきているんだよ……」

　バスタオルの露出度は、スク水と大差ないが、刺激の度合いはまるで違う。心の準備時間も短かったせいで、少なからず、動揺してしまう俺がいた。

　スク水は、女の子の大事な部分をしっかりと包み込んでいる。

　対して、バスタオルはただ体に巻きつけているだけだ。

　下からのぞけばイケナイ部分が丸見えだし、なにかの拍子にハラリと落ちてしまう可能性だってある。

　露出度はともかく、俺が無限の期待を寄せてしまっても、それは仕方のないことなのだ。

「ウフフ。ワタシのお気に入りの凡民である刀彦に、ちょっとサービスしてあげようとね」

　高校生とは思えないオトナの表情で、聖良は艶えん然ぜんと笑う。

　詩織は無表情、シェリーはニコニコ笑顔、莉子は頰ほおを染めつつうつむき気味だ。

「そ、そうか、でも俺、もうあがるから」

　みんなの白い脚線美に目を奪われながら、俺はそう告げた。心臓が高鳴り過ぎて、鼓動を打つたび、肺が圧迫されて苦しい。

「いいじゃない刀彦。もう少し、ワタシたちに付き合いなさいよ、ね」

　聖良が豊かな胸を張ると、その豊乳がやわらかく波打った。莉子を除いて、聖良たちが誇る抜群のプロポーションが、タオル一枚程度で隠せるはずもない。

　莉子を除いて、聖良たちのタオルは、三人の体のラインを浮かびあがらせ、その扇情的な胸のふくらみを、可か憐れんさに溢あふれたくびれを、包容力に溢れた腰幅をしっかりと確認できる。莉り子こを除いて……。

　詩し織おりの透けブラのときと同じく、つい、バスタオルの下を想像してしまう。

　もしも、もしもあのバスタオルが落ちたら、みんなの……が御開帳してしまう。

　若さのおもむくまま、文明人の恥晒さらしと言われても弁護の余地がない期待に全身を漲みなぎらせていると、聖せい良らが最後のくびきを打ち込んできた。

「ねぇ、刀かたな彦ひこ。この下、気になる？」

　聖良が、バスタオルの胸元をわずかにゆるめた。

「ッッッッ!?」

　何も言えず、俺おれはただ顔をこわばらせる。

「刀彦にだったら、見せてもいいかしら……」

　そう口にしながら、聖良がバスタオルをゆるめていく。豊満な胸の谷間が、ミリ単位で姿を現す。詩織とシェリー、それに莉子も、聖良に合わせてバスタオルをゆるめていく。

　赤く色づいた頰ほおで、聖良は目を細める。

「ねぇ刀彦……こんなことをするのは、刀彦だけなんだからね」

　艶つやっぽい声でそう言って、聖良たちは、バスタオルを脱ぎ捨てた。

「なんて残念でした。ちゃんと水着は着ているのよ」

「ッッッッ!!!?」

　聖良の言うとおり、シェリーたちはビキニ水着を着ていた。でも、俺の視線はシェリーの青い水着や、詩織の黒い水着、莉子のオレンジ色の水着ではなく、聖良のサクラ色にのみ注がれている。その聖良の格好を見て、莉子も俺と一緒に硬直した。

「せ、聖良……水着……してな……」

「ふふ、刀彦ったら、顔真っ赤にして、表情ガチガチで、ぷるぷる震えちゃって♪」

　紗さ希き姉にも迫る、大きくたわわに育った豊乳が、聖良の動きに合わせて柔軟に揺れ動き、サクラ色の軌跡を描く。一部の男子なら、もてあましてしまいそうなほどに量感溢あふれるおっぱいは、けれどあまりにも形の良よい美乳のため、少しも不自然さを感じない。

　聖良は体にしなを作りながら、上から目線に、

「もしかして、本当にワタシたちの裸を見られると思ったの？　もう、エッチなんだから」

　ぐっとくびれたウエストに、美しすぎるおへそがアクセントとなり、もはや芸術品の域に達している。その華きや奢しやなウエストとは相反するように、大きくせり出した腰幅は、聖良のやわらかさの象徴とも言えた。

　聖良は頭のうしろで両手を組んで、その場で仁王立ちになる。

「でもそうね、もしも貴方あなたがワタシのものになるのなら、ご褒美として下着姿くらいは許してあげてもいいわ」

　聖良の肌は産毛一本生えていなくて、すべすべの陶磁器を思わせる。そんな肌がおへそ、下腹、さらにその下へと続いて、女神の体をなぞるなだらかな曲線は途中で曲率を変える。

　紗さ希き姉の裸にすら慣れていないのに、同じくらい魅力的な、また別な女の子の裸となれば新鮮さも加わって、余計に刺激的だった。

　聖せい良らの艶あで姿すがたに、鼻の粘膜は一瞬で決壊。大浴場の湯を、鼻血で真っ赤に染めあげていた。

　俺おれの興奮度合いに、聖良はますます頰ほおを染めながら、やや眉まゆ根ねを垂らす。

「流石さすがに、この水着は小さすぎたみたいね……でもまさか、水着姿で鼻血を流すなんて、刀かたな彦ひこって、本当に純粋なのね……まぁ、そこがいいのだけれど」

「だから、ッッ、聖良！　水着忘れてる！」

　莉り子こが絶叫すると、シェリーが目を丸くする。

「せせ、せいらんブラとパンティイイイイイイイ!!」

　続けて、詩し織おりが思い切り無表情を崩して赤面。可愛かわいい声で説明する。

「せ、聖良さん、まさか慌てて来たせいで……」

「ん？　……え？　!?」

　自身の体を見下ろして、聖良の時間が止まった。

　バスタオルを脱いだ聖良は、ブラも、パンティも身につけておらず、ありていに言えば、弁護の余地がないほど、完膚なきまでに、一糸まとわぬ全裸だった。

　聖良の体は凄すごかった。凄過ぎた。

　筆舌つくしがたいほどに凄過ぎて、思春期男子が目にしていい刺激量ではなかった。

　聖良の言った言葉は彼女自身へ返り、顔を真っ赤にして、表情をガチガチに硬くして、ぷるぷる震えてから、両手で大切な場所を抱き隠した。

「いヤぁあんッ！　見ちゃだめぇ！　ワタシの！　ワタシのスベテがぁあああああ！」

　内うち股またになって悲鳴をあげてから、聖良は前まえ屈かがみになりながら反転。俺の視界が、豊乳と並ぶボリュームの暴力に晒さらされる。

　セクシー過ぎるヒップラインを見上げてから、俺は顔面を湯船に叩たたきつけた。

　お湯に浸つかった流血は止まらず、俺の意識は三さん途ずの川へといざなわれた。
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　しばらくして、俺はちょっとマズイ状況になっていた。

　夏ということもあり、シアタールームにて、聖良の提案で怪談系ホラー映画を見ているのだが、聖良は、時々こちらをチラ見しては、赤い顔でうつむいてしまう。莉子たちも、なんだか落ち着かない様子だった。

　謝ったほうがいいのか……それとも、触れず、なかったことにするべきか……。

　気まずくて、俺はメイドさんたちがテーブルに用意した大量のジュースに手をつける。

　それにしても、ジュースの量多いな……。

　結局、聖良に謝るべきか決められないまま、ホラー映画は終了した。

　聖せい良らとは、終始気まずいままだった。

　その後の深夜。俺おれらはひとり一部屋ずつ用意された部屋にて就寝していた。

　底なしの気まずさのせいで、聖良とはまともに口をきいていない。やっぱり謝ったほうがいいのだろうか、という考えと、触れず、なかったことにしてしまったほうがいいのだろうか、という考えが頭のなかをぐるぐる回って寝付けない。

　すると、不意に部屋のドアが開いて、誰だれかが遠慮がちに入ってくる。

「刀かたな彦ひこさん、起きていますか？」

　声の主は、詩し織おりだった。

　詩織は内うち股またで、両手を股こ間かんのあたりで、もどかしそうにもぞもぞと動かしている。

「ん、どうした詩織？」

　暗くら闇やみのなかでも、声だけで、詩織の顔が赤いことは容易に想像できた。

「その、トイレについてきてくれませんか？」

　ホラー映画とジュースの飲みすぎ、このダブルパンチが利いたらしい。

　俺は優しく返事をして、詩織のトイレにお供した。

　けれど予想外だったのはそのあとだ。詩織はひとりでは怖くて眠れないので、一緒に寝て欲しいとお願いしてきた。流石さすがにそれはまずかろうにと思ったが、涙目で懇願されては断れなかった。

　そんなわけで、俺のベッドに詩織を招き入れ、一緒に眠るのだが、今度は……。

「刀彦ぉ、起きてる、よね♪　ね♪」

　シェリーだった。詩織のトイレについていった手前、シェリーだけ断るわけにもいくまい。というわけで、シェリーのトイレにもついていき、シェリーも一緒に寝たいと懇願。

　右側にシェリー、左側に詩織を寝かせ、俺は眠りについた、その一分後。

「刀彦、またシェリーと詩織を独り占めしているわね！　独占禁止法を知らないの!?」

「いや、ふたりのほうから頼んできたんだけど……」

「じゃあ仕方ないわね。ワタシもここで寝るわ、仕方なく！」

　そう言って、聖良が一方的に俺の布団に潜り込もうとしてきて、そこへ莉り子こが、

「うぇえん、なんでどの部屋も誰もいないのぉ～、誰かトイレについてきてよぉ～」

　べそべそ泣きじゃくりながら入ってきた。

　結局、俺ら五人でぞろぞろトイレへ行くことになった。

　そして、これが最後のイベントだと信じたい事件が終わると……。

「うーん、まさに夢心地ね」

「なぁ聖良、本当にこれで寝るのか？」

「あら不満？」

「不満、ていうかよぉ」

　夜とはいえ暑いので、かけぶとんはかけず、俺おれらは聖せい良らの部屋の巨大な天てん蓋がい付きベッドに寝転んだ。その配置は、聖良を中心として、聖良の右にシェリー、左に俺。小柄な莉り子こはシェリーと聖良のわきの下にしまいこまれるようにして寝て、詩し織おりは聖良と俺のあいだで猫のように丸くなっている。

　俺の体には、聖良と詩織の豊満な体しか触れていないのに、ふたりの体を通じて、シェリーと莉子の体温も伝わってくるような気がした。

「あたしはこういうの好きだよ♪　スキンシップスキンシップー♪」

「これなら、オバケが出てきてもだいじょうぶかな」

「大好きな聖良さんと刀かたな彦ひこさんに挟まれて良いい気分ですよ」

　みんなは満足らしいので、文句も言えない。

　みんなの声は嬉うれしそうにはずんでいて、もう気まずさなんてどこにもなかった。それだけは歓迎すべき出来事だと思う。

「ふふ、学校を卒業したら、毎日こうして寝ましょう♪　じゃあ刀彦、おやすみなさい」

「お、おう。おやすみな」

　聖良の上機嫌な声に返事をして、気づいた。

　もしかすると、これはすべて聖良の作戦なのではないだろうか？

　よく考えてみると、ホラー映画を見るよう提案したのも、ジュースを大量に用意させたのも、トイレのある廊下のどの部屋に誰だれが寝るかを決めたのも聖良だ。

　俺らＫＹ部のあいだに流れる気まずい空気を払うため、聖良はこうなることを計算して、わざと仕組んだのではないだろうか。聖良なら不可能ではないだろう。

　俺の横で幸せそうに目をつむる眠り姫様の横顔に、心のなかで小さく感謝をした。

　やっぱり、聖良は魅力的な女の子だ。

　優しくて、友達思いで、他人のために迷わず行動できて、頭が良くて……何よりも、俺のことを理解してくれる女の子。

　聖良と恋人同士になれたら、きっと、俺は幸せになれると思う。そう、俺だけが……。


　　　◆



　次の日の日曜日の朝。やたらと手の込んだ朝食を食べ終わり、聖良の部屋に戻ろうとすると、顔色のすぐれないメイドさんが食堂に姿を現す。

「お嬢様。先程奥様が、こちらの方とお見合いをするように、と」

　またまたのお見合い話。でもメイドとは違い、聖良の表情は変わらない。

「お母様もしつこいわねぇ。てきとうに断っておいて。さぁみんな、ワタシの部屋で残りの短冊でも書いて飾りましょうか？　それが終わったら庭のプールで泳ぎましょ♪」

　早くもお見合いのことを忘れ去る聖良に、俺はつい可お笑かしくて笑ってしまう。

「聖良って本当にブレないな」

「それがワタシの魅力よ」

　威厳たっぷりに大きな胸を張り、聖せい良らは可愛かわいく微笑ほほえんだ。

　俺おれらの和やかな空気が引き裂かれたのは、そのときだった。

「聖良、来週、お見合いをなさい。相手はもう決めてあるわ」

　食堂のドアを開けながら、ぶしつけにそう口にしたのは綺き麗れいな、けれど毒のある女性だった。背が高く、黒いタイトドレスで包むのは、スイカ大の胸を持つグラマーボディだ。

「お母様!?　どうしてここに!?」

　あの聖良が驚き、声を硬くする。お母様ということは、この人が聖良の母親なのか。

　確かに聖良と同じで美人だが、聖良とはベクトルがだいぶ違う。

　聖良にはまだ、高校生の愛らしさや親しみやすさがあり、美の女神とか、愛の女神という感じがする。

　けれどその女性の美しさは、鋭く危険な香りがする。死の女神とでもいった風情だ。

「いま言ったでしょう？　お見合いの話を持って来たのよ。私の話を聞いていた？　貴女あなたって本当に頭が悪いのね」

　なんか、嫌な感じの人だな。美人だけど、この人からは魅力を感じない。

「悪いけどお母様。ワタシ、まだ結婚相手を決める気なんてないの。先方には断りを入れてくださる？」

　聖良は視線を逸そらしながら、俺らへと一歩近づく。なので、俺も聖良に一歩近づいた。莉り子こたちもそれに続く。

「そんなわがままが通じると思っているの？」

「わがまま、ですって？」

　聖良と母親の視線が、バチッとぶつかった。

「貴女あなたの姉たちは皆、しかるべき相手と婚約を結び、来らい泉せん家けの女としての務めを果たしているわ。空気の読めない子だとは思っていたけれど、口でハッキリ言えばわかるでしょう？　来泉家の女として、私の選んだこの方と婚約をなさい」

　娘に語りかける声とは思えない、冥めい府ふのように冷たい言葉だった。けれど聖良も負けていない。赤く燃える髪を輝かせながら、ピンと背筋を張って答える。

「ならその上ではっきりと言わせてもらうわ。御お断ことわり致します」

　俺は心のなかで『いいぞ』と聖良にエールを送る一方で『大丈夫か？』と心配もする。

　凜りんとした態度の娘に、母親は刃のように目を細める。

「そうやって、また御お婆ばあ様さまを悲しませるの？」

　その言葉ひとつで、聖良の表情から色が抜けた。憎しみすらこもった眼まな差ざしで、聖良は声を震わせる。どうやら、聖良の琴きん線せんに触れたらしい。

「病床に伏せる御婆様のことを持ち出すのは、卑ひ怯きようではありませんか？」

「卑ひ怯きよう？　卑怯なのは貴女あなたでしょう？　御婆様は、自分の若い頃に似ている貴女のことを特別に可愛かわいがって、貴女の花嫁姿を見るのを誰だれよりも楽しみにしているのに、貴女は今年で十七になるのに未いまだ身を固めずプラプラしている道楽娘」

　青ざめる聖せい良らに、母親はさらに告げた。

「それにこれは、来らい泉せんグループ総帥。いいえ、来泉家現頭首、来泉雷らい全ぜん様の決定よ」

「……御爺……様の……そんな……」

　聖良の顔から血の気はおろか、生気が抜けた。裁判場で死刑宣告を受けた被告のようだった。いや、被告ですら、まだ再審に望みを託し希望を持つだろう。でも、いまの聖良には、それすらも失われていた。各国の政界にも顔が利くという来泉家の頭首って言ったら確かに凄すごそうだけど、それでも聖良の爺ちゃんで、家族じゃないのか？

　文句を言おうと俺おれは前に出ようとするが、足が動かなかった。莉り子こが、美み香か子こたちにいじめられていたときとは違う。これは、聖良の親と爺ちゃんの決定だ。なら子供である聖良は、それに従うべきだろう。子供が親に逆らうのは、許されることじゃない……。

「貴女、この日本で、いいえ、この地球上で、御頭首様の決定に楯たて突ついて生きていられると思っているの？　それとも」

　聖良の母親は、俺らを一いち瞥べつしてから、聖良に詰め寄る。

「貴女の通う学校を廃校にして、お友達を地方に飛ばして、全すべてを奪われてから結婚するのが好みかしら？」

　死人のような顔色の聖良は、それでも必死に恐怖を嚙かみ殺ころす。

「みんなは関係ないわ！　もしみんなに手を出したらワタシがお母様を告発します！」

　聖良らしくない、感情的な主張だった。それはマズイと、俺でもわかる。

「法とは、地を這はう虫ケラどもに適用されるものです。社会を知らない子供が、軽々しく告発などと口にしないことですね」

　母親の声が、絶対零度の刃で聖良の訴えを刈り取った。この母親は言っているのだ。来泉家の力なら、どんな犯罪も揉もみ潰つぶせると。

　うなだれ、何も言えない聖良から視線を外した母親は、矛先を俺らに変えた。

「御友人の皆様には、お帰り願うわ。私はこれから、聖良と大切な話があるのです」

　聖良の母親が指を鳴らすと、メイドたちは悔しそうな顔で、俺らを玄関へと案内した。

　帰りの車のなかで、隣に座る莉子が、俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ね、ねぇ刀かたな彦ひこ君。さっき、どうして聖良を助けてあげなかったの？」

　それから、やや慌てた様子で言葉を継いだ。

「いや、家庭の事情に首を突っ込むのは良くないと思うよ。でも、刀彦君ならわたしのときみたいに割って入って、聖良を連れて逃げちゃうかもとか、考えていたんだけ、ど……」

　続いた言葉は勢いを失い、最後には途切れてしまう。

　シェリーと詩し織おりもつらそうに息を漏らし、莉り子こと同じ気持ちであることを訴える。

　けど、莉子の顔を見ることもせず、俺おれは脱力して、背もたれに頭を預けた。

「何言ってるんだよ莉子。俺がどうこう言っていいわけないだろ」

　車の屋根へ視線をさまよわせて、俺は告げた。

「親の決定……なんだからさ……」

　俺は静かに、目を閉じた。


　　　◆



　幼い頃。俺は変な子として、学校中で嫌われていた。教師にも、クラスメイトの親たちからも嫌われていた。そのわりを食うのは、母さんだった。

　俺が空気の読めない言動を取るたびに、みんなが言った。

『あそこの家はどういう教育をしているんだ？』

『どうせ育児放棄でもしてんでしょ？　だからあんな頭のおかしい子になるんだ』

　俺という存在が、母さんに『駄目な母親』というレッテルを張った。

　母さんはいつも俺に言った。

『なんで普通にできないの！』『他の子みたくしなさい！』『それぐらいわかるでしょ！』

　俺は、いつも母さんに怒鳴られた。いつも母さんに叱しかられた。俺は悪い子だから。母さんは何も悪くないのに、俺という存在が母さんに悪評を立てるから。

　毎日いじめられて帰ってくる俺に、母さんはいつも言った。

『これでお母さんが学校に呼ばれるの何度目だと思ってんの！』

『お母さんはちゃんとやってるのに！　なんであんたはそんななの！』

　母さんに怒鳴られる日々のなかで、幼い俺は自分に言い聞かせてきた。

　──母さんは悪くない。

　母さんは可哀かわいそうな人だ。親として、期待して子供を産んだのに。思ったのと違ったのが産まれてきてしまった。子供は、親の期待に応こたえなくてはいけない。

　それに応えられないのは、子供が悪いんだ。だから母さんは悪くない。悪いのは、全部空気を読めない俺なんだ。母さんは……何も悪くない……。

　それから、俺は母さんの言うことには必ず従うようになった。俺は母さんの子供だから。


　　　◆



　次の日の月曜日。聖せい良らは普通に登校してきて、また莉子たちを愛めでて遊んでくれた。

　みんなは聖良にお見合いの話を聞いたけれど、聖良はお見合いを自らブチ壊して破談にしてやるとノリ気だ。そして、こんなことを言う。

「そういえばボランティア部のプレートって、あの卒業生が作ったのよね。じゃあワタシたちもＫＹ部のプレートを作りましょ。もちろん、みんなの名前を入れてね♪」

　元気な聖良の姿に、みんなは安心していたけれど、俺はその姿が痛々しくて、抱き締めて離したくない気持ちに駆られてしまう。

　俺おれらを気遣い作りあげた、偽物の笑顔を浮かべる聖せい良らを見て思うのだ。

　──笑ってくれよ、と。

　でも思うだけで何もできない。親に逆らっていい理由なんて、俺には思いつかなかった。


　　　◆



　それから四日が過ぎた金曜日の夜。八時過ぎに、俺のガラケーに一通のメールが届いた。

　差出人は聖良で、近くの公園まで来て欲しいとのことだ。

　取るものも取らず、俺は急いで公園へ走った。全力疾走だった。

　昼には学校で会ったばかりなのに、ずっと会っていないような気がする。

　息を切らせながら公園へ着くと、黒塗りの車が停とまっていて、公園の中央には聖良が佇たたずんでいた。

「聖良！」

　体は重いけれど、疲れなんて感じなかった。力いっぱい聖良の名前を叫んで、彼女のもとへ駆けつける。

「刀かたな彦ひこ……」

　穏やかな声で、聖良は俺の名前を呼んでくれる。

「聖良……」

　そこに、世界を振り向かせるような美び貌ぼうを持つ、女神を自称する彼女はいなかった。

　砂の城の上に立っているように頼りなくて、こちらが心配してしまうほど隙すきだらけの少女がひとり、神へ祈るように俺を見上げていた。

「あのね刀彦。わたし、結婚するの……」

　儚はかなく微笑ほほえみながら、聖良は俺に語る。

「お見合いは明日の正午に決まったわ。シルバービル八〇、シロガネの間までね。これで、おばあ様に花嫁姿を見せてあげられるの、素敵でしょ？　それにね、結婚すれば、いまの高校にも通い続けていいって。ううん、それだけじゃないの、刀彦たちを専属の使用人として雇って、一緒に暮らしてもいいって言うの」

　やめろ、そんな言葉を口にするな……。

　俺が歯を食いしばっても、かつて燃える赤髪を光らせ、高飛車に語っていた彼女は言う。

「すごいでしょ？　ぜぇんぶわたしの思い通り。刀彦、貴方あなたはわたしの専属執事よ。可愛かわいいシェリーや詩し織おり、莉り子こも一緒に、楽しく暮らすの。お邪魔な夫がひとり混じるけど、気にしないで。夫なんて女にとってはただのアクセサリーだもの」

　頼むからやめてくれ……。

　俺が涙腺を引き締めても、常に上から目線で、自信たっぷりだった彼女は笑う。

「そうだ。いいことを思いついたわ。結婚初夜には夫じゃなくて、また貴方たちと寝るの。結婚しても指一本触れさせないわ。よく考えたら結婚なんて紙きれ一枚の関係、ただの設定だもの。大事なのは誰だれと結婚するかじゃない、誰と愛し合うか──」

「もう泣くな！」

　ビクリと身をすくませて、聖せい良らは問いかける。

「変な刀かたな彦ひこ。わたし、さっきからずっと笑っているじゃない……」

　笑顔で目を細めた聖良の瞳ひとみから、大粒の涙がこぼれ落ちた。

　その姿に、俺おれは心臓が止まりそうだった。

「ねぇ刀彦。わたしの昔話を聞いてくれる？」

　俺がうつむきかけた顔を上げると、聖良は綺き麗れいなくちびるで、自分の話をしてくれる。

　──わたしには同い歳どしの従姉妹いとこがいるの。わたしと彼女は昔から、とても頭の良いい子だった。わたしたちにできないことなんてなかった。何をやらせても最高の結果しか出さないわたしたちを、大人は誰もが称賛した。でもね、わたしは愛されはしなかったの。

　わたしはなんでもできる頭の良い子だったけれど、賢い子ではなかったの。でも、賢い従姉妹は、みんなが望む結果だけじゃなくて、みんなが望む言動も欠かさなかった。

　みんなから愛される従姉妹を見ながら思ったわ。それで貴女あなたは幸せなのって。偽りの自分を愛されて、それは貴女が愛されていると言えるの？　貴女は一生自分を偽るの？　死ぬまで愛される自分を演じるの？　周りの人も、死ぬまで彼女に都合のいい彼女でいることを強要するの？　わたしは、最後の最後まで、みんなの望む態度をとらなかった──。

「わたしは……わたしを理解してくれる人、来らい泉せん聖良という存在を受け入れてくれる人に愛してほしかったの……」

　聖良の笑みから涙が溢あふれて止まらない。その涙を止めたいのに、せめてこぼれないように手ですくい取りたいのに、俺の手は動かなかった。

　そして、その不意打ちにも、何も対応できなかった。

　聖良が背伸びをして、俺の口を、自分のソレで求めてきた。

　俺の口が、聖良のやわらかさを感じる。熱い舌が、俺の舌を離さない。

　白い指先は、ためらいがちに俺の胸に当てられて、とても長い時間が流れた。もしかすると数秒のできごとだったかもしれないけれど、俺には、とても長く感じられた。

　月が傾くほどに長く感じた時間の果てに、聖良は俺から口を離した。

「刀彦。いまの、わたしのファーストキスよ」

　見ているほうが辛つらくなるような笑顔で、聖良は無理に明るく喋しやべる。

「人類の至宝。この世界一の美少女、来泉聖良のファーストキスは、男友達相手に使い捨てたわ。これぞ世界一の贅ぜい沢たくよね。なんて爽快なのかしら。わたしと結婚する男はざまぁみろよ。わたしのファーストキスは、わたしがわたしの意思でいま、使い捨てたわ。もう、失くなっちゃったから、誰にも奪えない。わたしのファーストキスは、もう誰にも……」

　夜空の月を見上げてから、聖せい良らは俺おれの名を呼ぶ。

「刀かたな彦ひこ……ありがとう……」

　最後に見せた笑顔で、俺は全身の関節が固まるのを感じた。

　俺のなかで、本能が叫ぶ。

　──いまなら間に合う。動け、動け、根拠はないが動け。お前の人生論はどうでもいい。

　けれど、理性が俺の背中にのしかかり、両手を絡め取る。

　──わかっているだろ？　これは、聖良の親が決めたことなんだ。母親が、祖父が、家庭内における、目上の存在が、子供に対して命じたことなんだ。幼い頃。お前がいつも自分に言い聞かせていたことを思い出せ。

　聖良は踵きびすを返して、俺に背を向けた。聖良が車へ向かって歩いていく。

　聖良の背中が遠ざかる。聖良の背中が小さくなる。聖良の背中に、手が届かなくなる。

　そして、聖良を乗せた車が公園から遠ざかると、俺はその場に膝ひざをついた。

　取り返しのつかない過ちを犯したのではないだろうかという悔恨の念が、津波のように押し寄せて俺を押しつぶす。

　誰だれもいない公園で、俺は自分に問いかけた。

　聖良とキスをした。あの聖良とキスをしたんだ。

　なのに、どうしてこんなにも胸が辛つらいんだろう。


　　　◆



　家に帰った俺は、湯船に浸つかりながら自分に言い聞かせる。

　これで良かったんだ。

　実際、俺になにができる？　なんの力もない一高校生の俺が、来らい泉せんグループっていう巨大な存在に何ができる？

　映画の主人公みたいに、俺が聖良と結婚すると殴り込みに行けばいいのか？

　聖良は俺を愛してくれている。俺が結婚してくれと言えば、きっと聖良は受け入れてくれる。でも、それはできない。だって……それで幸せになれるのは、俺だけだから……。

　俺はいいだろう。聖良という理解者を得て、きっと満たされた人生を送るだろう。

　でも、聖良はどうなる？

　いままで俺は、空気の読めない奴やつとして蔑さげすまれて生きてきた。

　きっと大人になっても同じだろう。

　聖良は、変な男と結婚したとして、夫である俺のせいで、上流階級の世界で一生肩身の狭い思いをするに違いない。いまは若くて、まだ社会に出ていないからいい。でも大人になった俺は、いつか聖良を苦しめてしまうだろう。

　嫌だ。聖良はいい子だ。凄すごく大切だし、幸せになって欲しい。絶対にだ。聖良を不幸にすると知っていて、聖良に好きだなんて言えない。

　だから俺おれは聖せい良らとは、いや、この世の誰だれとも結ばれちゃいけないんだ。

　それに、意外にもお見合い相手が素晴らしい男で、十年後、聖良は今日のことを『あの頃はワタシも青かったわね』なんて、笑ってくれるかもしれない。

　だから、後悔なんて必要ない。俺の選択は、間違ってなんかいないんだ……。

　なのに、何度自分に言い聞かせても、でも、という単語が心に浮かぶ。

　本当にこれでいいのか……？　十年後、聖良の笑顔が曇っていたとき、俺は今日の選択を肯定できるのか？

　取り戻せない時間に後悔する、大人の俺自身を想像した瞬間……。

「ご家族がいないあいだに！　お姉ちゃん参上！」

　全裸の紗さ希き姉が現れた。無論、バスタオルなんていう文明人の証あかしは身につけていない。

「ぐはっ、さ、紗希姉!?」

「今晩はご両親もお兄さんも留守だということはリサーチ済みだ！　さぁかー君、いまのうちに姉弟の愛情を深めるのだ！　子作ッ、スキンシップで！」

　子作り、と言いかけた紗希姉は湯船をまたいで右足を沈めると、そのまま流れるように全身を浸つけ、俺に正面から抱きついてきた。

　紗希姉の体はやわらかくて、とても温かい。紗希姉に抱き締められると、俺は恥ずかしい反面、いつだって心が安らいだ。これが人肌のぬくもり、というやつかもしれない。

「かー君。莉り子こ君から聖良君のことを聞いたのだが、もしかして何かお悩みかな？」

　どうやら、俺のことを元気づけに来てくれたらしい。

　子供の頃、俺へのいじめが酷ひどくなってから、紗希姉は毎晩俺と一緒に寝てくれるようになった。しかも、特別辛つらいことがあった日は、こうしてお風ふ呂ろにまで来てくれる。もっとも、俺らの関係は秘密なので、母さんは俺と紗希姉が疎遠だと思っている。

　けど、いたずらっぽい笑みを浮かべる紗希姉に、俺はつい生意気な態度を取ってしまう。

「悩んでなんかいねぇよ。別に、俺と聖良はなんでもないんだし。ていうか、励ましに来てくれるのはいいけど、そんなことでいちいち来るなよ」

　いまは紗希姉の裸に欲情する余裕はないけれど、それでも、あまりにも刺激的な紗希姉の裸は、聖良のことで悩む自分を納得させようとする俺の気持ちを後押しする。

　そうだ。俺は聖良と結婚できないんだから、これからは友達として支えてあげればいいじゃないか、と。そうして、元気を出そうとする。でも……。

「かーきゅーん」

　紗希姉は、自重することを知らない爆乳を俺の胸板に押しつけてくる。並のメロンより大きな爆乳がふたつ、ぐにゅりと押し潰つぶれて、それぞれの中央でちょっと硬めの、グミのような感触がひときわ自己主張してくる。

　刺激が、強すぎるぅううううううううううう！

「あぁ、かー君　かー君　かー君」

　紗さ希き姉は体を揺らし、軽く回転を加えて、いまなお発展途上中の特盛りおっぱいで俺おれの胸板に円を描き続けた。

　流石さすがに俺の下半身も無事では済まず。第二形態へと変へん貌ぼうを遂げた野生児が、俺と紗希姉の下腹部でサンドイッチ。それでもなお紗希姉は体を揺すってきて、野生児は最終形態へと進化する。紗希姉の瞳ひとみも、魔王のような邪気が強まっていく。

　やべぇ、紗希姉の野郎、久しぶりにマジだ。

　そうして、魔王と化した俺の野生児が、すべての力を解き放つ寸前。

「かー君、だーい好き♪」

　その言葉でハッとして、俺は紗希姉に問いかける。

「……なぁ紗希姉。紗希姉はさ、はじめて俺にキスしたとき、どう思ったか覚えてるか？」

　紗希姉は体の動きを止めてから、両手に頰ほおを当ててうっとりとする。

「覚えているに決まっているではないか♪　そう、あれは小学校のときだったな。はじめてかー君にキスをして、あぁ、これが弟のくちびるか、あぁ、これが弟の舌か、体の奥がキュンキュンして♥　トロけそうで♥　幸せすぎて全身の血液が蒸発しそうで♥　世界が極彩色に染まって♥　もう、エクスプロージョン！　という感じだぞ♥」

　年とし甲が斐いもなく──といっても高校生だけど──きゃあきゃあ騒ぐ紗希姉に、俺は心が冷めていくのを感じた。

「……だよな。やっぱり、キスってのは、そういうのだよな……」

　紗希姉のまぶたがスッと落ちて、途端に冷静な、穏やかな表情になる。

「かー君。聖せい良ら君と、したんだね……」

　超能力に近いカンの鋭さに驚きながら、俺は頷うなずいた。

「かー君は、どうしたいんだい？」

「どうしたいって……」

　俺の返答を待たず、紗希姉が二の句を告げる。

「何が出来るかじゃない。どうしたいかだ……」

　紗希姉の視線に瞳を射ぬかれて、俺は息を飲んだ。俺のしたいこと。出来るかじゃなくて、俺の理想。それはもちろん、聖良に笑ってもらうことだ。あの自信に満みち溢あふれていて、誰だれよりも輝いている女の子に、幸せそうに笑ってもらうことだ。

「聖良君とキスをして、かー君は嫌だったかい？」

「いや、胸が辛つらくなった……」

「どうして？」

「それは……」

　涙を流す聖良にキスをされても嬉うれしくないから。なら笑顔の聖良にキスをされたら……。

　思い出す。聖せい良らは、わざわざ俺にお見合いの詳しい日時と場所を教えてくれた。それはどうしてだろう。決まっている。聖良は望んでいる。期待しているんだ。

　そのことに俺おれが気づくと、紗さ希き姉は、包容力のある眼まな差ざしで笑ってくれる。

「かー君。かー君は、かー君のままでいいんだよ。来らい泉せん家け内の空気なんて……ね」

　紗希姉の言葉で、俺のなかに、聖良の笑顔が浮かんだ。

　そうだよな紗希姉。本当はわかっていたよ。自分がどうしたいか、どうするべきか。

　キングオブＫＹの通り名が聞いて呆あきれる。ずっと聖良のことを助けたかったのに、子供は親に逆らっちゃいけないとか、めちゃくちゃくだらねぇ空気に縛られてるじゃねぇか。

　いままで俺は、空気が読めないことでずっといじめられた。空気を読めたら、母さんに迷惑をかけずに済んだのかと思ったこともある。それで母さんを正当化しようと、自分に噓うそをつき続けた。でも前に、莉り子こを助けたときに気づいたじゃないか。

　俺は空気が読めない！　反論はない！　でもそれでいい！　家庭内の空気を読むっていうのが、聖良の期待を裏切ることなら、俺は一生ＫＹでいい！　だって俺は、

「ありがとうな紗希姉。キングオブＫＹとして助けてくるよ、現実主義の女王リアリスト・クイーンをな！」

　俺は風ふ呂ろからあがると、すぐにケータイでシェリーたちに電話をした。
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　次の日の昼前。母さんに昼御飯はいらないと言ってから家を出ようとすると、俺はリビングで呼びとめられた。

　足を止め振り返ると、母さんが険しい表情で俺を見据えている。

　俺、何かしたっけ……。

「雑紙整理していたら出て来たんだけど、何これ」

　重たい声でテーブルの上に放ほうり出されたのは、うちの校内新聞だった。

　ＫＹ部創設時に紗希姉から受け取ったもので、キングオブＫＹと呼ばれる俺が、どれだけ迷惑かという内容が綴つづられている。

　それだけで、母さんが俺を呼びとめた理由は察しがついた。

「お母さん前、言ったよね？　普通にしなさい、他の子みたくしなさいって。子供の頃は成長すればマトモになるかと思っていたけど、あんたまだこんなことしてんの？」

　後夜祭のあとで、シェリーが語ってくれたことを思い出す。

『もしもＫＹ四天王なんて言われてなかったら、あたし一生みんなに会えなかったよ♪』

　怒気のこもった声で、母さんは静かに睨にらみつけてくる。

「空気読みなさいっていつも言ってるでしょ？　それとも何あんた、変なことして注目浴びたいの？　自分はみんなとは違うとか思って優越感に浸りたいならすぐやめなさい」

　昨晩、公園で聖良が涙ながらに教えてくれたことを思い出す。

『わたしは……わたしを理解してくれる人、来泉聖良という存在を受け入れてくれる人に愛してほしかったの……』

　他にも、俺おれと友達になりたいと言ってくれる莉り子こや、俺になついて、俺の役に立ちたいと言ってくれる詩し織おりのことを思い出す。

「少しは周りに合わせるとか、人の言うこと聞くとか──」

「悪いけど、それはできない」

　人生ではじめて、俺は母さんの言葉を遮さえぎった。

　いつも母さんの叱しかりを甘んじて受け入れ、頭を下げてきた俺は母さんに問いかける。

「いつだって、みんな俺に求めるばかりで、誰だれも俺に合わせてくれないのに、どうして俺だけがみんなに合わせないといけないんだよ？」

「は？　あんた何言ってんの？」

　生まれてはじめて息子に反論されて、動揺する母さんに俺は続ける。

「何を失礼だと思うか、何に気分を良くするか、世の中には色々な価値観がある。なのに最大派閥の連中が、自分たちが『正しい価値観』だって威張り散らして、みんなそれに従って、従わない奴やつには存在そのものが迷惑だって攻撃する。でもさ母さん、世の中には最小派閥な上に、みんながやってるから自分もやるっていうのが嫌っていう奴もいるんだよ」

　聖せい良らの従姉妹いとこは最大派閥に従うことを選んだ。でもなかには、シェリーや聖良のような、迎合しても幸せになれない子もいるんだ。

「話が長いっ。最大派閥だか最小派閥だか知らないけど結局あんた何が言いたいの！」

　声を荒らげる母さんに、俺は毅き然ぜんとした態度で、聖良のように自信を持って断言する。

「俺の言動がみんなに嫌な思いをさせて迷惑をかけたのかもしれない。でも価値観が違ければそんなの当然だろ。俺だって、みんなの言動でたくさん嫌な思いをして迷惑をかけられたよ。でも、だからって俺はそれを理由に誰かを傷つけたことはない」

「そういう話じゃないんだよ！」

「そういう話なんだよ！　小学生のとき、授業態度が悪いって女教師に殴られたのは、あいつの思想教育に反論したからだ。中学生の頃、三者面談で協調性がないって言われたのは、俺だけいじめっ子の命令を聞かず喧けん嘩かになったからだ。どいつもこいつも、ただ俺を奴隷にしたかっただけの独裁者ばかり。周りに合わせろ？　空気を読め？　違う。そんなのただの思考停止だ。奴隷根性だ。俺は奴隷じゃないし、まして友達なんかじゃない。あいつらが気分良くなれるよう気を遣う義理はねぇ！」

　聖良たちの顔を思い浮かべながら、俺は空気を読まず、母さんの意思を無視する。

「何よりも、俺が俺じゃなくなったら、誰が最小派閥を助けるんだよ。みんなが空気ばっか読んでるから、いつだって少数派は救われないんだ」

　俺がボランティア部に入ったことは言ってあるが、聖良たちのことを詳しくは知らない母さんは声を曇らせる。

「別に、あんたが助ける必要ないでしょ。なんで他人の為ためにあんたが損するのさ」

「損じゃない。俺おれが俺でいることで誰だれかを助けられるなら、俺は俺でいたい！　空気なんか読んでいたら、独りボッチのあいつを助けられないんだよ！」

　俺が言いきると、母さんは言葉を失い、息を吞のんで悩みはじめる。

　幼い頃、どうして自分は周りと違うんだろうと思ったことがある。けど、いまわかった。

　俺はきっと、聖せい良らたちを理解するために、ＫＹの星の下に生まれたんだ。

　だから、誰にも俺の生き方を否定させない。俺は、聖良を助ける！

　けど、母さんは何も言ってくれない。そこへ、ここにいてはいけない人の声がかかる。

「おば様。かー君の好きにさせてあげてください」

　俺の部屋がある二階へと続く階段から、私服姿の紗さ希き姉が降りてくる。

　小学校以来、一度も母さんの前には姿を現さず、俺らの関係を秘密にしていた紗希姉はいま、俺と母さんの前に佇たたずむ。

「紗希ちゃん？　ど、どうして？」

　目を丸くする母さんに、紗希姉は真しん摯しな態度で語った。

「勝手にお邪魔して申し訳ありません。ですが、私とかー君は、窓を使い部屋を行き来する関係なのです。小学生の頃、かー君がみんなから『紗希ちゃんに近づくな』といじめられてからは、周囲には秘密にしていました」

　俺と紗希姉が仲良しであることを知ると、母さんの表情が若干やわらいだ。

　母さんは紗希姉のことを高く評価している。『隣の紗希ちゃんはあんなに立派なのに』と怒られたことも、一度や二度じゃない。

「でも、おばさんにまで隠さなくても……」

「失礼ですが、もし私とかー君の関係を知れば、おば様は、紗希ちゃんに迷惑をかけるな、と言ったのではないでしょうか？」

　実際、言ったことのある母さんはギクリとして、言葉に詰まる。

　対して、紗希姉は母さんよりも遥はるかに母性的で、包容力のある笑みを浮かべてくれる。

「おば様。おば様がＫＹだと言うかー君のことが、私は大好きです。心から愛しています」

「紗希ちゃんが刀かたな彦ひこを!?　凄すごく嬉うれしいけど、でも、本当に？」

　母さんは息を吞みながら、目を白黒させる。

「かー君は孤独な他人のために悲しみ、人目を気にせず苦しむ人を助けられる子なんです。だから、いまのかー君を認めてください」

　紗希姉の切なる願いに、母さんは呆あつ気けに取られて押し黙る。でも、しばらくすると、

「……刀彦がそれでいいなら……もう好きにしなさい。その代わり、自分で選んだことなんだから、それで何が起きても、責任は自分で取りなさいよ……」

　母さんが俺を認めてくれた。幼い頃から満たされることのない承認欲求が埋まり、俺は軽く感動しながら頷うなずいた。

「ああ、当然だろ！」

「……じゃあ、どこ行くのか知らないけど、遅くなるならちゃんと連絡をいれなさいよ」

「ありがとう母さん。じゃあ俺おれ、人ん家ちの縁談ぶっ壊してくるから！」

「は!?　ちょっ!?　刀かたな彦ひこあんたほんと何しに行くの!?」

「おば様、かー君は好きにしていいんですよね？　かー君いってらっしゃーい」

「いや！　でも！　えぇえええええええええ!?」

「愛してるぜ紗さ希き姉！　俺やってくるよ！　母さんも大好きだぜ！」

　好きにして良いと、母さんのお墨付きをもらった俺は走りだす。来らい泉せん家けの縁談をブチ壊すために！
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　正午。俺、莉り子こ、詩し織おり、シェリーは、銀ぎん鉢ぱち市、シルバービル八〇のエレベーターで、シロガネの間まのある七〇階に向けて上がっていた。

　一応はお見合い会場なので、俺は制服姿、詩織はいつもの黒衣姿。そして作戦の都合上、シェリーはホームドラマに出てくるような、日本人が考えるコテコテのアメリカ娘、みたいな服装で、莉子は小学校時代に着ていたという私服姿だ。ていうかまだ着れるんだな。

「みんな、俺と詩織の立てた作戦は覚えているな？」

「もちろん♪」

「覚えて、いるけどさ……」

　不安そうな顔の莉子の肩に、詩織が手を置いた。

「大丈夫です莉子さん。莉子さんのロリ力は世界一です」

「もう！　そういうおふざけをこういう真面目な場所で使わないでよ！　これで失敗したら聖せい良らの人生めちゃくちゃなんだからね！」

「着いたぞ」

　莉子の抗議も空むなしく、エレベーターは七〇階で止まった。

　来らい泉せん家のお嬢様のお見合いだ。ＶＩＰに失礼がないよう、きっと、シロガネの間までにはホテルマンが配置されているに違いない。

　そんなところに、俺らみたいな子供が行っても追い返されるだけだ。

　そこで、俺と詩織の立案した作戦が必要になる。

　エレベーターを降りて、ホテルの廊下を歩いていると、曲がり角のところに、さっそくホテルのスタッフが立っていた。そのスタッフのもとへ、シェリーが軽いステップで足を運ぶ。スタッフは最初、この子は誰だれだろう、という目で見ていた。でも次の瞬間、シェリーが口を開いて、スタッフの顔つきが変わる。

「え？　あの、お客様？」

　シェリーが披露したのは、ネイティブ一〇〇パーセントの流りゆう暢ちような英語だった。

　しかも、できるだけ聞き取りにくいよう、シェリーが知っている限りの方言、訛なまりを入れ、早口にまくしたてる。

　英語のわかるスタッフのもとへ連れて行かせるのが狙ねらいだ。

　相手のスタッフは苦笑いを浮かべながら、シェリーを別の廊下へと案内する。

「よし、次だ」

　俺おれ、莉り子こ、詩し織おりは、番兵のいなくなった廊下を抜け、なんだか立派な扉が続く廊下に入る。そして、また新しいホテルスタッフを発見した。今度は莉子の番だ。

「うぅ、こんなの絶対うまくいくわけないのに。刀かたな彦ひこ君たち、聖せい良らを助ける気あるのかな」

　莉子は俺らから離れると、打ち合わせ通り両手で股こ間かんを押さえ、内うち股またになりながら、

「おねえちゃぁん、おトイレどこぉ」

　これぞ幼よう女じよ（仮かり）の必殺技、幼女（偽）。

　小柄で童顔でつるぺたおっぱいとはいえ、高校二年生の莉子に対して、スタッフのお姉さんは、優しくトイレの場所を教えてくれた。よし騙だませた。

「うぅん、わかんないよぉ、連れてってぇ」

「で、でもお姉ちゃんここでお仕事しないといけないから……」

「も～れ～ちゃ～う～」

「わかったわ、いまお姉ちゃんが連れて行ってあげるから、それまでがまんしようね」

　女性スタッフは、莉子を別の廊下へと連れて行った。連れて行かれる莉子の背中は、大切なものを失った、哀愁漂うソレだった。

「流石さすがは莉子。幼女（仮）は最高だぜ」

「流石は莉子さんです。期待を裏切らない信頼と実績のハムスター園児です」

　続いて、俺と詩織が廊下の奥へ進むと、背の高いボディーガード風の女が、鋭い視線で見回りをしている。ここは、詩織がなんとかしてくれるらしい。

「では刀彦さん。貴方あなたの詩織ちゃんの華麗な絶技をご覧ください」

　言って、詩織はそのボディガードに三メートルの距離まで近寄ると、おもむろにスマホを取りだした。

「すいません、知人の連絡でこの階の──」

　そこまで言った途端、スマホから何かが射出され、女ボディガードが声にならない悲鳴をあげて震え、気絶した。

「ふぅ、スマホ型護身用電気銃が役に立ちましたね。さぁ刀彦さん、この人は私が片付けておきますので、先へどうぞ」

　詩織は、女ボディガードの足をずるずると引きずっていった。

「おう、任せとけ」

　ここから先にもスタッフやガードマンがいたら、もう強硬突破しかない。俺おれは最後の覚悟を決めて走り出す。

　案の定。シロガネの間まと書かれた部屋の前には、ふたりの屈強なガードマンが立っていた。俺はふたり目がけて全力疾走。

　ふたりのガードマンは俺に気づいて臨戦態勢に入る。でも俺は止まらない、止まるわけにはいかない。

「聖せい良らぁああああああああああ！」

　ドアに向かって叫ぶと、ドアの向こうから物音がして、聖良が俺の名前を呼んでくれた。

「刀かたな彦ひこ！」

　部屋のなかからの声に、ガードマンが一瞬気を取られた瞬間、俺は全力全開のドロップキックを見舞った。

　俺の蹴けりでドアは勢いよく開いて、ガードマンの制止も利かない。

　俺はなかに飛び込んで着地。呆あつ気けに取られる若い男と中年女性、それに聖良の母親を無視して、綺き麗れいなドレス姿の聖良に向かってカッコをつける。

「よっ、聖良。助けに来るの遅くなった」

　聖良の顔に安あん堵どの笑顔が広がって、大きな瞳ひとみから涙が溢あふれた。公園で見せた涙は止めたくて、すくい取りたかったのに、その目の涙は止めたくなかった。

　いまキスをされたら、きっと俺は、凄すごく幸せな気持ちになれると思う。

　でも、いまは……。

「よーし聖良、帰るぞー」

「うん♪」

　聖良の手を取って、俺は外へ出ようとする。

「待ちなさい！　貴方あなたは一体なんなの!?」

　まず怒鳴ったのは、相手方の母親と思われる中年女性だった。

「何って、どこからどう見たって悪の手からお姫様を救い出す正義の味方だろ？」

「あ、貴方、頭がおかしいのではなくて？　それにその格好。なるほど、聖良さんのご学友というわけですね？　失礼ですが、聖良さんはいま、うちの大事な息子とお見合いの真っ最中ですの」

「そうだ。僕が今日という日をどれだけ待ちわびたか！　邪魔はさせないぞ間ま男おとこ！」

　間男って、もう聖良と結婚したつもりでいやがる。お前なんかお呼びじゃないんだよ。

　絵に描いたようなお坊ちゃんとママさんに、俺は辟へき易えきとしたため息をついた。

「頭悪いなぁ。聖良は親の命令で仕方なく出席しただけで結婚する気なんてないんだよ。お前はフラれたの。残念だったな、じゃ」

「待ちなさい！」

　最後に声をあげたのは、聖せい良らの母親だった。

「貴方あなた、一体どこの何者？　来らい泉せん家けのお見合いを邪魔して、ただで済むと思っているの？」

　死の女神は、その美び貌ぼうの鋭さを抜き放ち、俺おれを恫どう喝かつ……しているつもりなんだろうが、いまいち迫力不足だ。

　あまりにもこいつらが、絵に描いたような、コテコテの悪役だからだろう。俺はいま、凄すごく調子に乗っている。普段の俺なら、絶対にこんなことは言わないであろうことを、俺はブチまけようとしている。でもなんだか、いまなら言っちゃってもいい気がした。

「何者って」

　あえて、お見合い相手の男を無視して、聖良の母親に言ってやる。

「聖良の、ファーストキスの相手だよ」

　蚊か帳やの外にされた男が気絶する。中年のおばさんは白目を剝むいて固まっている。

「もう刀かたな彦ひこったら、そんな恥ずかしい♪」

　まんざらでもない聖良と違い、聖良の母親は口角を痙けい攣れんさせ、テーブルを叩たたく。

「貴方、自分が何をしているのかわかっているの！」

「それはこっちのセリフだ！　聖良が、あんたの娘がどれほど結婚に憧あこがれていたと思う」

　菜な美み絵えさんと新しん之の助すけさんの結婚式に見とれる聖良を思い出しながら訴える。

「あんたは母親なのに、娘の気持ちが何もわかっちゃいない！」

　現実主義者でありながら、結婚は好きな人としたいと微笑ほほえんだ聖良を想おもいながら叫ぶ。

「あんたは母親なのに、娘の夢を踏みにじったんだぞ！」

　たとえ演技でも、好きでもない男との恋愛シーンは嫌だと語る聖良の姿を、勝手に結婚を決められて、俺に涙を見せた聖良の姿を心に刻みつけて、声を張りあげる。

「親が、子供の夢を奪ってんじゃねぇよ！」

　大きな瞳ひとみを憎しみに燃やして、聖良の母親はテーブルに爪つめを立てる。

「ッッ潰つぶすわ。貴方の全すべてを、来泉家の全てを使って！　御頭首様に逆らった人間がどうなるか、地獄の底で後悔させてあげるわ！」

「そりゃちょうどいい。俺も聖良の爺じいさんに話があるんだ」

「「なっ!?」」

　驚きの声は、聖良と母親のふたりの口から出た。

「頭首様とやらに逆らったんだ。あんたの独断で処分を決めたら失礼じゃないか？　越権行為とかそういう感じで。だから、俺を雷らい全ぜんとかいうその爺さんのところに連れてけよ。直々にお沙さ汰たを下してもらおうじゃねぇか」

　俺が胸を張ると、何な故ぜか聖良と、そして母親が恐怖に打ち震え出した。

「知らないとは恐ろしいことね。まさか、御頭首様に会いたいだなんて」

　母親は聖良へ、憐みの眼まな差ざしを向けた。

「ふん、残念だったわね聖せい良ら。もうその子、おしまいよ。私なら、まだ手心を加えることもできたけど……いいわ、貴方あなたを御頭首様に、御お爺じい様さまに会わせてあげる」

　なんだ？　どういう意味だ？　俺おれなんか変なこと言ったか？

　聖良に説明を求めようとすると、聖良も青ざめ、俺の手をぎゅっと握ってくるだけだった。その手は、とても冷たかった。


　　　◆



　その日の午後。莉り子こやシェリー、詩し織おりも連れた俺らは、来らい泉せん家けの車で、御頭首様だかが滞在中の屋敷へ連れて行かれた。

　最初は俺と聖良だけで行こうと思ったけれど、莉子たちも一緒に行くと聞かなかった。

　案内されたのは、時代を感じさせる武家屋敷で、座敷の奥へ、さらに奥へと通されると、妙なことに気付く。

　廊下に配置されたガードマンと思われる人たちが、皆俺らに憐みの目線を向けてくる。

　さらに奥へと進むと、ガードマンの表情からは何も読みとれなくなる。むしろ、ガードマンたちから、感情というものを感じなくなってくる。まるで人形かロボットだ。

　俺らの先頭を歩いていた聖良の母親が、突きあたりの扉の前で立ち止まった。

　そのとき、俺は莉子が震えているのに気づいた。

「どうした莉子？」

「うん、ちょっとね……なんだか、この奥、行っちゃいけない気がする……」

　莉子が心臓の辺りを押さえると、聖良の母親は、扉の横の鈴を三度鳴らした。

「頭首様。聖良をお連れしました」

　ドアの向こう側から、老人の低い声がする。聖良の母親は、扉を開けて、俺らをなかへと通してくれる。

　果たして、そこは戦国大河ドラマで見るような、将軍様への謁えつ見けんの間のような内装だった。和装に詳しくない俺には名前がわからないけど、部屋の奥には、ヤクザの親分が着るような着物の上に、黒い羽織を着た老人が、胡坐あぐらをかいて座っている。その左右には、瞳ひとみに感情を映さないふたりのメイドが正座をしていた。

「貴様が……小こ日向ひなた刀かたな彦ひことかいうガキか」

「ああ、その通りだよ」

　それは不思議な声だった。どこから声が発せられているのかわからない。まるで部屋中から響いてくるような、いや、遥はるか地底からすすりあがってくるような声だった。

　人が倒れる音がして振り返ると、莉子が畳の上に倒れて、息が乱れている。

「莉子!?」

「気にするな。わしと対たい峙じしたものは皆、遅かれ早かれ、皆、そうなるのよ」

　爺じいさんに視線を戻すと、俺を見据えながら問いかけてくる。

「それで小僧、わしに用とはなんだ？」

　爺じいさんの問いに、まず、俺おれは尋ねる。

「それよりあんたが雷らい全ぜんでいいのか？」

　聖せい良らと聖良の母親が噴き出した。

「ちょっ、刀かたな彦ひこ貴方あなた、何を言って……」

「え？　だって俺は刀彦だってこと言ったけど、あっち何も言ってこないし、人違いだったらマズイじゃん？」

　俺らのやりとりを見て、爺さんの口角が上がった。ヤクザ映画に出てくる組長役の俳優でも、ここまで悪そうな笑みは作れまい。

「意表をついて、こちらのペースを乱すつもりか。そんな奴やつは久しくいなかったからな。まずは一興。その通り、わしが、来らい泉せん家け頭首、来泉雷全だ！」

　一興？　この爺さん何言ってんだ？

　あと、雷全が名乗った途端に、シェリーが畳に膝ひざをついた。さっきから何なんだ？

　なんでこの爺さんの前だとみんな床に寝たくなるんだ？

　まぁ、それはあとで聞くとして、

「聖良のお見合いは潰つぶしてきた。聖良の結婚相手は聖良に選ばせてほしい。少なくとも、いますぐあんたらが決めることじゃない」

「あんたら？　御頭首様になんという口を……」

　聖良の母親が、戦々恐々とした表情で俺から一歩下がった。

　聖良も、俺に寄り添い、手を握ってくる。

　聖良の体温が伝わってきて、なんだか勇気が湧わいてくる。

「ほう、このわしに意見をすると？　して小僧、貴様はわしに、何を差しだす？」

　雷全が立ち上がる。年寄りながら意外にも長身で、一八〇以上はありそうだ。

　来泉家頭首が、顔を歪ゆがめて俺を睨にらみつけながら歩み寄ってくる。

　なので俺は言ってやる。

「なんで俺があんたになんかあげなきゃいけないんだよ？」

「なんと？」

　雷全が、不意を突かれた様子で声をくぐもらせる。

「俺はただ恋愛ぐらい孫の自由にさせてやれって言ってんだよ！　なのになんでその程度のことで何か犠牲をはらわせようとしてんだよ！　あんた聖良の爺さんなんだろ！　じゃあ黙って首縦に振れよ！」

「貴様！」

「御頭首様！」

　聖良の母親が崩れ落ち、続けて、詩し織おりも苦しそうな顔で、その場に座り込む。

　よくわからないけど、早く話を終わらせたほうがよさそうだ。

「だってそうだろ？　無理やり結婚決められて、聖せい良ら泣いたんだぞ！　お前らが泣かせたんだぞ！　あんたらは聖良の親なのに、爺じいさんなのに、なんでそうやって聖良の嫌がることをするんだよ！　親は、子供を守るもんじゃないのかよ！」

　──そうだ。俺おれは子供の頃、みんなからいじめられた。でも母さんは俺を守るどころか俺を責めた。そんな状況を正当化するために俺は、悪いのは自分だと自分に言い聞かせた。

「子供が辛つらくて何かに打ちのめされて泣いているとき！　安心して飛びつけるのが親じゃないのか！　なのに、親も守ってくれなかったら！　子供は悲しいとき誰だれを頼ればいいんだよ！　子供にはな！　どんな状況でも無条件に味方してくれる奴やつが必要なんだよ！　それが親なんだよ！」

　──でも、自分に言い聞かせていたのは、自分を騙だます噓うそだった。母さん、俺は……。

「たとえ全世界が子供の敵に回っても！　親だけは絶対に子供の味方でいてやらなきゃ駄目なんだよ！」

　──母さんに、助けて欲しかったんだ。

　──刀かたな彦ひこは悪くないよって、優しく……ただそう言って欲しかったんだ。

「俺が何を言いたいかと言うとな！」

　雷らい全ぜんを睨にらみつけながら、俺は腹の底から感情をブチまけた。

「てめぇら親のクセに！　ガキ泣かせてんじゃねぇ！」

　雷全の両目が血走り、熱い息を吐き出した。

「貴様ら、一族郎党血祭りにあげられたいかぁあああああああああああああ！」

　部屋のふすまが震動して、天井が軋きしみ声をあげるなか、俺は嚙かみつかんばかりに迫る雷全へ、眉み間けんにしわを寄せて言う。

「あと爺さん、人と話すとき、ちょい近くね？」

「!?」

　両目を見開いて、雷全爺さんはよろめいた。

「莫ば迦かな……わしの殺気を受けて、平然としているだと……？　この小僧、いったい？」

「なんだ爺さん、結構話わかるじゃん」

「なに？」

「だっていま、俺が近くね？　て言ったら、ちゃんと離れてくれただろ？　聖良と同じで、やっぱ話せばわかるんだな」

「おい、小僧」

「じゃああらためて頼むよ爺さん。聖良は、結婚ていうものに凄すごい憧あこがれているんだ。聖良の結婚相手は、時間をかけて、聖良自身に選ばせてやってほしいんだ」

　少し下した手てに出て、俺は爺さんと正面から向き合って頼みこむ。

　すると、爺じいさんは聖せい良らのほうへと視線を移す。

「刀かたな彦ひこってば……」

　さっきまでの怯おびえはどこへやら、聖良は桜色に頰ほおを染めて、俺おれにぴっとりと身を寄せてくる。それを見た爺さんはハッとして、それから息をついた。

「なんだ聖良、お前、そういうことならさっさと言わんかい」

「だ、だって御お爺じい様さま……」

　ん？　なんか空気がおかしくないか？

　さっきまでの緊張感みたいなのがなくなっているぞ？

「聖良、こんな逸材をどこで見つけてきた？」

「隣の隣のクラスにいたの、たまたまボランティア部で一緒になって、ね」

「ほほう……ふむ、まぁよい、これも運命というやつか」

　なんか話が見えないんだけど。俺、蚊か帳やの外になってないか？

　爺さんは遠い目をしながら、表情をゆるめ語る。

「聖良、いつか話したことがあったな。わしと妻の出会いを」

「は、はい」

「わしが若き頭首として皆を指導し、仕事をしくじった部下を叱しかりつけていたときだ。美しい容姿を見込み、わし自ら女中として雇ったあやつが、幹部たちの居並ぶ前で歩み寄り、わしの頭を思い切り雑ぞう巾きんで打ちすえ言ったのだ」

『一度や二度しくじったからってぐだぐだ言ってんじゃないわよ男らしくないわね！　あんたも上司なら部下のしりぬぐいをしてやるぐらいの甲か斐い性しようみせなさいよね！』

『貴様！　頭首であるわしに向かってなんという無礼を！』

『頭首だろうと丁稚でつち坊主だろうと関係ないわよ！　馬鹿やってる馬鹿がいたらひっぱたいてやんなきゃ駄目でしょ！　馬鹿は口で言ったってわからないんだから！』

「そう言ってさらに雑巾で叩たたいてきたあいつを見て思ったのだ。周りの目など気にせず、誰だれが相手でも臆せず己おのれの信念を貫ける、まさしく不ふ撓とう不ふ屈くつ、なんという剛ごう毅きな女。こんな女になら、わしの子を十人は産ませたいと！」

　爺さんが握り拳こぶしを作ると、聖良が満開の笑顔を浮かべる。

「お爺様、じゃあ！」

「お前の身近にこんな傑物がいると知っていれば、わしもいらぬ老婆心を働かせなかったものを」

　嬉うれしそうに口元をゆるめる爺さんに、息も絶え絶えの莉り子こが震えながらツッコむ。

「いやあの、刀彦君のこれはただのＫＹでして……」

　全然話が見えないので、俺は爺さんに直接聞いてみる。

「おい爺さん、それって、聖良の自由恋愛を認めてくれるってことでいいのか？」

「もちろんだ！　聖せい良ら、お前は自由に生きろ！」

「御爺様。刀かたな彦ひこ、ありがとう♪」

　聖良が俺おれに抱きつくと、膝ひざを屈したままの母親が口をはさむ。

「御頭首様、それで良よいのですか？　それでは他の者への示しが」

「何を言う紅こう芽め。この二人を見てみよ。二〇年前、その性格が災いしクラスに馴な染じめずにいたお主と、あの庶民の小僧とそっくりではないか。あの小僧もわしに言ったな」

『紅芽は冷たい態度しか取れない不器用な娘だけど、小動物好きの可愛かわいい普通の女の子なんだ！　俺はそんな紅芽に、ずっと、ずっと笑っていて欲しいんだ！』

　紅芽さんが悲鳴をあげる。そこにいたのは毒親ではなく、ただのおっきい聖良だった。

　顔を真っ赤にゆであげて、スイカ大のおっぱいを揺らしながら、紅芽さんは取り乱す。

「おじいさま！　それは秘密のはずです！」

「黙れ。此こ度たびの縁談は聖良の幸せのため、お前が三日三晩かけて選んだ相手。ならば、聖良を幸せにしてくれれば、お前が選んだ相手でなくてもよかろう？」

　三日三晩!?　紅芽さんどんだけ聖良のこと溺でき愛あいしてんだよ!?

　紅芽さん、おっきい聖良は沈黙のあと、可愛いくらい弱気な表情でうつむく。

「……聖良。貴女あなたの姉たちは私の縁談で幸せになったわ。だから貴女もと思ったけれど、余計なお世話だったみたいね……ごめんなさい」

　お母様、と呼んで、聖良は紅芽さんと硬く抱き合った。すると、爺じいさんが叫ぶ。

「皆の者今日は宴だ！　準備をせい！」

　爺さんの一声でふたりのメイドが姿を消して、屋敷中から鐘かねの音が響いた。

　なんだろう。聖良は助かったのに、何か、ものすごく取り返しのつかないことをしてしまった気がする。と、そうだ、宴をするなら、晩飯いらないよな。

　俺はガラケーで家に電話を入れる。

「あ、母さん。なんか聖良の爺ちゃんがご飯食べさせてくれるらしいから、晩飯いらない」

「おお、母君か、ちょいと貸せ」

　爺さんは俺からガラケーをひったくると、

「いま電話を変わった。わしは来らい泉せんグループ総帥、来泉雷らい全ぜんと申す者だ」

　ガラケーの向こう側から、母さんの悲鳴が聞こえる。

「お宅の息子は素晴らしいな。将来は大物になるぞ。それこそ、この日本を治められる程にな。将来は、是非とも彼をうちに迎えたい」

　日本を治めるって、総理大臣にでもなるって言うのかよ。そりゃ買かい被かぶり過ぎだ。

　それから、二、三会話をしてから、爺さんは俺にガラケーを返した。

『刀彦あんた来泉家ってどういうこと!?』

「言わなかったっけ？　同じボランティア部の聖良って、来泉家総帥の孫娘なんだよ」

　スピーカーの向こうで、声にならない悲鳴が聞こえたあと、妙にすり減った声で、

『……あー、うん、いままで悪かったね。お母さんの視野が狭かったよ。はは』

「え？　うん、わかってくれたならいいよ。じゃ、帰る前にまた連絡するよ」

　俺おれがガラケーを切ると、爺じいさんはさらにテンションを上げて、メイドや部下たちに指示を飛ばしていた。

　にしても、俺は将来大物になる、か。本当にそうなら、聖せい良らと釣り合いがとれるかもな。

　爺さんの言う通りになるといいな、と、俺は総理大臣になる自分を夢想してしまった。


　　　◆



　来らい泉せん家けで飲めや歌えやのドンチャン騒ぎをした夜。俺らはまた聖良の家に帰り、そのまま泊まることになった。

　そして俺はいま、またお風ふ呂ろを頂いている。今度は聖良たちに先に入ってもらったので、もう前回のようなトラブルが起きることはない。

　あとのことを気兼ねせず、ゆっくりとお湯に浸つかりながら、熱帯魚たちを観賞して心を落ち着ける。そう、熱帯魚だ。

　いま俺が利用しているのは大浴場ではなく、聖良の部屋に隣接している、少し小さめの風呂場だった。

　小さめと言っても大浴場と比べたらの話で、俺の家の風呂場の八倍以上はある。

　壁には水槽が埋め込まれていて、そのなかを熱帯魚が泳いでいる。その姿に俺は和んだ。

「ふぅ……全部、終わったんだよな……」

　聖良の婚約はなかったことに、いや、そもそも婚約じたい、結ぶ前に破談になった。

　それだけでなく、自由に恋愛できる権利まで勝ち取った。いいことづくめなのに、俺はまだ、胸にひっかかりを感じてしまう。

　浴室の扉が開いたのは、そのときだった。

「入るわよ、刀かたな彦ひこ……」

「せ、聖良!?」

　カラリという音に肩を跳ねあげた俺の前に現れたのは、バスタオル姿の聖良だった。

　バスタオル姿、と言ってもタオルは巻かず、体の前に当てているだけだ。

　谷間や横乳、タオルからはみ出した胸のお肉が、むき出しの腰が、俺のなかの欲望にガソリンをぶっかけライターに火を灯ともした。

「どうしたんだよ。聖良はさっき入ったろ……」

　動揺を隠せず目線もはずせない、情けない姿で俺は聖良に問いかける。すると聖良は頰ほおを染めて動揺しながら、でも目線を逸そらす。

「か、刀彦と一緒に入りたかったのよ。とにかく入るから、あまり見ないで……」

「ご、ごめん……」

　見ないで、と言われてなおガン見するのは、いくらなんでも文明人、否いな、ホモサピエンス失格だと、俺おれは顔を背けた。顔は背けたけど、眼球はチラチラと横へ揺れ動いてしまう。眼筋のいい体操だ。

　聖せい良らの裸を見るな、なんて、絶食一カ月の人の前にステーキを出して食べるなと言うのに等しい拷問だ。見てはいけないなら、そんな格好で入ってこないで欲しい。

　などと心の声で抗議しているのに、聖良は俺の気持ちも知らず、湯船のなかに入って来た。俺の背中に、聖良の背中が当たる。

　背中合わせでお湯に浸つかりながら、俺らは何も話さず、気まずい沈黙が続いた。

　すぐうしろに、裸の聖良がいると思うと落ち着かない。紗さ希き姉で学習済みだけど、一度見れば慣れる程、聖良の裸は生易しくない。むしろ、一度見てしまっただけに、背後に座る聖良の体を鮮明に想像できて、心臓が苦しくなるほど動機が激しさを増した。

　何か話してくれないか、いや、俺から話題を振ったほうがいいのか？　でも聖良のほうから入って来たってことは、なにか言いたいことがあるんだろうし。

「刀かたな彦ひこ」

「はいっ！」

　いざ話しかけられると、心臓が飛び出そうなほどビクリとしてしまった。

　でも聖良は、そんな俺の緊張を溶かすように、いじらしい声でひとこと。












「……ありがとう」

「……お、おう」

　気の利いた言葉を言えないのが恥ずかしくて、俺おれは水面に映る自分を見下ろした。もごもごと動かすくちびるを嚙かみうろたえる自分を睨にらみながら、沈黙が続いた。

　俺のなかの野生児が叫ぶ。

　──動け、動け、根拠はないが動け。

　けれど、文明人の俺が肩にのしかかり、両手を絡め取る。

　──やめろ！　いまヤればわかっているだろ？　絶対に取り返しがつかなくなるぞ！

　裸の聖せい良らと一緒にいるのはこれで二度目なのに、欲求は前よりも強くなっていた。慣れるどころかより魅力的に感じる理由は明白だった。その感情が恥ずかしくて限界を突破。

「悪い、俺もうあがるよ」

　俺は逃げの一手をさした。すると、聖良も俺に続いた。

「待って刀かたな彦ひこ」

　湯船からあがり、浴室の出口の手前で、俺は肩をつかまれ、その場で立ち止まる。

　すぐ背後に聖良の息づかいを感じながら、奥歯を嚙みしめる。

　そのとき、背中に、ツンとした感触がふたつ。その正体に気づいた直後、背中全体がやわらかい感触に覆われた。

　本能的に空気を大きく吸引。吐き出せず、俺は固まった。

「あの、聖良……さん？」

「刀彦……刀彦が、ワタシのことを助けに来てくれたのって……ワタシのことが……」

　聖良の腕に力が入って、弾力に富んだ豊乳がさらに押し潰つぶれた。背中に放たれた快楽が脊せき髄ずいを伝って脳を、腰を貫通して、俺はその場から緊急脱出を図った。

「ごめん！」

「きゃっ」

　反射的に聖良を振りほどくと、可愛かわいい悲鳴が聞こえる。聖良の安否を確かめようと、そのまま振り返り……俺は絶句した。

　聖良は仰あお向むけに、それも、大の字になって倒れていた。

　この世でもっとも刺激的な、女神の裸体が、包み隠さず俺に晒さらされる。

　やわらかさを誇示するように、重力と融和してドーム状に潰れながらも半球型を保つ、ハリのある豊乳が、そして、聖良のもっとも大切な場所が……秘仏が御開帳されていた。

　しかも、頭でも打ったのだろう。聖良は苦く悶もんに顔をゆがめて身じろぎをするだけで、体を隠そうとする様子はない。

　たでさえ魅力的な裸を前に、俺は全思考力を性欲に根こそぎ持っていかれる。

　七夕祭りに観音様と、シンデレラと称され、誰だれもが魅了された絶世の美少女の無防備な姿を見ている。その事実が、俺おれの胸をさらなる興奮と優越感、そして多幸感で満たす。

　それから、ようやく聖せい良らは目を覚まして上体を起こす。その動きに合わせて、たわわなおっぱいが本来の形を取り戻した。

「ん……いたた、転んじゃったわ……？　どうしたの刀かたな彦ひこ？　…………ッ!?」

　自分の体を見下ろした聖良の顔は、首から耳まで一気に赤みが駆け上がる。

　紅ぐ蓮れんに染まった頰ほおが痙けい攣れんして、指先もぷるぷると震える聖良は、次の瞬間、

「いやぁああああん！　見ちゃだめぇええええええ！　!?」

　聖良は、両手で大事な場所を隠そうとするが、その直前、聖良の悲鳴がその色を大きく変え、俺も気づく。俺らは向かい合っているわけで、つまり、聖良からも、俺の裸が丸見えだった。聖良への感情がむき出しになった体を見られて、俺は凍りついた。でも、聖良の裸という致死量突破の刺激を処理しきれず、体が硬直したまま動けなかった。

　それは聖良も同じようで、俺らは、互いの裸を見つめあったまま硬直する。

　興奮が加速度的に高まり、全身を脈動して鼻から噴き出す。聖良の裸体は、一度視界に入れれば目を背けられないほどの吸引力を持っていて、俺は成すがままである。

　俺は漫画みたいに大量の鼻血を垂れ流したまま動けなかった。

　しばらくして、壊れた蛇じや口ぐちのように鼻血を噴き出しまくった俺の意識は途切れた。

　どう考えても人生最大の黒歴史なのに、俺は一片の悔いも感じなかった。







　酷ひどいトラブルに遭ってから二時間後。俺はまた、聖良たちと五人でベッドに寝ていた。

　幸せそうに眠る聖良の横顔を眺めながら、いまここにある幸せを嚙かみしめる。

　聖良が笑ってくれる。大切な仲間である莉り子こやシェリー、詩し織おりも一緒にいる。

　みんなの体温に癒いやされながら、俺は聖良との思い出を振り返った。すると、とある記憶を思い出す。

『ふふ、学校を卒業したら、毎日こうして寝ましょう♪』

　ん？　なにかおかしくないか？　聖良は俺のことが好きで、結婚したら、その、夫婦の夜の営みもあるわけで……でも聖良はみんなで寝るのを望んでいて……。

　普段、聖良が詩織たちのことを『ワタシと刀彦の共有財産』と言っているのを思い出す。

　聖良がくるみに、自分がハーレムの主だ、と言った光景も浮かんだ。

　そのふたつが、頭のなかで衝突してスパークする。

　もしかして、聖良の望む結婚生活って……ぐはっ！

　聖良たちみんなの裸を想像しながら、俺のなかで、イケナい妄想が広がる。

　ハ、ハーレムエンドとか、文明人失格だろ俺！　いや、でも文明国でも一夫多妻の国もあるし……ってここは日本だ！

　夜風に当たって煩悩を冷まそうと、俺おれはベッドから抜けだした。

　月明かりに誘われるようにベランダへ出ると、涼しくて気持ちのいい夜風が頰ほおをなでた。

　流れる雲の隙すき間まから差し込む月明かりを見上げると、無数の短冊が飾られた笹ささに目が止まった。笹の一番上に、他のよりふたまわりほど大きな短冊がかかっている。

　誰だれのだろうと気になって近くの踏み台に上がり、その短冊を手にしてから降りる。しかして、短冊には、

〝刀かたな彦ひことずっと一緒に、幸せに暮らせますように　来らい泉せん聖せい良ら〟

　あまりに直球過ぎる願いに、俺は胸が熱くなるのを感じる。

　他の男とは結婚したくないって涙を流して、俺が助けに行ったら安心して涙を流して、短冊にまでお願いして……あらためて、聖良の恋心の純粋さを思い知らされてしまう。

　聖良は素敵な女の子だ。

　普通に考えれば、告白されたら、すぐにＯＫしちまうだろう。

　でも、世間的には空気が読めない俺は、きっといつか聖良の迷惑になってしまう。だから、釣り合う男になるまでは、付き合うのを我慢しようと思っていたのに。

「やべぇな……聖良と恋人になるのを我慢するって……それ辛つらすぎるだろ」

　やっぱり俺は、来泉聖良という女の子のことが、大好きらしい。

　聖良とお風ふ呂ろに入ったとき、最初より二度目のほうがドキドキしたのも、それが原因だ。好きな女の子の無防備な姿は、凄すごく特別だ。

　俺は、好きな女の子とキスをして、一緒にお風呂に入って、贅ぜい沢たく過ぎて、なんだか怖くなってくる。

　幸せになった分、何か、よくないことが起きる気がしてきた。

「刀彦！　貴方あなたそれ、ワタシの……誰も見れないように踏み台で上の方に飾ったのに！」

　振り返れば、頰を染めた聖良が目を丸くして短冊を指差していた。

「いや、その踏み台が出しっぱなしだったから……聖良って、結構ドジなんだな」

「ッッ！」

　聖良の顔が二倍も三倍も赤くなって、声にならない悲鳴と蒸気を噴き上げた。

　そんなに恥ずかしいなら飾るなよ。しかも、ある意味一番目立つてっぺんに。

「えと、じゃあ短冊もどしておくから、おやすみ」

「待ちなさい！　その短冊はアレなんだからね！　大好きな友達の刀彦が転校したり留学したりしないで、ずっとワタシの側そばにいますようにって、そういう意味なのよ！」

　え～、そのハーレム漫画の主人公みたいなのまだ続けるの？　いや、今度はヒロインか？

「アー、ウン、ワカッテルワカッテル」

「貴方絶対わかってないでしょ！　いーい刀彦！　ワタシはね！」

　聖せい良らが迫ってきて、うしろにたじろいだ俺おれは短冊を落としてしまう。

「「あっ」」

　聖良の願いを書いた短冊を落とすまいと、俺は床に滑りこんでキャッチ。同時に短冊を追いかけた聖良は、俺の胸に飛び込んできた。

　聖良の心地よい重みと体温を感じる。すると、キスをできる距離で、聖良のはにかんだ美び貌ぼうに悲しみが映った。

「……ねぇ、刀かたな彦ひこは……ワタシがずっと側そばにいてもいい？　それとも、ワタシみたいに、偉そうで本音ばかり言っちゃう娘は、イヤ？」

　鼓動を忘れるほど可愛かわいかった。紗さ希き姉の美貌以上に魅力的な聖良へのドキドキが止まらなくて、もう、俺のなかの文明人が野生児と一緒にＧＯサインを出してくれた。

「イヤじゃないよ、聖良」

　俺が聖良の顔を引き寄せると、恥ずかしがり、視線を逸そらした聖良の表情が凍りついた。

「せいらん、おめでとう♪」

「ついに聖良さんが愛の告白を」

「けけ、結婚式には呼んでね、なんちゃって」

　部屋のなかから、シェリー、詩し織おり、莉り子この三人が、三者三様の表情で観賞していた。

　途端に、聖良は俺から離れて立ち上がる。












「ちち、違うわよ。これは、ワタシは別に！　ああ、愛の告白なんて！」

　頭から蒸気を噴き上げながら、必死に否定する聖せい良ら。

　聖良って普段は凜りんとしているけど、恋愛事にはほんと弱いよな。まぁ、そんなところも可愛かわいいくて惹ひかれるんだけど。

「刀かたな彦ひこもなんとか言いなさいよ！」

　聖良に救援を求められて、俺おれはちょっと考える。

　えーっと、いまは聖良を助けるわけで、聖良は俺への告白を目撃されたのを恥ずかしがっているわけで……とりあえず、聖良の主張を肯定すればいいんだよな？

　俺は現場の空気を的確に読み取り、莉り子こたちに毅き然ぜんとした態度で臨む。

「そうだぞみんな。聖良が俺に愛の告白なんてするわけがないじゃないか」

「そうよ、その通りよ」

　おー、どうやら成功らしい。ふふ、ついに俺も空気を読めるようになってきたか。

　言い知れぬ達成感に、俺は背筋を伸ばして胸を張る。

「それに聖良はいつも俺に言っているだろ。卒業したら自分の専属執事になれって。聖良の言うずっと側そばにっていうのは、ずっと自分の側に仕えてくれるかっていう意味で、恋愛感情は一切含んでいないんだぞ」

　聖良の赤面が、ちょっと眉まゆ根ねを寄せる。

「だから聖良は、全然少しもこれっぽっちも俺のことなんて好きじゃないし、俺らはそういう関係じゃないんだぞ。なっ、聖良」

　もちろんよ。と言ってくれることを期待して、俺は隣の聖良に微笑ほほえみかける。

　だが、聖良はいまにも泣きそうな顔で俺を見上げ、わなわなと震えはじめた。

「え？　あの、聖良さん？」

「刀彦のバカ！　そこで、いちじかッ、三〇分反省していなさい！」

　ぷいっと俺から目を背け、聖良は部屋に駆け込んでいく。

「ま、待ってくれ聖良！」

　反射的に手を伸ばすが、聖良はベランダの窓を閉じてカギをかけてしまう。

　ガチャリ、という無機質な音を、これほど冷たく感じたことなはい。

　閉じられた窓に手を伸ばした、間抜けな格好のまま固まる俺。

　そんな俺に、詩し織おり、シェリー、莉子の三人は窓越しにため息をついた。

「刀彦さんは……本当にＫＹの星の下に生まれた男なのですね」

「刀彦って……キングオブＫＹだよね」

「刀彦君……空気、読もうね」

　聖良の表情を曇らせてしまったことに、俺はがっくりとうなだれるしかなかった。

　やっぱり、どうにもこうにも、俺は空気が読めない。






あとがき









　皆さまお久しぶりです、鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　一巻の原稿を書いているときは夏真っ盛りでした。

　でもこの二巻を書いているときは真冬です。

　窓が凍りついて開きませんよ。真冬の北海道をナメてはいけません。

　そして覚えているでしょうか。一巻のあとがきで、北海道も夏になると凄く暑くなると書いたことを。

　というわけで、今回は皆様に銀鉢流涼み術を紹介しましょう。

　ズバリ！　保冷剤を装備する！

　熱中症のとき、冷たいタオルを首など太い血管の通っているところに巻くと言うでしょう。あれの強化版です。

　保冷剤を首などの素肌に直接押しつけるのです。

（私以外の人がやると、しもやけになるから良い子も悪い子も真似しないでね）

　暑がり作家銀鉢にとって保冷剤とは食品を冷やす物にあらず。己の肉体を冷やすものなのです！　では皆様、また会える日を祈っております。
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